
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



  



第６次天龍村総合計画 



村民憲章／村章 

 

ダイジェストができ次第レイアウト

調整して入れます 

天龍村民憲章 

 天龍村は、美しく豊かな自然に恵まれ、信濃、三河、遠州の国境の村として発展してきました。 

 わたくしたちは、この村の村民であることに誇りと責任をもち、理想の郷づくりをめざすため、

ここに村民憲章を制定します。 

一、自然を大切にし、水と緑と空の美しい村をつくります 

一、教育を重んじ、伝統ある文化のかおる村をつくります 

一、お互いにいたわりあい、健康で心にやさしい福祉の村をつくります 

一、産業を盛んにし、活力ある豊かな村をつくります 

一、平和を願い、力をあわせ明るく住みよい村をつくります 



  

村章 

 天龍村の頭文字「て」を山と天竜川に図案化し、内円より

村民の「和」と「太陽」を示し、太陽のごとく明るい村を表

現している。さらに、全体的な力強さと躍動は限りない未来

への躍進の姿を象徴する。 

村木 しゅろ 

村花 やまゆり 

村鳥 ブッポウソウ 



ごあいさつ 

 

この度、令和 3 年度（2021 年度）を初年度とし村の 10 

年後を見据えた「第６次総合計画」を策定しました。 

昭和 31 年（1956 年）に平岡村と神原村が合併して天龍

村が誕生し、今年で 65 周年目を迎えます。この長い歴史の

中に先人の皆さんのご功績とご労苦と村を愛する気持ち

が、今日の素晴らしい天龍村を築いてくれています。 

本村では、村の発足以来人口の減少が続いています。人

口減少、少子高齢化という大きな課題に直面する中、広大

で豊かな自然の恵みと、先人が紡いできた歴史文化をしっ

かりと引き継ぐとともに、地域の力を最大限に活かし、互いに笑顔とふれあいを大切に

しながら、本村で暮らすすべての人々が幸福感を抱き、住んで良かったと思えるむらづ

くりを進めなければいけません。 

また、激しく変化するこの時代において、次代を拓く知恵や技術革新等も果敢に取り

入れ、新しい持続可能なむらづくりにチャレンジしていく必要があります。 

この天龍村に暮らすすべての人々に生きがいがあり、村民であることに誇りを持ち、

「やっぱり天龍村がいいね」と思える村の姿があれば、一人ひとりの思いと実践の集積

を通じて、個から村全体、そして未来の天龍村を明るく照らし、いつまでも光輝き続け

る事ができると信じています。 

第６次総合計画では、将来像を「一隅を照らす ひと・むら・ミライ ～小さくとも、

だれもがいきいきと輝き続ける村～」として定め、本村の目指すべき将来像の実現に向

け、村民の皆様との協働によって重点的に推進する施策を「天龍輝きプロジェクト」と

して設定し、５つのプロジェクトを分野横断的に取り組むこととしました。 

今回の策定にあたり、多くの村民の皆様にアンケート調査などでご意見を頂戴し、審

議会や各部会において、熱心にご審議いただき、貴重なご意見、ご提言をいただきまし

た。ご協力いただいた村民の皆様、委員の皆様をはじめ、 関係各位に心から感謝とお礼

を申し上げますとともに、今後とも一層のご支援ご協力をいただきますようお願い申し

上げます。 
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第１章 第６次天龍村総合計画とは 
１ 計画策定の趣旨 

 本村は、平成 23 年度（2011 年度）を初年度とする第５次天龍村総合計画を策定し、めざす村の将来

像を「人と自然で協える 小国寡民のむら 天龍」と定め、令和２年度（2020 年度）を目標年次として、

村民と行政が知恵と力を出し合い、協働の心によってむらづくりを進めてきました。 

 しかしこの間、少子高齢化のさらなる進行と人口減少が続き、地域産業が低迷するなど、これからの

むらづくりに向けた課題が極めて多くなるとともに、世界的な感染症の拡大や経済・金融危機をはじめ、

地球環境問題の深刻化、情報通信技術の高度化、地方分権のさらなる進展がみられるなど、本村を取り

巻く社会環境や構造が大きく変化してきました。 

 第６次天龍村総合計画（以下、「本計画」という。）は、本村の特性や時代の潮流の変化を的確に捉え

つつ、村民の多様なニーズを把握しながら、今後の課題に積極的に対応し、めざすべき姿と進むべき道

筋を明らかにするための、総合的なむらづくりの指針として策定します。 

 策定にあたっては、村民アンケート調査や、村内全域で各種団体・機関等へのヒアリングを実施する

など、幅広く村民の意見を聞き、計画に活かすよう努めました。 

 

２ 計画の役割と構成等 

（１）計画の役割 

 本計画は、次の役割を担っています。 

○長期的な視点に立った、総合的で計画的な村政の運営指針とします。 

○村民や企業、団体等に対して、村政の基本的な考え方を提示し、協働してむらづくりを進めていく 

指針とします。 

○国、県及び南信州定住自立圏等に対しても、村政の方向性を明示し、施策の実施や主な取組を推進 

します。 

○平成 27 年（2015 年）に国連で採択された SDGs（持続可能な開発目標）の理念を踏まえ、行政、 

村民、企業、団体等が連携し、分野を横断した様々な課題解決に向けて取り組む指針とします。 
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（２）計画の構成と期間 

①基本構想 

 基本構想は、本村の課題に対応した振興発展の将来像及びこれを達成するために必要な施策の基本

的な方針を示すものです。 

 なお、基本構想は計画期間を 10 年間とし、構想期間満了時に改定を行うものとします。 

 

②基本計画 

 基本計画は、基本構想に基づき、地域の総合的かつ一体的な整備を行う施策の体系を定め、本村の将

来像を達成するために必要な事業に関する計画をもって構成します。 

 計画期間は環境の変化に的確に対応するため、前期と後期をそれぞれ５年間とし、前期の見直しを

５年が経過した時点で行います。 

 

③実施計画 

 実施計画は、基本計画に掲げる施策の実現を図るため、具体的に取り組む事務事業を明らかにする

ものです。計画期間は３年間とし、前年度までの取組を点検しながら毎年度内容の見直し・改訂を行い

ます。 

 

■計画の期間 

年度 

構成 

令和 3 

2021 

令和 4 

2022 

令和 5 

2023 

令和 6 

2024 

令和 7 

2025 

令和 8 

2026 

令和 9 

2027 

令和 10 

2028 

令和 11 

2029 

令和 12 

2030 

基本構想 
          

基本計画 
          

実施計画 

          

          

          

          

 

 

 

 

 

  

基本構想（10年） 

前期基本計画（５年） 後期基本計画（５年） 

実施計画（３年） 
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第２章 天龍村の特性 
１ 位置と地勢 

 本村は長野県の南端にあり、村の南側は愛知県と静岡県に接しています。東西 11.4 ㎞、南北 9.9 ㎞の

不整形をなし、総面積は 109.44km２で、その 93％は山岳重畳であり、起伏のはげしい林野となってい

ます。村のほぼ中央を流れる天竜川と、これに注ぐ各支流沿いの両岸と山腹の一部に、わずかに耕地が

存在する純山村となります。 

 地勢は、中央構造線の西側、中部山岳地帯の南部に位置し、本村最高峰の熊伏山（1,653.3ｍ）、観音

山（1,418.2ｍ）、地蔵峠（1,196.6ｍ）、そして遠山川、小河内川、早木戸川、虫川が深いＶ字渓谷をきざ

み、海抜 280ｍから 1,000ｍの山麓に集落が点在しています。 

 周囲を 1,000ｍ級の山脈と起伏の多い急傾斜地に囲まれているため、寒暖の差の著しい内陸性気候と

なっていますが、年平均気温 13.0℃、年間降雨量約 2,000mm と高温多湿の気候であり、県下では最も

温暖な地域になります。 

 

■広域位置図 
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２ 沿革と歴史 

 本村には縄文時代中期以降の出土品が多くみられ、この地で古くから人々の生活が営まれていたこと

を伝えています。文献では文和元年（1352 年）に武士の土着が「熊谷家伝記」に明記され、中世の出城

跡や神社も伝承されています。近世では江戸幕府の天領として、天竜川を利用しての木材の産地の役割

も担っていました。 

 旧平岡村は、江戸時代に遠州中泉の支配下にあり、明治維新前は駿府の代官飯島役所の所轄で、いわ

ゆる天領となっていました。明治４年（1871 年）の廃藩置県当時は満島村・鶯巣村・長沼松島村と呼ば

れていましたが、明治８年（1875 年）に満島村は鶯巣村と合併して平岡村となり、長沼松島村は福島

村・坂部村・向方村と合併して神原村となりました。その後、明治 11 年（1878 年）に発布された地方

三新法（郡区町村編制法、府県会規則、地方税規則）の影響によって、明治 18 年（1885 年）には平岡

村と長島村（明治 16 年（1883 年）に神原村から分離した長沼松島耕地のこと）は連合村を組織しまし

たが、明治 21 年（1888 年）の町村制の施行により、翌 22 年（1889 年）に合併して平岡村となりまし

た。 

 旧神原村も天領地で、明治４年（1871 年）の廃藩置県当時は福島村・坂部村・向方村と呼ばれていま

したが、明治８年（1875 年）に長沼松島村を加えた４か村で合併し神原村となりました。その後、明治

16 年（1883 年）に長沼松島耕地が分離独立し、村名も長島村と短縮されました。明治 18 年（1885 年）

には、神原村は旦開村・和合村・売木村と連合村を組織しましたが、明治 21 年（1888 年）の町村制の

施行により翌 22 年（1889 年）に連合村から分離し、一村独立のまま新村として発足しました。 

 昭和 27 年（1952 年）に町村合併促進法が公布され、昭和 31 年（1956 年）９月 30 日に平岡村と神

原村が合併して天龍村が誕生し、今日に至っています。 

 

 

３ 交通体系 

 本村の道路網は、村のほぼ東西を走る国道 418 号と南北を走る県道１号線（主要地方道飯田富山佐久

間線）が広域を結ぶ主な幹線道となっており、これらを基軸に点在する集落へとつながる村道網が整備

されています。 

 公共交通機関は、ＪＲ飯田線が南北を縦断し、村域と飯田市をはじめとする周辺市町村や、愛知県豊

橋市を結んでいます。この路線は、通勤・通学や高齢者の移動手段として利用されるとともに、村内に

５つもの駅があり、近年ではこのうち３駅が秘境駅としてマスコミに取り上げられるなど、鉄道ファン

等の注目を集めるようになっています。また、村内を村営バス「おきよめ号」が走るほか、村中心部か

ら飯田市南信濃方面へは路線バス（乗合タクシー）が運行しています。 

 今後は、リニア中央新幹線の開業をはじめ、三遠南信道路の整備推進などにより、中部圏のみならず、

東京、大阪圏等の都市圏や世界規模のさらなる広域交流の展開が期待されています。 
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４ 伝統と文化 

 本村には、国の重要無形民俗文化財に指定されている「天龍村の霜月神楽」のほか、国選択無形民俗

文化財である「大河内シカオイ行事」や坂部・向方・大河内地区で実施される「かけ踊り」があり、長

い歴史の中で、地域の人々によって受け継がれています。 

 また、村指定民俗文化財である平岡地区の「満島神社秋例祭」は大名行列の形態で行われる近郷随一

の盛大な祭りであり、毎年若者から高齢者まで大勢の人々が参加して継承されており、地域の誇りとな

っています。 

 このほか、数多くの県指定、村指定の有形・無形の文化財が大切に保存・継承され、個性的で多彩な

地域文化を培っています。 

 

 

５ 夢を抱き、誇りの持てるむらづくり 

 人口減少が続き、少子化が進行する本村では、子どもたちを地域の宝として、古くから村ぐるみによ

る教育・子育てに取り組んできました。天龍村の発足以降、学校教育の歩みは統廃合の歩みとも言え、

かつて旧村の各地に立地していた小中学校が、現在の小中各一校に統合される間には、寄宿舎の開設や

スクールバスの運行などにより、通学の困難さを補いながら、より充実した学びの環境づくりに取り組

んできました。現在においても、少人数だからこそ一人ひとりを大切にし、地域の大人をはじめ多様な

人々との関わりを通じて社会性を育むとともに、教科書では学べない体験学習、伝統文化の理解、海外

研修の推進などにより、村に誇りが持てる学習の充実に努めています。 

 また、「村鳥ブッポウソウの保護活動」や「天龍ピカピカ大作戦※1」、「梅花プロジェクト※2」をはじめ、

東京オリンピック・パラリンピックをめざして展開された「手づくりハンガープロジェクト※3」の実施

など、村をより良くし、活性化させようとする本村ならではの教育活動など、人、自然、文化を活かし

て郷土愛や夢を育み、世界に通用する人づくりが進められています。 

 

  

 
※1 天龍ピカピカ大作戦：天龍小学校の児童が、年 2 回村内の道路沿いを中心にゴミ拾いの清掃活動を行う取組。平成 12 年（2000

年）に「自分たちの住む村を少しでもきれいにしたい」との当時の小学生の思いから始まった。 

※2 梅花プロジェクト：毎年開催される天龍梅花駅伝にあわせ、天龍中学校生徒が、訪れる選手や応援する観客を特産品でもてなす取

組。 

※3 手づくりハンガープロジェクト：天龍中学校の生徒が天龍産ヒノキでハンガー2020 本を手づくりし、東京オリンピック・パラリ

ンピックをめざすアスリートに手渡すとともに、村を活性化させようとする取組。当時中学生の願いにより、平成 30 年（2018 年）

から始まり、多くの村民が参画し全村活動と言えるまで発展した。国内外の数多くの選手に贈ることが叶い、生徒たちの自信にもつ

ながった。 
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６ 人口と世帯、産業の状況 

（１）総人口の状況 

 本村の人口の推移を長期的にみると、明治末から大正初期にかけて旧王子製紙が遠山川流域を大規

模に伐採したことにより域内の木材活況期を迎え、当時の総人口は 4,000 人台を数えていました。人

と山の深い関わりの経済的側面を物量的に例証した一時期で、他地域から流入した山林労務者等がこ

の地域に定着し、その後、昭和 12 年（1937 年）に三信鉄道（現：ＪＲ飯田線）の開通を迎え、これに

伴う工事従事者の流入等により、昭和 10 年（1935 年）には 6,199 人となりました。 

 第二次大戦後当時は、日本最大規模の平岡ダム工事により、昭和 25 年（1950 年）には 8,337 人を

擁するに至りました。昭和 31 年（1956 年）の平岡村、神原村の合併による天龍村誕生時には、ダム

工事が終息し、工事関係者の社会的減少により 6,452 人となっています。 

 その後、昭和 30 年（1955 年）から昭和 45 年（1970 年）頃にかけた高度経済成長時代に若年層の

都市部への流出が始まり、この継続とともに少子高齢化が進行する中、深刻な過疎の状況が続いてい

ます。 

 令和元年（2019 年）には 1,176 人と、長野県下 77 市町村中 70 位の人口規模となっていますが、本

村に暮らす人々が、健やかに安心して生きがいを持ちながら暮らし続けられるとともに、地方への移

住を希望する人に選択される環境を整備しつつ、持続可能で活気と温もりのある地域を創る地方創生

時代のむらづくりを進めていくことが必要となっています。 

 

■総人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査、令和元年は長野県毎月人口異動調査結果 
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（２）年齢３区分別人口の状況 

 年齢３区分別人口の推移をみると、年少人口（０～14 歳）と生産年齢人口（15～64 歳）は一貫して

減少しており、特に年少人口は、平成 27 年（2015 年）で 79 人と 100 人を下回りました。老年人口

（65 歳以上）についても、増加傾向が継続していましたが、平成 17 年（2005 年）をピークに減少に

転じています。 

 年齢３区分別人口割合においても、年少人口割合と生産年齢人口割合は一貫して減少しています。

一方で老年人口割合は増加しており、平成 22 年（2010 年）以降は総人口の５割を超えています。 

 平成 27 年（2015 年）国勢調査の結果では、本村は、生産年齢人口割合が全国の市町村の中で最も

低く、老年人口割合が全国で２番目に高い水準となっています。 

 

■年齢３区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査、令和元年は長野県毎月人口異動調査結果 
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資料：国勢調査、令和元年は長野県毎月人口異動調査結果 
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（３）世帯の状況 

 本村の世帯数は、人口動向にあわせて継続的に減少しており、平成７年（1995 年）には 1,000 世帯

を割り、令和元年（2019 年）には 564 世帯となっています。 

 また１世帯あたりの人員数も世帯数と同様に減少しています。 

 

■世帯数と１世帯あたり人員数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査、令和元年：長野県毎月人口異動調査結果 

（４）産業の状況 

 本村の就業者人口は、生産年齢人口の減少とともに減少傾向が続いており、昭和 60 年（1985 年）
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産業の割合は増加しており、平成 22 年（2010 年）以降５割を超えています。 
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第３章 私たちを取り巻く社会潮流 
１ 社会経済情勢 

（１）人口減少、少子高齢化の進行 

 わが国の総人口は、平成 22 年（2010 年）の約１億 2,800 万人をピークに減少に転じ、以降は減少

局面に入っています。また、少子高齢化も同時に進んでおり、今後この傾向がさらに加速していくこと

が予想されています。 

 人口構造の急激な変化は、東京への一極集中を伴いながら、地方では若年層の流出や中山間地域の

社会的、経済的な維持が困難になっていることなど、深刻な問題が生じています。また、医療や介護な

どの社会保障制度をはじめ、地域コミュニティの存立といった、日本の社会全体に大きな影響を及ぼ

しており、このような人口構造に対応できる社会システムの確立が求められています。 

 

（２）地方創生による取組の推進 

 急速な人口減少、少子高齢化の進行に対し、国では平成 26 年（2014 年）に「まち・ひと・しごと創

生本部」が設置され、「まち・ひと・しごと創生法」に基づく「長期ビジョン」と「総合戦略」によっ

て、地方創生の推進に向けた取組が進められています。各自治体にも地方版の総合戦略を策定するこ

とが努力義務とされ、本村においても、平成 27 年（2015 年）に「天龍村まち・ひと・しごと創生総合

戦略」を策定し、移住・定住促進や子育て支援、産業振興といった地域の特徴を活かした取組を推進し

ています。今後とも、東京一極集中の是正、結婚や出産の支援と出生率の回復、地域の特性に応じた地

域課題の解決などを柱として、各地域で多様な取組を推進することが求められています。 
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（３）産業構造、雇用環境等の変化 

 技術革新の進展とともに産業構造が変化し、現在は「第４次産業革命」とも言われる変革の中、ＩＣ

Ｔ※4機器の爆発的な普及やＡＩ※5（人工知能）、ＩｏＴ※6（モノのインターネット）、ビッグデータ※7、

ロボットなどの社会実装が進み、革新的なデジタル製品・サービス・システムが新たな市場を開拓し続

けています。 

 こうした技術革新は、日常生活におけるスマートフォンやＳＮＳ※8の普及から、産業への活用、医

療、福祉、教育分野への導入、行政サービスなど広範囲に影響を及ぼし、社会経済システム全般を大き

く変革する可能性があります。将来的には、技術革新によってもたらされる新たな社会の姿として

「Society5.0※9」の実現が期待されています。 

 また、人口減少、少子高齢化により経済活動の担い手が不足することが予想される中、今後とも経済

活力を維持するためには、女性や高齢者、外国人等の様々な人が働きやすいよう柔軟な働き方の提供

や、多様な人々の経験や能力、意欲等を活かすことができる労働環境を整備していくことが求められ

ています。 

 

（４）老朽化する社会資本等への対策 

 道路をはじめとするインフラは、高度成長期に集中的に整備されたことから、今後の老朽化対策が

問題となっています。特に道路、下水道等公共施設の多くは自治体が管理しているため、適切な更新等

を行い、機能維持、長寿命化を図っていく必要があります。 

 このほか、人口減少や少子高齢化の進行等により、適切に管理されていない空家等が増加していま

す。空家の増加は防災や防犯、景観等の地域環境に影響を及ぼすことから、計画的な対策が求められて

います。 

 

  

 
※4 ＩＣＴ：Information and Communication Technology の略。情報・通信に関する技術の総称。 

※5 ＡＩ：Artificial Intelligence の略。人間が持っている、認識や推論等の能力をコンピュータでも可能にするための技術の総称。 

※6 ＩｏＴ：Internet of Things の略。様々な物がインターネットにつながることを指し、これまでのパソコンやスマートフォンのみな

らず、産業用機器から自動車、家電製品まで、さまざまな「モノ」をつなげる技術のこと。 

※7 ビッグデータ：ソーシャルメディア内のテキストデータ、携帯電話・スマートフォンに組み込まれた GPS（全地球測位システム）

から発生する位置情報など、ボリュームが膨大であると共に、構造が複雑化することで、従来の技術では管理や処理が困難なデータ

群。 

※8 ＳＮＳ：Social Networking Service（Site）の略。インターネット上で友人を紹介しあって、個人間の交流を支援するサービス。 

※9 Society5.0：狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く、新たな社会を指すもので、IoT、ロボット、人工知能（AI)、ビッグ

データといった先端技術をあらゆる産業や社会生活に取り入れ、経済発展と社会的課題の解決を両立していく社会のこと。 
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（５）安全・安心への意識の高まり 

 わが国では、平成７年（1995 年）の阪神・淡路大震災、平成 23 年（2011 年）の東日本大震災、平

成 28 年（2016 年）の熊本地震等の地震、津波等により甚大な被害を受けてきました。また、令和元

年（2019 年）10 月に発生した台風 19 号により、長野県内では千曲川の氾濫や土砂災害等が発生し、

尊い生命や家屋等の貴重な財産が失われました。今後も大規模地震や風水害等の自然災害の発生が予

測される中、様々な災害に備えるとともに、減災の視点も持った災害対策が必要となっています。 

 さらに、令和２年（2020 年）4 月に国から緊急事態宣言が発せられた新型コロナウイルス感染症は、

国内外の人々への健康や、経済・社会に甚大な影響をもたらしました。これを受け、国民一人ひとりが

日常生活の様々な場面や働き方において、「新しい生活様式※10」を取り入れることを余儀なくされるよ

うになりました。このような新たな感染症の流行やテロの発生なども脅威となっているほか、日常の

生活を脅かすものとして、子どもや高齢者を狙った犯罪、ストーカー、悪質な運転による交通事故等が

大きな社会問題となっており、安全・安心への意識が高まっています。 

 

（６）地球環境問題の深刻化 

 今日、世界を取り巻く環境問題は多様化しています。大気汚染、河川などの水質汚濁、事業活動に伴

う騒音、振動、悪臭問題にとどまらず、地球温暖化、化石エネルギー資源の枯渇、PM2.5 による越境

大気汚染、プラスチックごみによる海洋汚染、自然環境の喪失による野生生物種の減少など、地球規模

で対応すべき複雑な問題になっています。 

 わが国においても、再生可能エネルギーの活用や省エネルギーの推進など、循環型社会の実現へ向

けた取組が求められており、持続可能で環境負荷の少ない、人と自然とが共生できる社会の構築が国

レベルで必要となっています。 

 

（７）ＳＤＧｓ等持続可能な社会をめざす機運の高まり 

 国を越えて人や経済の活動が活発になっており、今後は外国人労働者や外国人旅行客が増加するこ

とが見込まれます。国際社会において、より一層競争力を高めていくとともに、連携・協調によって世

界が抱える様々な課題解決に取り組んでいくことが重要です。 

 また、国連が定めた「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」は、持続可能な世界を実現するための 17 の

ゴール・169 のターゲットから構成される令和 12 年（2030 年）までの国際目標です。ＳＤＧｓは発

展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものとして積極的に推進してい

くべきものとなっており、自治体においてもこのような世界基準の取組を加速させていく必要があり

ます。 

 

  

 
※10 新しい生活様式：長期間にわたって感染拡大を防ぐため、飛沫感染や接触感染、さらには近距離での会話への対策を、これまで以

上に日常生活に定着させていく生活様式のこと。 
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２ 広域における主要なプロジェクト 

（１）リニア中央新幹線の整備 

 リニア中央新幹線は、東京から大阪に至る新幹線の整備計画路線として、平成 26 年（2014 年）に

着工され、ＪＲ東海による当初想定では、令和 27 年（2045 年）の全線開業、東京・名古屋間につい

ては令和９年（2027 年）の先行開業が予定されています。 

 計画ルートでは、リニア中間駅として長野県駅が飯田市に設置される予定であり、これにより、飯田

市をはじめ本村を含む飯伊地域においては、時間距離の劇的な短縮がもたらされ、首都圏・中京圏、さ

らなる将来においては関西圏との結びつきがこれまで以上に強くなり、リニアを活かして大都市圏及

び世界とつながる地域となります。 

 長野県では、こうしたリニアの開業を見据え、そのメリットを最大限に活かして県全体の将来の発

展につなげていくため、リニアを活用した地域づくりの指針となる「長野県リニア活用基本構想」を策

定し、基盤整備のあり方や県全体の活性化策の方向性を示しています。 

 

（２）三遠南信自動車道の整備 

 三遠南信自動車道は、飯田市（中央道 飯田山本ＩＣ）を起点とし愛知県東部を経由し静岡県浜松市

（新東名浜松いなさＪＣＴ）に至る延長約 100km（うち県内約 50km）の高規格幹線道路で、一般国

道自動車専用道路（国道 474 号）として整備が進められています。 

 中央道、新東名高速を相互に連絡する高規格幹線道路網を形成し、南信州と東三河・遠州地域の結び

つきをさらに深め、地域が取り組む航空宇宙産業をはじめとする産業振興、観光振興や災害時の代替

性確保などの効果が期待されています。 
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３ 国・県等の動向 

 本村を取り巻く地域づくりの方向性については、国の第二次国土形成計画（全国計画・中部圏広域地

方計画）、長野県の総合５か年計画に位置づけられるとともに、南信州広域連合第４次広域計画により、

近隣市町村との広域的な連携に取り組んでいます。 

 

（１）国・県の計画 

 第二次国土形成計画 

（全国計画） 

第二次国土形成計画 

（中部圏広域地方計画） 

策定時期 平成 27 年（2015 年）８月 平成 28 年（2016 年）３月 

計画期間 平成 27 年（2015 年）から概ね 10 年間 平成 28 年（2016 年）から概ね 10 年間 

目標とすべき 

将来像 

①安全で、豊かさを実感することのできる国 

②経済成長を続ける活力ある国 

③国際社会の中で存在感を発揮する国 

「暮らしやすさと歴史文化に彩られた“世界

ものづくり対流拠点－中部”」 

①世界最強・最先端のものづくり産業・技

術のグローバルハブ 

②リニア効果を最大化し都市と地方の対流

促進、ひとり一人が輝く中部 

③南海トラフ地震などの災害に強くしなや

か、環境と共生した国土 

基本構想・ 

基本方針 

【国土の基本構想】 

○「対流促進型国土」の形成：「対流」こそ

が日本の活力の源泉 

・「対流」とは、多様な個性を持つ様々な地

域が相互に連携して生じる地域間のヒト、

モノ、カネ、情報の双方向の活発な動き 

・「対流」は、それ自体が地域に活力をもた

らすとともに、イノベーションを創出 

・地域の多様な個性が対流の原動力であり、

個性を磨くことが重要 

○「対流促進型国土」を形成するための国土

構造、地域構造として、重層的かつ強靱な

「コンパクト＋ネットワーク」を形成 

・「コンパクト」にまとまり、「ネットワーク」

でつながる 

・医療、福祉、商業等の機能をコンパクトに

集約 

・交通、情報通信、エネルギーの充実したネ

ットワークを形成 

・人口減少社会における適応策・緩和策を同

時に推進 

【将来像実現に向けた基本方針】 

<方針１> 

世界最強・最先端のものづくりの進化 

<方針２> 

スーパー・メガリージョンのセンター、我

が国の成長を牽引 

<方針３> 

地域の個性と対流による地方創生 

<方針４> 

安全・安心で環境と共生した中部圏形成 

<方針５> 

人材育成と共助社会の形成 
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 しあわせ信州創造プラン 2.0 

長野県総合５か年計画 

策定時期 平成 30 年（2018 年）３月 

計画期間 平成 30 年（2018 年）から令和４年（2022 年） 

基本目標 
確かな暮らしが営まれる美しい信州 

～ 学びと自治の力で拓く新時代 ～ 

政策推進の 

基本方針 

【政策推進の基本方針】 

○学びの県づくり 

○産業の生産性が高い県づくり 

○人をひきつける快適な県づくり 

○いのちを守り育む県づくり 

○誰にでも居場所と出番がある県づくり 

○自治の力みなぎる県づくり 

 

【南信州地域のめざす姿】 

「伝統と最先端が響き合う「リニア新時代」のフロンティア～南信州～」 

１ 地域の潜在力を活かした産業が躍進する南信州 

２ 豊かな自然・文化と共生し、人と地域が輝く南信州 

３ 安全・安心な暮らしが実現できる南信州 

 

（２）広域圏の計画 

 南信州広域連合「基本構想・基本計画」 

第４次広域計画 

策定時期 平成 27 年（2015 年）３月 

計画期間 平成 27 年（2015 年）から令和６年（2024 年） 

構想の概要 

「大きな方向性」＝「地域づくりを進める上での重要な柱」⇒「定住促進」 

地域全体に共通するキーワード⇒「ナチュラル＆エコロジー」 

５つの地域づくりに共通するキーワード⇒「観光」「教育」「コミュニティ」「安心安全」 

政策推進の 

基本方針 

【５つの地域づくり】 

○多地域居住の推進による地域づくり 

○芸術・文化、教育を活かした地域づくり 

○スポーツと保健・健康の促進に着目した地域づくり 

○新たな産業の振興や誘致による地域づくり 

○新たな機能の創出による地域づくり 
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第４章 村民の声 
１ むらづくりアンケートにみる村民意向 

 本計画を策定するにあたり、村民及び村にゆかりのある方のむらづくりに関する意向を把握し、計画

に反映するため、満 13 歳以上の村民 1,100 人、天龍村にゆかりのある方 214 人にアンケート調査を実

施しました。 

（令和元年（2019 年）12 月実施、回収率-村民アンケート：63.0％、村外アンケート：50.0％） 

 

（１）村への誇りや愛着について 

 

 

 

“天龍村に誇りや愛着を感じるか”については、『感じている』が 57.8％、『感じていない』が 10.1％と

なっています。 

年齢別にみると、40 歳代を除くすべての年代において『感じている』が５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.3 

27.3 

31.0 

15.6 

16.7 

19.7 

14.8 

18.0 

22.7

38.5 

40.9 

34.5 

50.0 

16.7 

44.3 

38.3 

38.8 

40.2

29.0 

27.3 

24.1 

25.0 

50.0 

24.6 

31.3 

30.1 

26.8

4.3 

0.0 

3.4 

3.1 

2.8 

4.9 

7.0 

4.9 

2.6

5.8 

4.5 

6.9 

6.3 

13.9 

4.9 

7.0 

5.5 

3.6

3.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

1.6 

2.7 

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=693)

【年齢別】

10歳代（Ｎ=22)

20歳代（Ｎ=29)

30歳代（Ｎ=32)

40歳代（Ｎ=36)

50歳代（Ｎ=61)

60歳代（Ｎ=128)

70歳代（Ｎ=183)

80歳以上（Ｎ=194)

とても感じている どちらかといえば感じている どちらともいえない

どちらかといえば感じていない 感じていない 不明・無回答

■村への誇りや愛着 

『感じている』57.8％＞『感じていない』10.1％ 

 

 

誇りや愛着を『感じている』 『感じていない』 
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（２）定住意向について 

 

 

 

“今後も天龍村に住み続けたいと思うか”については、『住み続けたい』が 67.2％、『引っ越したい』が

8.3％となっています。 

年齢別にみると、10 歳代で『引っ越したい』が 22.7％、80 歳以上で『住み続けたい』が 80.9％と、

他の年代に比べ高くなっています。 
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27.8 

41.0 

46.1 
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22.2 
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31.0 

37.5 

19.4 

27.9 

18.0 

20.2 

23.7 

20.8 

63.6 

34.5 

31.3 

33.3 

23.0 

25.0 

15.8 

10.8 

7.1 

18.2 

10.3 

6.3 

13.9 

4.9 

6.3 

9.3 

3.6 

1.2 

4.5 

0.0 

3.1 

5.6 

1.6 

0.8 

0.5 

0.5 

3.8 

0.0 

0.0 

3.1 

0.0 

1.6 

3.9 

3.3 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=693)

【年齢別】

10歳代（Ｎ=22)

20歳代（Ｎ=29)

30歳代（Ｎ=32)

40歳代（Ｎ=36)

50歳代（Ｎ=61)

60歳代（Ｎ=128)

70歳代（Ｎ=183)

80歳以上（Ｎ=194)

ずっと住み続けたい 当分は住んでいたい どちらともいえない

できれば引っ越したい すぐにでも引っ越したい 不明・無回答

■定住意向 

『住み続けたい』67.2％＞『引っ越したい』8.3％ 

 

 

『住み続けたい』 『引っ越したい』 
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（３）施策の満足度と重要度について 

 施策の満足度と重要度を散布図に反映して分析すると、大きく４つの領域に分割することができま

す。このうち、特に優先度が高いと考えられる項目群は『領域１』となり、満足度が低く、重要度が高

いため、早期の改革・改善が必要な項目といえ、「道路」｢公共交通｣「商業」「行財政運営」「行政サー

ビス」があがっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重要度と満足度の関係】 

<領域１> 早期改善項目 
（重要度は高いが、満足度は低い） 

⇒現在の施策や事務事業を優先して改革・改善すべ

き施策の分野 

<領域２> 随時改善項目 
（重要度が高く、満足度も高い） 

⇒今後も継続して事業に取り組めるよう、事
業費が過大となっていないか点検するとと
もに、さらなる事業の効率化を検討する施
策の分野 

<領域３> 長期対応項目 
（重要度が低く、満足度も低い） 

⇒施策の重要性に対する認知を高めるととも
に、取組みの方向の改善を検討する施策の
分野 

<領域４> 現状維持項目 
（重要度は低く、満足度が高い） 

⇒今後も着実に事業の推進を図るとともに、
施策の重要性についての認知を高める施策
の分野 

※回答結果を、重要度については「とても重要」を４点、「まあ重要」を３点、「あまり重要でない」を２点、「重要でない」を１点、

満足度については「とても満足」を５点、「まあ満足」を４点、「普通・どちらともいえない」を３点、「やや不満」を２点、「とて

も不満」を１点としてそれぞれ点数化し、その数値に回答者数を乗じて施策ごとの平均点を算出しています。  

健康づくり

医療体制

地域福祉

子育て支援

介護・高齢者福祉

障がい者福祉

集落維持
移住・定住

道路

公共交通

情報基盤

商業

工業

農業
林業

観光

環境保全

環境・エコ活動

景観

住環境

上水道

下水道

防災対策

消防・救急体制
防犯体制

交通安全

生涯学習

スポーツ活動

青少年の健全育成

幼児教育・学校教育

文化・芸術の振興

行財政運営

行政サービス

広域行政

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

1.4 1.8 2.2 2.6 3.0 3.4 3.8

満足度

重要度

満足度平均 2.40

重要度平均 2.46

領域３【長期対応項目】 領域４【現状維持項目】

領域２【随時改善項目】領域１【早期改善項目】
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（４）特に力を入れるべきむらづくりの方向性について 

 “天龍村が進む方向性として、特に力を入れた方がいいと思うもの”について尋ねたところ、村民アン

ケートの結果では、「産業に力を入れて、働ける場をたくさんつくる」が 42.9％と最も高く、次いで「高

齢者福祉を充実させ、老後の不安を軽減する」が 41.4％、「安心して子どもを生み育てられる環境にす

る」が 26.3％となっています。 

 村外アンケートの結果では、「産業に力を入れて、働ける場をたくさんつくる」が 29.9％と最も高く、

次いで「住環境を整備して、暮らしやすくする」が 18.7％と続いています。 

※村外アンケートでは、２、３、５、８番の選択肢を設定していませんでした。 

 

■むらづくりの方向性について、力を入れるべきもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.9 

41.4 

26.3 

20.8 

19.2 

17.2 

16.6 

15.2 

6.9 

4.8 

2.6 

6.6 

9.2 

29.9 

18.7 

10.3 

8.4 

2.8 

1.9 

7.5 

1.9 

18.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.産業に力を入れて、働ける場をたくさんつくる

2.高齢者福祉を充実させ、老後の不安を軽減す

る

3.安心して子どもを生み育てられる環境にする

4.住環境を整備して、暮らしやすくする

5.保健医療を充実させたうえで、

健康づくりを積極的に進める

6.自然環境を残していく

7.商店や飲食店をたくさんつくって、便利にする

8.防災対策に力を入れ、様々な災害に

対応できるようにする

9.教育や文化活動に力を入れて、生活の質を高

める

10.今のまま、変わらないでほしい

11.その他

12.特にない

不明・無回答
村民（Ｎ=693)

村外（Ｎ=107)
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２ 団体等ヒアリングの内容 

（１）ヒアリングの実施概要 

 これからのむらづくりにあたっては、少子高齢化による人材の減少や、村民ニーズの多様化などに

より、協働による取組の必要性はさらに広がり、重要度が増しています。 

 そこで、むらづくりの担い手である様々な村民や団体に対し、それぞれの活動や生活における問題

点・課題、その克服に向けた提言、行政との役割分担やむらづくりへの考え方等をお聞きし、総合計画

に反映させるため、多くの人々に参加して頂く形での意見聴取を行いました。 

 

■調査概要 

調査実施時期 令和元年（2019 年）12 月～令和２年（2020 年）２月 

実施方法 

 むらづくりに関わる団体・機関等をできる限り抽出し、質問事項を記した

シートに郵送形式で回答を頂きました。 

 その後、主な団体等に対し、直接面談方式での意見聴取を行いました。 

参加団体・機関数等 
 参加は、以下の表に記す 38 の団体・機関、個人等の協力を得て、延べ 100

人を超える村民の“生の声”を頂きました。 

 

■プロジェクト参加団体名 

団体名  団体名 

1 ＪＡみなみ信州 女性部 天龍支部  21 ツメモガキ 

2 天龍学校ＰＴＡ  22 ていざなす生産者組合 

3 ＳＫＫ  23 天龍朝市の会 

4 あつまらまい会 原ミニディ  24 天龍小学校 

5 あつまらまい会 松島お茶飲み会  25 天龍村社協指定居宅介護支援事業所 介護支援専門員 

6 あつまらまい会 中井侍お茶飲み会  26 天龍村消防団 

7 あつまらまい会 南下あつまらまい会  27 天龍村農業委員会 

8 あつまらまい会 福祉センターお茶飲み会  28 天龍村保健師 

9 あつまらまい会 南上あつまらまい会  29 天龍村老人クラブ連合会 

10 教育委員①  30 天龍村若手職員検討会 

11 教育委員②  31 天龍村和牛生産者組合 

12 教育委員③／天龍村観光協会  32 (有)天龍農林業公社 

13 公民館／文化財調査委員  33 ドラゴンフレンズ 

14 社会福祉協議会  34 ハンガープロジェクト運営委員会／社会教育委員会 

15 集落支援員①  35 文化財調査委員① 

16 集落支援員②  36 文化財調査委員② 

17 商工会／建設業者協力会  37 向方地区 

18 地域おこし協力隊①  38 向方里山整備利用促進協議会 

19 地域おこし協力隊②    

20 地域おこし協力隊③    
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（２）ヒアリングによる村民意見のまとめ 

① 天龍村の良いところ（魅力、特徴など）について 

●天龍村の良いところ（魅力、特徴など）について尋ねたところ、村の起伏に富んだ特色のある地形

や四季折々の自然、ＪＲ飯田線が織り成す風景は、村民自慢の村の魅力となっています。 

●人柄を魅力としてあげる人も多く、村民は情が厚くて郷土愛が厚く、親しみやすい人柄だと考えら

れています。 

●お茶をはじめとする食文化や歴史ある伝統文化が誇りとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

JR 飯田線の秘

境 駅 や 廃 線 線

路、鉄橋と、鉄

道マニアにはた

まらない場所 

JR 飯田線の駅が５

つもあり、その中の

１駅には宿泊施設

と泉質が素晴らし

い温泉施設がある 

夜行列

車の灯 

ＪＲ飯田線 

平 岡 ダ ム の 放

流、湖岸道路の

夜半・早朝の風

景、湖周辺の紅

葉が素晴らしい 

ブッポウソウ

の飛来を保護

している 

春は桜や茶摘み、

夏は川遊びやキャ

ンプ、秋は紅葉と、

自然が目で肌で感

じられる 

村 内 に 標 高 差

があり、写真映

えする風景、地

形 が た く さ ん

ある 

自然環境や地形 

村がまとまりや

すくて新規に入

ってきやすい 

孤立感があっ

て隠れ里的な

感じがする 

村の雰囲気 

生 き る 力

が強く、元

気 な 高 齢

者が多い 

人 間 関 係 も

穏 や か で 温

かく、すぐ親

しくなれる 

村中の人々はほぼ

知り合いで、困っ

ている人がいると

ほっておけない情

の厚いところ 

人柄 

郷土愛が強く、

伝統のお祭り

を守ろうとす

る若者が多い 

子どもの

意思を尊

重する 

急 傾 斜 地 で

栽 培 さ れ る

お茶は、天下

一品である 

なんでも館所蔵の

絵画 

熊谷家伝記 など 

村の自慢 

各家庭の食

文化のレベ

ルが高い 
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② 天龍村の物足りないところ（課題、問題点など）について 

●天龍村の物足りないところ（課題、問題点など）については、特に若者にとって、安定した収入を

得られる働く場が十分でないことなどがあげられ、移住者の定着率もあがっていないことが課題と

されています。 

●買い物や医療面、道路交通網などにおいて、日常生活の利便性向上が求められています。 

●ダムや特産品、食など様々な資源を活用し、観光に活かしていくことが必要です。 

●一人ひとりの地域に対する思いは様々であり、むらづくりに向けて村民同士の意思疎通や、支え合

いの取組をより充実させていくことが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単発の頑張りで

終わり、村中で

盛り上げていけ

ないところ 

若者がどう考え

ているのかわか

らないこと 社会貢献に対す

る意識や地元を

守りたいという

思いの個人差が

大きい 

議論・討論

する機会が

少ない 

村民の考え 

Ｉターンの

若い人の定

住率が低い 

移住者も組織に

進んで入り、組

の一員として活

動してほしい 

定住移住 

日常生活に必

要な商店、コン

ビニ、病院がな

い。物が少ない 

道路状況や交通ア

クセス、物流や生

活物資の入手手段

等、生活に直結し

た面の利便性に欠

ける 

日常生活の利便性 

若者の働く

場所がない 

村を支える産業

基盤が弱く、安

定した勤め先や

収入が得にくい 

働く場 

ダ ム 建 設 の 歴

史 や 現 地 の 案

内 が で き る 語

り 部 が い て も

よいと思う 

お土産のお菓子

やオシャレな物

がない。おいしい

料理を食べられ

るところがない 

ダム上の通路を、

観光客が徒歩で

一周できるよう

にしてほしい 

2027 年 の リ

ニア開通後の

恩恵はあるの

か？ 

観光 

郷土料理をつく

れる人が少なく

なっている 
荒廃した土

地が多い 

村内に外来

植物が増え

てきた 

工場などを誘

致できるよう

な平地がない 

空家が 

多い 

村内の様々な状況 

民間の団体がほ

とんどなく、何

でも役場に頼り

過ぎている 

少子高齢化で

自助・共助にも

限界を感じる 

地域の支え合い 
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③ 新たにチャレンジしたいむらづくりの活動 

●新たにチャレンジしたいむらづくり活動について尋ねたところ、農業をはじめ、商業、観光など、

本村の地域資源を活用しながら、産業を活性化させたいという活動への思いが数多くあげられてい

ます。 

●ＵＩターンや田舎暮らしにあこがれを持つ人など、様々な人に天龍村へ移住定住してもらうための

活動が考えられています。 

●村民同士の交流や、買い物、教育、防災、伝統文化の継承等、村民みんながより良く暮らしやすい

環境を築いていくための活動があげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中井侍銘

茶を継承

したい 

有機農業の新規

就 農 を 推 進 す

る”有機農業の

村”として活性

化させたい 

自家用野菜栽

培の拡大によ

り、農地遊休化

を防止したい 

花木やクルミの

栽培など、現金

化できるものの

栽培拡大に取り

組みたい 

里山整備

を継続し

たい 

農業振興 

ビューポイン

ト等の案内人

（ガイド）を

養成したい 

村 内 の た く さ ん

の ビ ュ ー ポ イ ン

トを整備・拡充し

て、観光客の誘致

につなげたい 

観光振興 

特 産 品 を 開

発し、商店街

を 活 性 化 さ

せたい 村が一丸とな

って合同会社

の販路を広げ

たい 

商業振興 

役場の若手職員に

よるお茶摘み体験

で一時的な労働力

不足の緩和、技術

力の確保をしたい 

雇用を生み出

せる商業施設

や企業を誘致

したい 

働く場の創出 

子どもが天龍

村の自然で遊

べる機会を増

やしたい 
いざという時の

火の確保や飯盒

炊飯などを学ぶ

防災キャンプを

開きたい 

社会教育活動と

してのボランテ

ィア活動をやっ

ていきたい 

昔の実用品等生

活風景の写真等

を展示するなん

でも館をつくり

たい 

様々なチャレンジ 買い物弱

者対策を

したい 

迎え盆でか

け踊りを再

開したい 

お年寄りも子ど

もと一緒になっ

て楽しめるよう

なイベントをし

たい 

分け隔てなく、

地域住民同士が

交流できる場を

設けたい 

多世代間交流 

田舎暮らしに憧れを

持つ方が気軽に体験

できるコンテンツを

提供し、天龍村に注

目してもらいたい 

ＵＩターン

で同年代を

増やしたい 

結婚して村

に定住して

もらいたい 

移住定住促進 
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④ 天龍がどのような村になれば良いと思うか 

●天龍がどのような村になれば良いと思うかについては、本村ならではの豊かさを活かし、村民が健

康でいきいきと、しあわせを感じられる村、そして村外の人が住んでみたくなるような村が望まれ

ています。 

●子育てや教育、医療・福祉が充実した安心の村も望まれています。 

●村民が自立して主体的に動き、力強く持続可能なむらづくりを望む声も多くあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子育てを支

援して優し

い”むら” 

少 人 数 で も

充 実 し た 教

育 が 受 け ら

れる”むら” 

子育て・教育が充実した村 

小規模でも活発で

円滑に機能し、力

強く歩み続ける持

続可能な”むら” 
エネルギーや食

糧などを他地域

に依存しなくて

もいい”むら” 

住 民 が 主 体

的、能動的に

動く”むら” 人も文化もみ

すみす朽ちさ

せない”むら” 

自主・自立の村 

医療、社会保障

など充実して安

心 し て 暮 ら せ

る”むら” 
天 下 に 誇

れ る 福 祉

の”むら” 

支え合い助け合う 

福祉の村 

災害が起きた時

に、自分で自分

の命を守れる”

むら” 

健康で長生き、

いきいき暮ら

せる”むら” 

少子高齢化社

会に対応でき

る”むら” 

村 民 が い き

い き と 楽 し

く 暮 ら し て

いる”むら” 

人と人とのつな

がりがあり、安

心 し て 暮 ら せ

る”むら” 

住んでいる

人が幸せを

感じられる 

”むら” 

老いや死を自然

なものと捉え、一

人ひとりが満た

されていると感

じられる”むら” 

村民が安心していきいきと 

しあわせに暮らせる村 

古き良き農

村風景が残

る”むら” 

都会の人が来

たくなるよう

な”むら” ごみゼロ

の”むら” 

寂 し さ を

感じない 

”むら” 

住 み や す

い豊かな 

”むら” 

住みやすく、美しい 

豊かな村 
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第５章 むらづくりの課題と将来展望 
１ 課題の整理 

～人口減少、少子高齢化に対応した持続可能なむらづくり～ 

 本村の人口は、若者の村外への流出に加え、少子化の影響により減少が続いています。平成 27 年（2015

年）の国勢調査では、15～64 歳の生産年齢人口割合が 35.2％と全国の市町村の中で最も低くなるとと

もに、65 歳以上の老年人口割合は 59.0％と全国で２番目の高さになるという、全国屈指の少子高齢化

が進む自治体となりました。 

 人口減少、少子高齢化は、地域経済が衰退するだけでなく、担い手や後継者不足を招き、集落では様々

な基盤の維持が困難となっています。こうした中、ＵＩＪターンによる移住・定住の拡大や、豊かな森

林資源を活用した交流人口の増加等による地域活性化を図るとともに、元気な高齢者が健康であり続け、

このことこそが人口減少の抑制につながり、介護、医療等の社会的負担の軽減と、安全・安心で持続可

能な集落機能を維持していけるよう、「攻め」と「守り」の両面からむらづくりに取り組んでいく必要が

あります。 

 

（１）地域の絆で支え合う人材育成と福祉のむらづくり 

 安心して子どもを生み育てられ、高齢になってもいきいきと社会参加をしながら地域で暮らしてい

くことができる村にするため、保健・医療・福祉サービスの充実を図り、安心と生きがいのネットワー

クを築く必要があります。 

 また、未来を担う子どもたちを健やかに、村への誇りを持って育んでいけるよう、豊かな自然や伝統

文化を活かしながら、のびのびと成長できる教育環境を、家庭・地域・学校が連携して築いていく必要

があります。 

 こうした安らぎのある環境づくりや子育て・成長への支援は、福祉サービスや教育だけではなく、互

いに参加し支え合う中で安心の基盤が築かれるという視点から、住民・企業・団体・行政の協働によ

る、地域の絆によって取り組んでいく必要があります。 

 

（２）地域の特性を活かした産業で活性化を図るむらづくり 

 本村は、古くから林業、農業が盛んな地域であり、また近年は、特産品であるていざなす、茶、ゆず

等を活用した付加価値の高い商品開発が進められるなど、ブランド化が図られています。こうした特

徴を活かしながら、地域産業の活力をより高めていくためには、農林業・商業・工業・観光等の各産業

間の連携を図るとともに、コミュニティビジネス※11など、新規事業者の育成が求められます。あわせ

て、家族が暮らしていける基盤となる雇用の場の確保を図ることも、村の存続には欠かせない課題と

なっています。 

 また本村は、豊かな自然や温泉施設、伝統ある歴史文化遺産をはじめとする様々な観光資源を有し

ており、これらを積極的に活かしていくため、こうした観光拠点の充実やＰＲ等を積極的に進めると

ともに、観光ネットワークを形成していくことが必要となっています。 

 
※11 コミュニティビジネス：住民が主体となって、地域が抱える課題をビジネスの手法により解決する事業の総称。 
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（３）安全で安心して住み続けられるむらづくり 

 本村は、緑豊かな自然の中に美しい集落が点在し、安らぎのある居住環境が保たれています。このよ

うな恵まれた自然環境を、保全・活用することにより、自然と共生する暮らしを進め、次代に引き継い

でいく必要があります。 

 一方で、村民が安心して住み続けられるようにするには、生活に必要なサービスができるだけ身近

に提供されるなど、そこに住み続けたいと思える生活・定住の環境づくりが大切です。このため、低下

するコミュニティ機能の再構築を図るとともに、医療・福祉をはじめ、買い物や教育環境、地域交通の

確保、災害等の対応といった、様々な分野におけるサービス機能の確保に向けた取組を、ＩＣＴの積極

的な活用なども図りつつ推進する必要があります。 

 また、本村の公共施設のうち、昭和 62 年（1987 年）以前に建設され、既に 30 年以上経過している

施設は、延床面積ベースで６割を超えており、今後 10 年間に更新時期が集中することが予測されてい

るため、施設の長寿命化や大規模改修にあたっては、持続可能で最適な規模を検討していく必要があ

ります。さらに、道路や橋りょう、上下水道といったインフラ施設についても、予防保全的な管理を行

い、長寿命化を図りつつ継続的に利用していくことが重要です。 

 

（４）住民と行政の協働による戦略的なむらづくり 

 令和９年（2027 年）をめざしたリニア新幹線の運行開始や、整備が進む三遠南信自動車道により、

本村を含む南信州地域には大きな影響がもたらされることが予測されています。このような大型プロ

ジェクトを機に、交流人口の拡大をはじめとするプラス面に期待が集まる一方で、外部資本による地

域の様々な分野への浸食や人口の流出といったマイナス面も懸念されており、本村の中長期的な将来

を見据えためざすべき姿を描いていくことが必要です。あわせて、地方創生の時代において、自律的に

活性化を図る戦略的な取組も求められます。 

 今後さらに人口減少、少子高齢化が進展する中、税収の減少をはじめ、公共施設の老朽化、労働力不

足など、財政面や人材面での制約がより一層強まっていくことが想定されており、村民と行政が共に

考え共に取り組む村民と行政との協働によるむらづくりがこれまで以上に必要となります。 

 また、持続可能な未来の地域づくりに向けては、近隣市町村との連携による広域観光の推進、広域医

療の確保、広域交通の充実などが喫緊の課題となります。 
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２ 天龍村の特徴と課題を踏まえた将来展望に向けて 

 本村を取り巻く社会情勢や村民の視点、むらづくりの現状・課題を踏まえ、天龍村の将来展望を以下

のように捉え、選択と集中による戦略的・効果的なむらづくりを展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●豊かな自然、安らぎのある居住環境 

●村民の人柄の良さ、村への愛着度が高い 

●一人ひとりを大切にする村ぐるみの教育環境 

●ていざなす、茶、ゆず等豊富な特産物 

●森林資源の活用など特色ある産業の発展 

●貴重な歴史文化遺産が存在 

●温泉、キャンプ場等、観光資源が豊富 

●村を活性化する地域おこし活動 等 

●リニア中央新幹線の開業等、広域交通網
の充実による都市部との時間距離の短縮 

●グローバル化による地球規模での人、モ
ノ、情報の動きの活発化 

●ＡＩ、ＩｏＴ等情報化・技術革新の進展 

●地方分権、地方創生の推進 

●女性、高齢者の活躍 

●協働意識の高まり 等 

●子育て支援や移住・定住促進等による人口減
少対策の推進 

●農林業、商工業の活性化、雇用の場の創出 

●村民が移動しやすい交通手段の確保 

●安全・安心への対応 

●公共施設の維持管理の推進 

●村民・行政が一体となったむらづくり 等 

●人口減少、少子高齢化 

●税収の伸び悩み、社会保障費の増加 

●技術革新による産業構造の変化 

●気候変動による災害、環境への影響 

●ＳＤＧｓの推進 

●自治体間の競争激化 等 

 

強み： 
天龍村の強みは何か？ 

課題： 
解決すべきことは何か？ 

機会： 
チャンスとなる時流は何か？ 

社会的背景： 
踏まえるべき社会潮流 

強みや機会（チャンス）を活かし、村の魅力・価値を高め、持続的発展につなげます 

■結婚・出産・子育て支援施策の充実や移住・定住対策の推進 

■天龍村ならではの貴重な地域資源を積極的に活用し、魅力・価値の発信と、村のにぎわいや新たな
活力の創出 

■天龍村の未来を拓く、心豊かでたくましい人づくりの推進 

 

課題や社会的背景に対応し、だれもがしあわせを実感できるむらをめざします 

■顔のみえる関係を活かした、助け合い・支え合いのある、いつまでも安心して暮らせるむらづくり 

■住みたい・住み続けたいと思える生活・定住の環境づくり 

■村民、行政の連携による、協働のむらづくりに向けた体制の構築 

■信頼され、行政課題に的確に対応し、効率的で効果的な行政運営システムの構築 

選択と集中による、戦略的・効果的な 

総合計画の展開へ 
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第２部 

基本構想 
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第１章 むらづくりの構想 
１ 基本理念 

 人口減少、少子高齢化という大きな課題に直面する中、広大で豊かな自然の恵みと、先人が紡いでき

た歴史文化をしっかりと引き継ぐとともに、地域の力を最大限に活かし、互いに笑顔とふれあいを大切

にしながら、本村で共に暮らすすべての人々が幸福感を抱き、住んで良かったと思えるむらづくりを進

めていく必要があります。 

 また、激しく変化するこの時代において、本村の豊富で多彩なオンリーワンともいえる優れた地域資

源を改めて見つめなおし、それらを積極的に活用するとともに、次代を拓く知恵や技術革新等も果敢に

取り入れ、新しい持続可能なふるさとの創生にチャレンジしていく必要があります。そして、子どもか

ら高齢者までだれもが生きがいに満ち、将来にわたって夢を抱き続けられるむらづくりを進めます。 

 

 このような本村の原点に立ち返りながらも、時流に応じ新しい変化を積み重ねつつ発展していく不易

流行の精神をむらづくりに込めて、本計画の基本理念を以下のように設定します。 

 

 

 

すべての村民が住んで良かったと思えるむらづくり 
 

将来にわたって夢を抱けるむらづくり 
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２ 将来像 

 むらづくりの基本理念を基に、本村のめざすべき将来像を次のように定めます。 

 

 

 

～ 一隅を照らす ひと・むら・ミライ ～ 
 

小さくとも、だれもがいきいきと輝き続ける村 
 

 

 

一隅を照らす とは 

 「一隅を照らす」とは、平安時代に天台宗を開いた最澄の『一隅を照らす者、これ、国の宝なり』

という言葉から引用しています。この教えは、今自分がいる場所や置かれた立場で精一杯努力し、

明るく光り輝くことが大切であり、そういったことのできる人こそ、貴い国の宝だということを伝

えています。 

 むらづくりにおいても、地域や人のためになるようにお互いが努力実行することで、温かな思い

やりの心が自然と拡がり、村全体を輝かせる力となります。 

 「ひと・むら・ミライ」とは、こうした一人ひとりの思いと実践の集積を通じて、個から村全体、

そして未来の天龍村を明るく照らす姿を表しています。 

 

 

 

小さくとも、だれもがいきいきと輝き続ける とは 

 本村では、村の発足以来人口の減少が続いています。今や全国的にも人口減少社会となる中、こ

の傾向に歯止めをかけることは容易ではありませんが、村民一人ひとりが主役となって、むらづく

りの様々な分野でより一層いきいきと活躍でき、住んで良かったと実感できる村をめざします。 

 また、本村の宝である豊かな自然をはじめ、歴史と伝統ある郷土文化、地域で支え合う結いの力

といった、誇るべき魅力をさらに磨き、それらを積極的に活かし発信しながら、その恩恵を村民の

みならず、本村と関わるすべての人々が享受でき、村全体が活気とぬくもりにあふれ、未来にわた

って輝き続ける村の実現をめざします。 
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第２章 将来人口の見通し 
 本村の人口は、長期的な減少傾向が継続しています。平成 30 年（2018 年）に行われた国立社会保障

人口問題研究所（社人研）の推計では、このままの状況で推移すると、令和 12 年（2030 年）では 742

人、さらに 10 年後の令和 22 年（2040 年）には 479 人となり、平成 27 年（2015 年）の 1,365 人から、

25 年間で６割以上減少すると予測されています。 

 これに対し、令和２年度（2020 年度）策定の天龍村人口ビジョンでは、近年の傾向に加え、自然増減

と社会増減の影響を加味し、合計特殊出生率を直近の平成 25 年（2013 年）～29 年（2017 年）平均で

ある 1.59 で維持するとともに、社会移動の均衡及び毎年３人程度（１家族）の転入者増を図ることによ

って、令和 22 年（2040 年）における目標人口を、社人研推計の約５割増である 739 人以上と設定して

います。 

 人口ビジョンの目標を踏まえると、本計画の目標年次である令和 12 年（2030 年）の人口は 919 人と

想定されます。 

 

■人口ビジョンにおける総人口推計シミュレーション 
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第6次総合計画

目標年次

実績値 推計値

約5割増

人口ビジョンによる

目標設定

○人口ビジョンにおける本村の独自推計

出生率：1.59（H25-29実績が継続）

＋

毎年３人の社会増（≒1家族がＵＩターン）

国立社会保障人口問題研

究所（社人研）による、近年

のトレンド(傾向)を基に、将

来もそれが継続するとした

時の推計
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第３章 むらづくりの基本方針 
１ 誇りを育み多様性を尊重する人材育成 

 若い世代が子育てや家庭生活に夢を持ち、安心して子どもを生み育てることのできる環境づくりを進

めます。また、子どもたちの心身の健康と確かな学力の定着を図り、心豊かでたくましく生きる力を育

む学校教育を進めるとともに、子どもたちが郷土への愛着を育み、安心していきいきと学ぶことができ

るよう、地域ぐるみによる教育環境の充実に取り組みます。 

 また、村民の学習ニーズや一人ひとりの自己実現に向けた機運の高まりに対し、生涯を通じた学習・

スポーツ環境の充実に努めるなど、人材を育み活躍できるむらづくりを進めます。 

 さらに、本村の霜月神楽や特色ある地場産品等を活かして、地域文化の発信を続けるとともに、心豊

かな文化活動を推進し、誇りの持てる村をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ だれもが健康でしあわせに暮らす社会の実現 

 少子高齢化が急速に進む中、子どもから高齢者まで一人ひとりが互いを理解・尊重し、共に支え合い

ながら、安心して暮らせる地域社会の実現や、自らの健康を維持しつつだれもが生きがいを持って暮ら

していけるむらづくりを進めます。 

 このため、保健・医療・福祉の連携を深め、地域における包括的なケアシステムの展開により、多様

化・高度化する医療・介護等の村民ニーズに対応していきます。また、地域の支え合いを大切にし、住

み慣れた地域において、いつまでも安心して暮らすことができるよう、自助・共助・公助のもとに安心

のネットワークが広がる地域共生社会の実現をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

● すべての子どもと子育て家庭を支えるむらづくり 

● 未来の創り手を地域で育む教育の充実 

● 生涯学習の推進による豊かな人生の創造 

● 誇りある歴史文化の保存・継承と活用 

● 安心していきいきと暮らせる高齢者福祉の充実 

● 自立と共生を実現する障がい者福祉の充実 

● 共に助け合い、支え合う地域福祉の充実 

● 健康づくりと地域医療体制の充実 
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３ 今ある地域資源を活かした産業振興 

 定住を促進し、村の活力を維持・発展させていけるよう、人々の働く場を確保し、本村ならではの地

域資源を活かしながら、さらなる活性化を図ります。このため、基幹産業である農林水産業をはじめ、

商工業、観光それぞれのネットワーク化を進め、新たなビジネスチャンスを活かしていく産業振興を図

ります。また、コミュニティのニーズに応える商業等の事業展開や起業家の育成、担い手の確保に努め

るとともに、人・モノ・情報の交流とにぎわいの輪が広がるむらづくりをめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 村の活力を支える基盤の形成 

 豊かな村民生活や活力ある地域活動を支えていくため、リニア中央新幹線の開業も見据えつつ、国道

を軸とした広域幹線道路の整備促進を図るとともに、周辺地域及び地域内の交流を高める地域幹線道路

の整備充実を進めます。また、子どもや高齢者などが安心して移動できるよう、バス・タクシーや鉄道

など公共交通ネットワークの充実に努めます。 

 本村の豊かな自然と共生する計画的な土地利用を図り、優れた景観を有する美しい農山村整備を進め

ます。また、地域情報ネットワークを整備し、高度情報通信基盤の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 地域の特性を活かした農業の振興 

● 森林資源の有効活用を図る林業の振興 

● 暮らしを支え活力を生む商工業の振興 

● 多彩な魅力あふれる観光の推進 

● 自然と調和した有効な土地利用の推進 

● 利便性を高める道路・交通体系の整備 

● 地域活性化を図る情報通信基盤の整備 
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５ 人と自然が調和した環境整備 

 豊かな水や緑と心なごむたたずまいの集落が調和した本村の良さを守り、活かしていけるよう、将来

にわたって自然と共生するむらづくりに取り組みます。このため、地球規模での環境問題も視野に入れ

ながら、地域から持続可能な循環型社会づくりに取り組むとともに、快適で魅力ある居住環境の充実に

努めます。 

 また、村民の生命・財産を守るため、様々な防災対策をはじめ、地すべりや治山・治水対策を推進す

るなど、災害を軽減するとともに、犯罪や事故の少ない安全なむらづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 共に輝く協働のむらづくり 

 本村が将来にわたって健全で持続可能なむらであり続けるため、喫緊の課題である人口減少に積極的

に対応し、移住・定住の促進を図るとともに、「働き方改革」や「女性の活躍推進」も含めた男女共同参

画の環境整備をはじめ、住民と行政の協働により、共に考え共に取り組む一人ひとりが活躍できるむら

づくりを進めます。また、地方分権時代の中、自らの判断と責任において地域の実情にあったむらづく

りを進めていくため、職員の専門的能力の強化とむらづくりをリードしていける資質の向上を図るとと

もに、財政の中長期的な見通しのもとに、行政を経営する視点から効率的で質の高い行財政運営に努め

ます。 

 あわせて、周辺地域との連携を強化し、今後も自治体の枠を超えた広域行政を進め、より質の高い行

政サービスが提供できる体制づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 自然環境を保全し未来へつなぐむらづくり 

● 快適で魅力ある住環境の整備 

● 安全で安心感に包まれた生活の確保 

● 新たな家族を迎える移住・定住の推進 

● 持続可能な協働のむらづくり 

● みんなが共に支え合える社会づくり 

● 効率的な行政運営 

● 健全な財政運営の推進 
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第４章 重点プロジェクトの展開 
 本村のめざすべき将来像の実現に向け、村民との協働によって重点的に推進する施策を「天龍輝きプ

ロジェクト」として設定し、分野横断的に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～ 一隅を照らす ひと・むら・ミライ ～ 

小さくとも、だれもがいきいきと輝き続ける村 

 人口減少、少子・高齢化の進展する中、本村を将来にわたって持続可能な村としていくことが大き

な課題となっています。本プロジェクトを着実に推進することにより、子どもから高齢者まで、生涯

にわたって安心して暮らし続けられるとともに、若者の移住を促進して定住人口の確保を図り、活

力と元気のあり続ける村の実現をめざします。 

「生涯を通じた安心づくり」 「移住・定住の促進」 

天龍輝き 
プロジェクト 

 

すべてのライフステージ
において、健やかで安心
して暮らせる環境の充実

を図ります。 

2 
健康長寿の 

むらづくりプロジェクト 

 
１ 

子ども・子育て 
応援プロジェクト 

子どもの発育・発達を支
援し、豊かな自然環境の
中で遊びや学びを通じた
育ちを応援する仕組みを
村全体で築いていきま

す。 

 
5 

持続可能な 
安心定住プロジェクト 

移動、買い物等の日常生
活の利便性の向上を図る
とともに、安心して暮ら
せる地域社会づくりを推

進します。 

 
4 

天龍ブランド確立 
プロジェクト 

農林業・商工業・観光な
ど各産業が連携すること
によって、本村の地域資
源を最大限に活かした天
龍ブランドの確立をめざ

します。 

 
3 

つながり、ひろがる 
交流プロジェクト 

村外住民との多様な交流
を促進し、地域課題の解
決や経済の活性化につな
げるとともに、定住の魅
力がひろがるむらづくり

を進めます。 
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１ 夢を育み、次代を拓く人づくりを進める 

「子ども・子育て応援プロジェクト」 

 若者の流出、少子化により、年少人口割合の低下が続いており、将来の村の担い手不足が懸念される

状況にあります。本村では、結婚支援から多様な保育事業の充実をはじめ、小中学校給食費の無償化、

さらには中学生の海外旅行研修の実施など、本村ならではの質の高い子育て・教育環境の充実を図って

きたことから、子育て世代の評価は高まりつつあり、ファミリー層のＩターンによる転入もみられるよ

うになっています。 

 今後も、このような子育て・教育環境の良さを活かし、地域の宝である子どもたち一人ひとりを大事

にし、地域で見守り、育む必要があります。このため、子どもの発育・発達を支援し、豊かな自然環境

の中で遊びや学びを通じた育ちを応援する仕組みを村全体で築いていきます。 

【主なプロジェクト施策】 

○若い世代の結婚・子育ての希望を叶える施策の推進 

○地域ぐるみによる子育て支援活動の推進 

○天龍だからこその特色ある学校教育の推進 

 

 

２ 生涯現役で健やかに暮らせる地域をつくる 

「健康長寿のむらづくりプロジェクト」 

 人口減少と少子高齢化の進展や、これに伴う人口構造の変化を見据えるとともに、むらづくりは村民

の健康があってこそ成り立つという前提のもと、村民が生涯にわたって健康で、安心してしあわせに暮

らし続けられるむらづくりを進める必要があります。 

 そこで、健康寿命のさらなる延伸をめざした村民一人ひとりの健康づくりを支援するとともに、支え

合いのコミュニティづくりを通じた地域における健康事業の推進や、保健・医療・福祉が一体となって

取り組む地域包括ケアシステムの推進等により、すべてのライフステージにおいて、健やかで安心して

暮らせる環境の充実を図ります。 

【主なプロジェクト施策】 

○ライフステージに応じた個人の健康づくりの促進 

○高齢者の生きがいづくりの推進 

○地域における支え合いのコミュニティづくり 

○地域包括ケアシステムの推進 
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３ 関係人口の創出から定住人口の確保をめざす 

「つながり、ひろがる交流プロジェクト」 

 近年、移住による「定住人口」や、観光による「交流人口」ではない、地域や地域の人々と多様に関

わる人々として「関係人口」という言葉が使われるようになっています。関係人口とは、ただ観光に訪

れるだけでなく、地域の中で実際にアクションを起こしたり、地域に対して変化をもたらしたりする

人々のことを指しており、こういった人々を増やし、地域の活力を維持・創出していくことが必要とな

っています。 

 そこで、本村の様々な地域文化や恵まれた観光資源等を活かし、村民と村外住民との多様な交流を促

進することによって、地域課題の解決や経済の活性化につなげるとともに、こうした関係人口と一緒に

なって定住の魅力がひろがるむらづくりを進めます。 

【主なプロジェクト施策】 

○都市部との関係創出施策の推進 

○若者の移住・定住の促進 

○天龍村の魅力発信の充実 

 

 

４ 新たな価値創出により、活力ある産業振興を図る 

「天龍ブランド確立プロジェクト」 

 本村は、農林業を基幹産業としながら、建設・製造業や商業の立地が進んできましたが、人口減少を

はじめ、産業構造の変化、消費者ニーズの変化などに伴い、事業所の減少、後継者不足などの厳しい課

題を抱えています。 

 産業振興は、人口の定着には不可欠であり、村の経済発展とにぎわいづくりに向けた重点施策である

ため、特色ある農産物と豊富で質の高い森林資源を活用した新たな振興策を展開するとともに、農林業・

商工業・観光など各産業が連携することによって新たな価値を生み出し、本村の地域資源を最大限に活

かした天龍ブランドの確立をめざします。 

【主なプロジェクト施策】 

○農産物の振興、継承施策の推進 

○森林資源の積極的活用 

○新たな産業の創出 

○観光ブランディングの推進 
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５ 利便性を確保し、住み続けられるむらづくりを進める 

「持続可能な安心定住プロジェクト」 

 アンケート結果によると、村民は、村への愛着があり、今後も住み続けたいという意識が高い一方で、

道路や公共交通といった日常の移動や買い物等の利便性の面で、改善を求めていることがわかりました。 

 過疎化が進む中、一人でも多くの方が生涯にわたって住み続けられる環境を充実させていくためには、

移動手段や日常生活環境が不自由なく利用できるよう整備されていることも重要な事項となっていま

す。 

 そこで、一般道路、鉄道、バス等の様々な交通手段によって、村の内外との交流を活発にできる基盤

の整備を継続的に推進するとともに、買い物等の日常生活の利便性の向上を図ります。また、地域防災・

防犯体制の充実を図るとともに、疾病や感染症、環境汚染、社会的孤立など、様々な社会不安に対し、

行政の取組に加え、地域でお互いに協力し支え合うことで未然に防止したり軽減したりすることができ

る安心して暮らせる地域社会づくりを推進します。 

【主なプロジェクト施策】 

○近隣市町村や地域間をつなぐ幹線道路の整備 

○鉄道・バス・タクシーの連携による地域交通システムの整備 

○買い物弱者対策の推進 

○支え合いと見守りの地域づくりの推進 
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■第 6 次天龍村総合計画の体系図 
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１ 誇りを育み多様性を尊重する人材育成 

(1) すべての子どもと子育て家庭を支えるむらづくり 

(2) 未来の創り手を地域で育む教育の充実 

(3) 生涯学習の推進による豊かな人生の創造 

(4) 誇りある歴史文化の保存・継承と活用 

３ 今ある地域資源を活かした産業振興 

(1) 地域の特性を活かした農業の振興 

(2) 森林資源の有効活用を図る林業の振興 

(3) 暮らしを支え活力を生む商工業の振興 

(4) 多彩な魅力あふれる観光の推進 

４ 村の活力を支える基盤の形成 

(1) 自然と調和した有効な土地利用の推進 

(2) 利便性を高める道路・交通体系の整備 

(3) 地域活性化を図る情報通信基盤の整備 

２ だれもが健康でしあわせに暮らす社会の実現 

(1) 安心していきいきと暮らせる高齢者福祉の充実 

(2) 自立と共生を実現する障がい者福祉の充実 

(3) 共に助け合い、支え合う地域福祉の充実 

(4) 健康づくりと地域医療体制の充実 

５ 人と自然が調和した環境整備 

(1) 自然環境を保全し未来へつなぐむらづくり 

(2) 快適で魅力ある住環境の整備 

(3) 安全で安心感に包まれた生活の確保 

６ 共に輝く協働のむらづくり 
(1) 新たな家族を迎える移住・定住の推進 
(2) 持続可能な協働のむらづくり 
(3) みんなが共に支え合える社会づくり 
(4) 効率的な行政運営の推進 
(5) 健全な財政運営の推進 

子ども・ 

子育て応援 

プロジェクト 

基本理念 将来像 基本方針及び基本施策 重点プロジェクト 

健康長寿の 

むらづくり 

プロジェクト 

天龍ブランド 

確立 

プロジェクト 

持続可能な 

安心定住 

プロジェクト 

つながり、 

ひろがる交流 

プロジェクト 

天龍輝き 
プロジェクト 
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基本計画の展開にあたって 
１ ＳＤＧｓの取組を踏まえた総合計画の展開 

■ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals）とは 

 密接に関連した社会・経済・環境の諸課題を解決するため、平成 27 年（2015 年）の国連サミット

において、「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」が採択されました。 

 ＳＤＧｓには、世界各国が合意した 17 の目標（ゴール）と、169 のターゲットが定められてお

り、その実現に向け、国や分野などの枠を超えて協力し、達成していくことが求められています。 

 本村においても、総合計画を推進することは、ＳＤＧｓの達成に向けた取組にもつながると考え、

第 6 次総合計画において、各施策分野とＳＤＧｓの関連性を明確にします。 

 

■ＳＤＧｓにおける 17 の目標（ゴール）とその内容 

目標（ゴール） 内 容 目標（ゴール） 内 容 

１ 貧困 
あらゆる場所あらゆる形態の貧困
を終わらせる 

10 不平等 
各国内及び各国間の不平等を是正
する 

２ 飢餓 
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び

栄養の改善を実現し、持続可能な農
業を促進する 

11 持続可能な 

都市 

包括的で安全かつ強靭（レジリエン

ト）で持続可能な都市及び人間居住
を実現する 

３ 保健 
あらゆる年齢のすべての人々の健
康的な生活を確保し、福祉を促進す

る 

12 持続可能な 

消費と生産 

持続可能な生産消費形態を確保す
る 

４ 教育 
すべての人々への包括的かつ公平
な質の高い教育を提供し、生涯学習
の機会を促進する 

13 気候変動 
気候変動及びその影響を軽減する

ための緊急対策を講じる 

５ ジェンダー 
ジェンダー平等を達成し、すべての

女性及び女子の能力強化（エンパワ
ーメント）を行う 

14 海洋資源 
持続可能な開発のために、海洋・海

洋資源を保全し、持続可能な形で利
用する 

６ 水・衛生 
すべて人々の水と衛生の利用可能
性と持続可能な管理を確保する 

15 陸上資源 

陸域生態系の保護、回復、持続可能
な利用、持続可能な森林の経営、砂

漠化への対処、土地の劣化の阻止・
回復及び生物多様性の損失を阻止
する 

７ エネルギー 
すべての人々の、安価かつ信頼でき
る持続可能な現代的エネルギーへ

のアクセスを確保する 
16 平和 

平和で包括的な社会の促進、すべて

の人々への司法へのアクセス提供、
効果的で説明責任のある包括的な
制度の構築を図る 

８ 経済成長と 

雇用 

包括的かつ持続可能な経済成長、及
びすべての人々の完全かつ生産的
な雇用と適切な雇用を促進する 

17 実施手段 
持続可能な開発のための実施手段
を強化し、グローバル・パートナー
シップを活性化する 

９ インフラ、 

産業化、 

イノベーション 

強靭なインフラ構築、包括的かつ持

続可能な産業の促進、及びイノベー
ションの拡大を図る 
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■第６次総合計画・基本計画の施策分野とＳＤＧｓの関係 

第１章 
誇りを育み多様性を尊重する人材育成 

第４章 
村の活力を支える基盤の形成 

１ すべての子どもと子育て家庭を支えるむらづくり  １ 自然と調和した有効な土地利用の推進 

 
 

２ 未来の創り手を地域で育む教育の充実 ２ 利便性を高める道路・交通体系の整備 

  

３ 生涯学習の推進による豊かな人生の創造 ３ 地域活性化を図る情報通信基盤の整備 

 
 

４ 誇りある歴史文化の保存・継承と活用 第５章 
人と自然が調和した環境整備  

１ 自然環境を保全し未来へつなぐむらづくり 

第２章 
だれもが健康でしあわせに暮らす社会の実現  

１ 安心していきいきと暮らせる高齢者福祉の充実 ２ 快適で魅力ある住環境の整備 

  

２ 自立と共生を実現する障がい者福祉の充実 ３ 安全で安心感に包まれた生活の確保 

  

３ 共に助け合い、支え合う地域福祉の充実 第６章 
共に輝く協働のむらづくり 

 １ 新たな家族を迎える移住・定住の推進 

４ 健康づくりと地域医療体制の充実 

 

 ２ 持続可能な協働のむらづくり 

第３章 
今ある地域資源を活かした産業振興  

１ 地域の特性を活かした農業の振興 ３ みんなが共に支え合える社会づくり 

  

２ 森林資源の有効活用を図る林業の振興 ４ 効率的な行政運営の推進 

  

３ 暮らしを支え活力を生む商工業の振興 ５ 健全な財政運営の推進 

  

４ 多彩な魅力あふれる観光の推進  
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２ 施策分野別計画の構成（例示） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「将来の姿」の実現に向けて取り組ん

でいく基本的な取組の内容です。 

村民や事業者、その他の主体との適切

な役割分担のもと、協働によってむら

づくりを進めていきます。 

基本構想で掲げた重点プロジェクトに

関連する取組に対し、関連がわかるよ

うマークを付けています。 

施策の推進によってめざす、概ね 10 年

後の天龍村の姿を表しています。 

項目分野に関連する統計データ等を掲

載しています。 

施策ごとに、現状と課題を整理してい

ます。 

該当する SDGs のロゴマークです。 

分野別施策の名称です。 

基本構想で定めた６つの「むらづくり

の基本方針」が政策の大柱となります。 

専門的な用語については、わかりやす

いよう、必要な解説を記しています。 

第１章 誇りを育み多様性を尊重する人材育成 

１ 
すべての子どもと子育て家庭を 
支えるむらづくり 

 

現状と課題 

●少子化や核家族化の進行、就労、結婚、出産についての価値観が多様化する中、子どもと子育

てを取り巻く環境が大きく変化してきています。こうした中、妊娠・出産から学童期までの切

れ目のない、経済的支援や子育て相談など多面的な支援が求められており、本村においても支

援体制の確立に努めてきました。今後も子育て世帯の不安感や負担感を取り除くとともに、子

どもや親の孤立化を防ぐための取組を行っていく必要があります。 

●本村には１か所の保育所がありますが、幼児世帯の転入や働く親の増加に伴う保育ニーズの高

まりなどから、園児数は減少化しつつも一定水準を保ち、増減が繰り返される状況もみられま

す。このような中で延長保育や一時保育の実施、給食費と保育料の無償化や軽減化等の対応を

図ってきており、さらなる充実が求められています。また、今後の課題として、病児・病後児

保育の対応やひとり親家庭への支援等、よりきめ細かな支援の充実が考えられます。 

●保育所等における子どもたちの安全管理や衛生管理については、万全を期して取り組んできま

したが、新たな感染症対策など臨機な対応も求められるようになりました。 

●子育ては、家庭を中心として保育所や学校、地域等が協力して進めていくことが重要であり、

地域全体で子どもが健やかで元気に成長できるよう、子どもたちの居場所の確保や見守りシス

テムの充実が求められています。本村では、子どもたちの長期休暇に対応した見守りシステム

として、関係機関との連携により、「天龍村放課後子ども教室」を実施しています。今後とも本

事業を継続していくための体制づくりを図るとともに、保護者のニーズを把握しながら、さら

なる放課後の見守り体制を検討していく必要があります。 

 

■保育所入所児童数の推移 
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資料：厚生労働省報告例による社会福祉統計（各年 4 月） 

将来の姿＜10年後＞ 

 地域の理解や協力によって、地域が一体となった子育て体制が定着しています。また、施設整

備や相談体制が整い、育児経験の少ない若い親やひとり親家庭も含め、保護者にとって子どもを

安心して育てられる環境となっており、天龍村で子育てを希望する他地域からの移住者も増えて

います。 

 

主な取組 

（１）出産支援の推進 

・安心して出産できる環境づくりをめざし、産婦人科の診療や小児科等での診療及び救急医療等

の充実を図るため、近隣自治体との連携を図りながら、総合的な医療体制の確立・強化の方策

を模索します。 

・本村における子育て世代包括支援センターの位置づけを明確にし、妊婦健診や乳幼児を持つ全

家庭の訪問活動等を進め、子どもが欲しいと望む段階から子育ての段階まで切れ目のない包括

的な支援体制の確立をめざします。 

（２）子育て支援の推進 

・天龍村保育所において、０歳児からの保育を行い母親の育休明け就労に対応するとともに、保

護者の就労形態のニーズに合わせ、延長保育や一時保育のさらなる充実と、保育需要に対応す

るための保育士の確保等の体制づくりの検討を進めます。また、多子世帯や低所得者世帯など

に対する、経済的支援による少子化対策として、給食費や保育料などの無償化や軽減について

引き続き実施し、さらなる充実を図ります。 

・新たな感染症対策をはじめとした環境衛生に一層配慮し、必要な整備の対応など、子どもたち

の安心安全を守ります。 

・定住自立圏形成協定による病児・病後児保育のサービス等、保育サービスの充実に取り組みま

す。 

（３）ひとり親家庭への支援 

・育児の負担が大きくなるひとり親家庭には、家庭状況を見守るとともに、一定要件による保育

費用の軽減を図り、子育てにかかる経済的な負担を軽減するなど、ひとり親家庭への支援の充

実を図るとともに、ひとり親家庭の移住希望者が住みやすい環境づくりに取り組みます。 

 

※1 通学合宿：地域の異年齢の子どもたちが、１週間程度の期間、公民館等に寝泊まりし、炊事や掃除、身の回りのことを自分

たちで行いながら平常日に通学する体験活動のこと。 
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第１章 誇りを育み多様性を尊重する人材育成 

１ 
すべての子どもと子育て家庭を 
支えるむらづくり 

 

現状と課題 

●少子化や核家族化の進行、就労、結婚、出産についての価値観が多様化する中、子どもと子育てを取

り巻く環境が大きく変化してきています。こうした中、妊娠・出産から学童期までの切れ目のない、

経済的支援や子育て相談など多面的な支援が求められており、本村においても支援体制の確立に努め

てきました。今後も子育て世帯の不安感や負担感を取り除くとともに、子どもや親の孤立化を防ぐた

めの取組を行っていく必要があります。 

●本村には１か所の保育所がありますが、幼児世帯の転入や働く親の増加に伴う保育ニーズの高まりな

どから、園児数は減少化しつつも一定水準を保ち、増減が繰り返される状況もみられます。このよう

な中で延長保育や一時保育の実施、給食費と保育料の無償化や軽減化等の対応を図ってきており、さ

らなる充実が求められています。また、今後の課題として、病児・病後児保育の対応やひとり親家庭

への支援等、よりきめ細かな支援の充実が考えられます。 

●保育所等における子どもたちの安全管理や衛生管理については、万全を期して取り組んできましたが、

新たな感染症対策など臨機な対応も求められるようになりました。 

●子育ては、家庭を中心として保育所や学校、地域等が協力して進めていくことが重要であり、地域全

体で子どもが健やかで元気に成長できるよう、子どもたちの居場所の確保や見守りシステムの充実が

求められています。本村では、子どもたちの長期休暇に対応した見守りシステムとして、関係機関と

の連携により、「天龍村放課後子ども教室」を実施しています。今後とも本事業を継続していくための

体制づくりを図るとともに、保護者のニーズを把握しながら、さらなる放課後の見守り体制を検討し

ていく必要があります。 

 

■保育所入所児童数の推移 
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将来の姿＜10年後＞ 

 地域の理解や協力によって、地域が一体となった子育て体制が定着しています。また、施設整備や相

談体制が整い、育児経験の少ない若い親やひとり親家庭も含め、保護者にとって子どもを安心して育て

られる環境となっており、天龍村で子育てを希望する他地域からの移住者も増えています。 

 

主な取組 

（１）出産支援の推進 

・安心して出産できる環境づくりをめざし、産婦人科の診療や小児科等での診療及び救急医療等の充実

を図るため、近隣自治体との連携を図りながら、総合的な医療体制の確立・強化の方策を模索します。 

・本村における子育て世代包括支援センターの位置づけを明確にし、妊婦健診や乳幼児を持つ全家庭の

訪問活動等を進め、子どもが欲しいと望む段階から子育ての段階まで切れ目のない包括的な支援体制

の確立をめざします。 

（２）子育て支援の推進 

・天龍村保育所において、０歳児からの保育を行い母親の育休明け就労に対応するとともに、保護者の

就労形態のニーズに合わせ、延長保育や一時保育のさらなる充実と、保育需要に対応するための保育

士の確保等の体制づくりの検討を進めます。また、多子世帯や低所得者世帯などに対する、経済的支

援による少子化対策として、給食費や保育料などの無償化や軽減について引き続き実施し、さらなる

充実を図ります。 

・新たな感染症対策をはじめとした環境衛生に一層配慮し、必要な整備の対応など、子どもたちの安心

安全を守ります。 

・定住自立圏形成協定による病児・病後児保育のサービス等、保育サービスの充実に取り組みます。 

（３）ひとり親家庭への支援 

・育児の負担が大きくなるひとり親家庭には、家庭状況を見守るとともに、一定要件による保育費用の

軽減を図り、子育てにかかる経済的な負担を軽減するなど、ひとり親家庭への支援の充実を図るとと

もに、ひとり親家庭の移住希望者が住みやすい環境づくりに取り組みます。 

 

  

「子ども・子育て応援プロジェクト」 重点 

「子ども・子育て応援プロジェクト」 重点 

「子ども・子育て応援プロジェクト」 重点 
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（４）地域での子育て活動 

・育児経験の少ない若い親の育児不安の解消を図るため、保健師等による子育て相談窓口の開設や親同

士の交流、地域との交流等を通し、地域全体で子どもを見守り、安心して健やかに子どもを育てられ

る環境を支援していきます。 

・子どもたちの長期休暇の時間に対応した見守りシステムとなる「天龍村放課後子ども教室」を継続的

に実施するため、教育委員会、学校、社会教育関係者や、福祉関係者等が連携して事業を実施してい

きます。 

・教育関係者や福祉関係者等の連携により、放課後児童対策（放課後子ども総合プラン）を実施するこ

とで、放課後等における子どもの見守り体制の充実を図ります。 

・集団生活や交流活動を通して、子どもの生活力や協調性・自主性を高めることを目的とした「通学合

宿※12」について研究を進めます。 

・子育て世帯同士の交流や地域とのふれあいができる公園の整備を行います。 

 

 

  

 
※12 通学合宿：地域の異年齢の子どもたちが、１週間程度の期間、公民館等に寝泊まりし、炊事や掃除、身の回りのことを自分たち

で行いながら平常日に通学する体験活動のこと。 

「子ども・子育て応援プロジェクト」 重点 
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第１章 誇りを育み多様性を尊重する人材育成 

２ 
未来の創り手を地域で育む 
教育の充実 

 

現状と課題 

●本村の児童生徒数は減少傾向にあります。児童生徒数の減少は、子どもたちの競争心や協働意識の低

下等、様々な課題が指摘される一方で、一人ひとりに目が行き届き、きめ細かで充実した学習活動が

行えるなどのメリットがあり、本村では、少人数ならではの利点を活かした教育を考え実施していま

す。また、村費教員を確保し、個に応じた指導の充実を図ると同時に、平成 29 年（2017 年）４月よ

り複式指導を導入し、自発性を伸長する学び合いの授業を積極的に実施しています。 

●「村鳥ブッポウソウの保護活動」や「天龍ピカピカ大作戦」、「梅花プロジェクト」等本村ならではの

教育活動も児童生徒が減少する中、工夫して行っています。また、平成 30 年（2018 年）からは東京

オリンピック・パラリンピックに向けて「手づくりハンガープロジェクト」を実施し、本村の教育の

一端を広く社会に発信することができ、児童生徒や関係者にとって励みになっています。 

●平成 17 年（2005 年）に開校された学校法人どんぐり向方学園については、指定管理制度に基づき、

連携を図るうえで必要に応じて施設改修などの支援を行っています。 

●地域との交流については、村内高齢者の協力のもと、保育所・小学校・中学校と連携した交流行事等

が実施されています。また、保育所と学校間の交流も行われています。今後、コミュニティスクール

としての位置づけを明確化しながら、システム的に地域との連携や交流を推進していく必要がありま

す。 

●小中学校のあり方については、天龍村小中学校あり方検討委員会による答申が行われ、小規模化する

小中学校を継続させるため、現在の小学校の敷地内に新たな小中併設校の整備を進めながら、今後、

将来的な教育課題を勘案し「小中一貫型」「義務教育学校」への移行についても協議していくことが求

められています。また、児童生徒数の確保を図るために山村留学制度の導入も視野に入れ検討してい

くことが求められています。 

●長年の懸案事項であった老朽化した体育館の整備については、天龍村総合体育施設建設検討委員会に

おいて、多機能な複合施設として整備することが答申され、村民が希求する具体的な総合体育施設の

建設に早急に取り組んでいく必要があります。 

●AI、ロボット、ビッグデータなど第 4 次産業革命とも呼ばれるイノベーションが生まれる中、こうし

た技術を活用し、「society5.0」を実現する子どもたちの未来に対応した教育課程による学びが必要と

なっています。 

 

 

  



51 

 

■児童・生徒数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の姿＜10年後＞ 

 「子どもがいるところには学校がある」を基本に、少人数を活かした教育により、笑顔があふれ、思

いやりやふるさとを愛する豊かな心が育まれています。自らたくましく生きる力と知恵を持ち、情報技

術や国際感覚に長けた子どもたちが村の新たな活力として輝いています。 

 

主な取組 

（１）「天龍力」を育む学校づくりの推進 

・「地域の子どもは家庭や学校を中心とした地域で育てる」ことを基本に、魅力ある学校づくりとして

「少人数を活かし、少人数だからこそできる教育」を推進していきます。 

・「村鳥ブッポウソウの保護活動」「天龍ピカピカ大作戦」「梅花プロジェクト」等、地域の自然環境学習

及び村の歴史を踏まえた平和教育、さらに「天龍グローカル教育プロジェクト」や海外研修事業によ

る国際理解教育等、本村独自の「特色ある学校づくり」を実施します。 

・「開かれた学校づくり」に努め、地域発の地域資源（ひと・もの・ことの関わり）を活用した豊かな学

びを通して天龍村でなければつかない力「天龍力」を育み、未来の創り手となるために必要な資質・

能力を育む学校づくりを推進します。 

・学校法人どんぐり向方学園についても、学園管理者と村が協調する中で、地域全体が学校となるよう

な支援体制を整えます。また、学校法人どんぐり向方学園の管理運営については「管理運営に関する

協定書」に基づき施設管理を図ります。 

（２）交流のある教育の推進 

・保育所・小・中学校間や公民館・福祉施設との交流、また村内の高齢者や伝統文化・農業等における

各分野の名人・達人及び村の大先輩との交流を盛んにするとともに、近隣市町村との保育所、学校間

交流を推進します。 

・社会教育委員会を中心にコミュニティスクールの確立をめざし、次世代を担う子どもを地域全体で育

んでいけるように努めます。  
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資料：令和２年までは学校基本調査、令和３年以降は住民基本台帳を基とした推計 

「子ども・子育て応援プロジェクト」 重点 

「子ども・子育て応援プロジェクト」 重点 
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（３）新たな小中学校をめざして 

・令和５年度（2023 年度）末を目途に、中学校を小学校敷地内に移設し、併設校を整備するとともに、

９年間を見通した教育課程を研究し、一貫教育型や義務教育学校も視野に入れ、異年齢集団でのかか

わりの中で、学力の向上や豊かな人間性の育成をめざします。また、山村留学制度については、移住

定住の促進として関係機関と連携します。 

・児童生徒の減少に対応した村費教員の確保に努め、きめ細やかで充実した学校教育を行うことで学力

の向上をめざします。 

・小中学校併設後の旧天龍中学校校舎等の施設については、公共施設のあり方として施設の有効活用を

検討します。 

・総合体育施設は、天龍小学校の敷地内に令和４年度（2022 年度）末完成をめざし、学校教育施設、社

会教育施設、災害避難施設のそれぞれの機能を備えた複合施設を整備します。また、学校体制とのか

かわりを考慮しつつ整備を進めていきます。完成以降、村民体育館は跡地の有効活用について検討し

た上で解体します。プールの必要性についても検討します。 

・教職員の住宅の確保を図り快適な住環境の維持に努め、給食施設についても必要に応じ対応します。 

・一部区域外就学については、本村の魅力ある教育を発信しつつ、関係市町村との連携を図り対応しま

す。 

（４）新しい時代の教育環境整備 

・教育環境整備ではＧＩＧＡスクール構想における学校児童生徒へのＩＣＴ端末等を整備し、インター

ネット通信などによるネットワーク環境整備を進めます。また、教材ソフトやＩＣＴ技術人材を確保

するとともに、家庭でのオンライン学習環境の整備も進めます。 

・新しい時代に対応した教育環境の整備を進めていきます。 

（５）通学や学習活動への支援 

・スクールバスの運行により、遠距離通学者への支援に努めるとともに、学校給食費無償提供や学習用

ノート支給、小中学校入学祝い、高校生への通学補助及び奨学金制度の充実等、保護者への支援を実

施します。 

・少人数であることを利点として、子ども一人ひとりの個別のニーズに丁寧に対応し、すべての子ども

が新しい時代に求められる基礎的な力を習得できるように、学校だけでなく社会全体で義務教育を支

えていく取組を模索します。 

 

 

 

  

「子ども・子育て応援プロジェクト」 重点 

「子ども・子育て応援プロジェクト」 重点 
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第１章 誇りを育み多様性を尊重する人材育成 

３ 
生涯学習の推進による 
豊かな人生の創造 

 

現状と課題 

●本村の生涯学習活動については、CATV や公民館報を通じて、クラブ・サークル活動の紹介等の情報

発信や、文化祭等での発表の場の提供を推進しています。また、保育所・小学校・中学校、学校法人

どんぐり向方学園、一般村民を対象とした「村民大運動会」を実施するなど、スポーツを通じて多く

の村民が集う交流機会の充実も図っています。 

●近年では、成人学級や子育てサークル活動であるドラゴンフレンズ等を開催し、地域の魅力を知った

り、乳幼児の子育て世代の交流を図ったりするなど、村民の主体的な活動の活性化を促進しています。

また、ふるさと教養講座による天龍寄席を企画開催し、著名人・芸人の講話や話芸にふれる機会を設

け、優れた文化・芸術にふれる機会の提供などにも努めています。 

●村民の学習ニーズの多様化に伴い、学習内容においても多様化・高度化などの対応を進めるとともに、

今後は協働のむらづくりを担う人材育成の場としても生涯学習を位置づけていく必要があります。 

●文化施設については、施設の維持管理に多額の費用が必要になるため、個別施設計画に基づき、施設

のあり方を含め地域に根差した形での適正な管理を図る必要があります。スポーツ施設のうち、村民

体育館については、小学校体育館と一体となる新たな整備方針のもと、早期建設に取り組んでいく必

要があります。その他の施設については、老朽化対策を図りながら、適切な管理に努めていくことが

必要です。 

 

将来の姿＜10年後＞ 

 村民の趣味や学習意欲、社会貢献意欲を満たす活動に参加でき、その活動が認められ評価されていま

す。自分の趣味に応じたクラブ・サークルが存在し、活動の継続性が担保されています。 
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主な取組 

（１）生涯学習活動の充実 

・各種情報媒体を活用し、クラブ・サークル等への新規加入の呼びかけや、活動の紹介を行います。 

・「天龍グローカル教育プロジェクト」による英会話教室を実施します。 

・公民館活動、社会体育活動等に対する支援を継続し、生涯学習活動への参画を促します。 

（２）多世代間交流及び地域間交流活動の促進 

・運動会や文化祭等の行事を通じて多世代が交流しやすい内容を企画します。 

・南部芸能交流会や県境域文化交流会等への参加を呼びかけることで、クラブ・サークル活動を行う者

同士の交流を図る機会を創出し、知識や技能のスキルアップをめざします。 

・幅広い年代が参加可能なニュースポーツ等の交流機会を企画します。 

（３）社会教育施設等の老朽化対策と活用 

・村内の各種文化・スポーツ施設のあり方を含め、耐震性確保や用途廃止又は、施設等老朽化対策につ

いて検討します。 

・各種文化施設のうち文化センター「なんでも館」、コミュニティセンターは、長寿命化計画により適正

に維持管理し、有効に活用します。また、福島文化センター（旧福島小学校等）については、施設の

あり方や地域に根差した形で、廃止を含め検討します。 

・小中学校併設後の旧天龍中学校校舎等の後利用について検討します。 

・各種スポーツ施設のうち村営グラウンドは、適正に維持管理し、有効に活用します。また、村民体育

館についてはこれまでの検討結果を踏まえ、その他の公共用地として村有地の有効活用について検討

し、複合施設の総合体育施設完成以降に解体します。 
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第１章 誇りを育み多様性を尊重する人材育成 

４ 
誇りある歴史文化の 
保存・継承と活用 

 

現状と課題 

●本村には国の重要無形民俗文化財に指定された「天龍村の霜月神楽」や、国の選択無形民俗文化財で

ある「大河内のシカオイ行事」及び「下伊那のかけ踊り」、その他村の指定文化財である「満嶋神社の

秋例祭」をはじめとした各地域に伝わる祭礼など、貴重な伝統文化が数多く継承されています。また、

｢熊谷家伝記」「関伝記」「福島伝来記」といった本村の歴史や文化を理解するうえで重要な記録も保存

伝承されています。 

●本村では、村内の貴重な文化財を保護していくため、文化財調査委員会を設置し、未指定文化財の調

査・研究、文化財指定等の取組を行っており、平成 24 年（2012 年）には 17 件を村指定文化財とし

て指定しています。 

●伝承者の高齢化や地域の人口減少に伴い、後継者不足が大きな課題となっており、伝統文化や芸能等

を伝承していくための対策が必要となっています。 

●文化財の保存伝承に関心と理解を示していただくため、南信州地域振興局・南信州民俗芸能推進協議

会・南信州文化財の会と連携しＰＲ活動を実施しています。また、本村の文化財を後世に伝えるため

の文化財マップの作成や、文化財等に関する学術資料文献の発行を行ったほか、霜月神楽については、

国の支援等を受け、伝統芸能の伝承を推進するための資料として報告書及びＤＶＤの作成を行いまし

た。 

●指定文化財の建造物については損傷が目立っており、適正な保存管理が必要となっています。現在、

指定文化財の確認・調査と台帳整理を行いながら、補助金を活用した保存対策に取り組んでおり、今

後とも適正な保存管理ができるよう継続した支援を行う必要があります。 

●本村の豊富な文化資源を有効活用し、観光振興に活かす視点も求められており、本村の文化を発信す

る機会の拡充やボランティアガイドの育成等に取り組んでいく必要があります。 

 

将来の姿＜10年後＞ 

 村民の文化芸術活動に対する深い理解や情熱により郷土文化が保護され、各種資料も適切に保存され

ています。また、郷土文化が村民共有の財産となり、次世代への伝承活動が行える環境が整っています。 

 

  



57 

 

主な取組 

（１）文化財の保存伝承 

・国・県と村や地域住民が連携し、文化財の保存伝承に努めます。また、実態調査や問題点等の把握に

努めます。 

・文化財の保存伝承に関心と理解を示していただくために、文化財マップ、霜月神楽等の資産化事業報

告書とＤＶＤの映像記録を有効活用し、保存伝承への参画を促します。 

・学校においては、子どもたちへの文化や歴史の伝承に努めます。 

（２）文化財の保存管理 

・建造物等指定文化財における適正な保存管理を行い、村の誇りを守っていきます。 

・平岡ダムや鉄道等の歴史や景勝地など、地域資源や貴重な文化財についても適正な保存管理を行いま

す。 

（３）文化財の活用 

・村史、文化財マップ、ＤＶＤ、ＳＮＳ等を活用した地域資源の発信に努めるとともに、ボランティア

ガイドの育成を図ります。 

・「地域密着の教育」の観点から、学校教育との連携に努めます。 

・地域資源等を活用した常設展示整備を図ります。 
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第２章 だれもが健康でしあわせに暮らす社会の実現 

１ 
安心していきいきと暮らせる 
高齢者福祉の充実 

 

現状と課題 

●本村の高齢化率は、令和２年（2020 年）１月１日の住民基本台帳によると 60.7％であり、全国で３

番目に高い割合となりました。このように、高齢化率が非常に高い本村ではありますが、「天龍村介護

保険事業計画・高齢者福祉計画」に基づき、生きがい・健康づくりの支援をはじめ、生活支援、介護

予防・介護サービスの充実、認知症対策の推進等に取り組んでいます。 

●介護予防については、村と地域包括支援センターが一体となって取り組んでおり、今後とも、地域活

動の場である「あつまらまい会」や「運動教室」を通じた予防活動等、健康づくり・生きがいづくり

と結びついた幅広い事業展開を継続して実施するとともに、訪問等の充実によりきめ細かな健康管理

を推進していく必要があります。 

●介護サービスは、村内にはデイサービスセンター、特別養護老人ホーム及び養護老人ホーム及びグル

ープホームがあり、在宅介護サービスも村内１事業所のほか、郡内の事業所からサービスが提供され

ています。しかし、増大する介護ニーズを支える介護人材の確保が困難となっていることに加え、離

職者も若い世代を中心に増加していることから、働きやすい環境整備が求められています。また、人

口減少等により南信州圏域全体における施設利用者数が減少する中、今まで以上に利用者ニーズに沿

ったサービスを提供できる施設づくりが必要となっています。 

●高齢化が進む中で、独居高齢者や高齢者世帯が増加しており、高齢者の見守り体制の強化の必要性が

高まると同時に、安心して暮らせる環境を整えることが重要な課題となっています。 

●地域で総合的に保健福祉サービスを利用できる仕組みの構築をめざした地域包括ケアシステムにつ

いては、今後、地域づくりのコーディネート機能を発揮させながら、医療をはじめとする多様な機関

との連携の充実を図り、介護予防から認知症対策、要援護者の生活課題の解決までを含めた支援体制

の充実が必要です。 

●今後も高齢者が住み慣れた地で健康でいきいきとした生活を送れるよう、”生涯現役“を目標とした支

援体制の充実を図るとともに、老人クラブをはじめ多様な社会参加の仕組みを整備し、高齢者が持て

る力を発揮できる元気のある高齢社会をめざす必要があります。 

●高齢者の「見守り」や「健康管理」、認知症予防など様々な効果を期待して「天龍村くらし安心 ICT ネ

ットワーク事業（タブレット）」に取り組んでおり、その機能の有効活用のためにより多くの利用者を

確保する必要があります。また、タブレット端末の耐用期間も考慮したうえで継続してサービスを提

供するための検討も必要になります。 
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■要支援・要介護認定者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の姿＜10年後＞ 

 施設や在宅を問わず、それぞれの家庭・家族に合った介護福祉サービスが提供されており、介護する

側もされる側も笑顔で過ごしています。また、健康な高齢者が積極的に地域活動や社会参加をし、生涯

現役として地域の支えとなっています。さらに、健康管理のために健康診断の重要性を理解し、年代に

合った介護予防事業にも取り組んでいます。 

 

主な取組 

（１）介護予防施策の推進 

・高齢化が進むと心身が衰えるいわゆるフレイル※13を予防するために、早期から健康管理等の意識啓発

を行うとともに、介護予防事業や高齢者の生きがい活動支援事業を展開し、健康な高齢者の増加に努

めます。 

・保健師の健康相談、窓口や訪問による高齢者への生活相談を継続して実施するとともに、訪問活動の

範囲を広げていくことにより、高齢者の現状把握を進め、高齢者の介護予防、健康管理を推進します。 

・生活習慣病に配慮した予防重視の健康管理に取り組みます。 

（２）介護サービス等の充実 

・一人暮らし高齢者への訪問を充実し、高齢者の実態をきめ細かに把握しながら、介護相談や適切な介

護サービス利用へと結びつけていきます。また、増加する一人暮らし高齢者や高齢者のみで生活する

世帯からの要望や、効率的な生活支援サービスの実現のために、高齢者生活福祉センターの需要に応

じた整備を進め、高齢者や取り巻く家族などの安心安全に寄与します。 

・広域で実施している「居宅介護支援事業所研修会」や「介護支援専門員研修会」等の研修会を継続し

て積極的に活用し、福祉技術・職員資質の向上を図り、利用者ニーズに応じたサービスを提供できる

施設づくりを支援します。 

・移住定住施策との連携を図りながら、介護職員等の専門職員の人材確保に取り組むとともに、若い世

代や、ひとり親世帯などへの対応を図るなど、働きやすい職場環境整備を支援し、離職者対策にも取

り組みます。 

 
※13 フレイル：要介護状態に至る前段階として位置づけられ、身体的脆弱性のみならず精神心理的脆弱性や社会的脆弱性などの多面

的な問題を抱えやすく、自立障害や死亡を含む健康障害を招きやすいハイリスク状態を意味する。 
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（３）高齢者の社会参加支援と生きがいづくり 

・長年それぞれの立場で活躍されてきた高齢者が、今までに培ってきた技術と知恵を活かすとともに、

次世代に伝承できるよう、高齢者の社会参加を積極的に進めます。 

・高齢者の生きがい活動を支援するため、老人クラブ等の活動に対して社会福祉協議会等とも連携しな

がら、さらなる支援を行います。 

・阿南広域シルバー人材センターを中心に、地域の福祉や家事援助、育児支援等、元気な高齢者が同世

代や若い世代を支援できる体制を強化するため、シルバー人材センターへの登録を勧めていきます。 

（４）地域包括ケアシステムの構築 

・少子化・高齢化が進展する中でも、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるよう、医療・介

護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される体制の実現を図ります。 

・「高齢者への日常の軽作業支援」「在宅での看取り」、「介護予防」等の福祉課題の解決に向けた取組を

推進するため、関係機関と連携しながら事業展開を推進します。 

（５）認知症対策の充実 

・認知症の早期段階からの相談体制（窓口）や認知症高齢者を介護する家族への支援体制の充実、認知

症の正しい知識と理解を深めるための啓蒙活動等を実施します。 

・認知症初期集中支援チームや認知症地域支援推進員の活動を、現在の専門職が行う取組に合わせて実

施できるよう調整し、地域の現状に即した認知症支援の体制をつくります。 

・認知症の方やその家族などの支援方法等を示した「認知症ケアパス※14」や、村内で利用できる各種サ

ービス等を紹介した「天龍村地域ケアガイド」を村内の各専門職が共有し、村民への情報提供を図る

ことで適切な支援に結びつけていきます。 

・お茶飲み会等への支援についても継続し、認知症等の予防対策や認知症の方たちを支える環境づくり

を進めるとともに、「認知症予防オレンジカフェ」への参加促進や、実施地域の拡大をめざして取組を

進めます。 

（６）ＩＣＴを活用した高齢者生活支援 

・天龍村くらし安心ＩＣＴネットワーク事業（タブレット）の持つ多様な機能を生かし、高齢者の多面

的な生活支援のため、利用者の普及に努めます。また、タブレット端末の耐用期間を考慮し、次代に

向けた新たなシステム整備の検討を始めます。  

 
※14 認知症ケアパス：認知症の人やその家族が「いつ」「どこで」「どのような」医療や介護サービスが受けられるのか、認知症の様

態に応じたサービス提供の流れを地域ごとにまとめたもの。各市町村それぞれの資源を活かしこの仕組みが作成されている。 

「健康長寿のむらづくりプロジェクト」 重点 

「健康長寿のむらづくりプロジェクト」 重点 

「健康長寿のむらづくりプロジェクト」 重点 

「健康長寿のむらづくりプロジェクト」 重点 
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第２章 だれもが健康でしあわせに暮らす社会の実現 

２ 
自立と共生を実現する 
障がい者福祉の充実 

 

現状と課題 

●障がいの重度化、重複化のほか、障がいのある人の高齢化、一人で暮らす障がいのある人の増加が進

んでいます。また、介助者の高齢化も進み、介護負担の増大が懸念されています。 

●今後、障がいのある人もない人も地域で共に生活し、活動する機会が確保される共生社会の実現をめ

ざしていく必要があります。そのため、地域における生活の安心感を担保するバリアフリー※15等の機

能を整備するとともに、見守り等により、障がいのある人の地域での生活を支援することが必要です。 

●障がいのある人の相談支援機能を充実させ、福祉・教育・医療・雇用等の連携をさらに強化していく

とともに、必要なサービスの提供と地域移行を進める基盤整備を推進することが必要です。本村では、

役場窓口とともに、飯田下伊那の関係町村で委託した飯伊圏域障がい者総合支援センターにおいて、

専門職員による相談支援事業の充実が図られており、今後とも当センターとの連携による体制の強化

が求められます。 

●障がいのある人が生涯にわたって安心して自分らしく暮らすことができるよう、就労や社会参加への

支援など、生きがいづくりの機会を増やすことが必要です。特に就労については、就労相談の実施や

村の直接雇用による雇用拡大などの支援が必要です。 

 

将来の姿＜10年後＞ 

 障がいの有無にかかわらず、それぞれが自立した日常生活や社会生活を送っています。広域的な連携

のもとでサービス提供体制が整えられ、希望するサービスを選択できるようになっています。また、在

宅での生活が困難となった時等の受け入れ体制が整備され安心して生活することができています。この

ような一人ひとりに寄り添った施策により、安心して日常生活を過ごすことができています。 

 

 

  

 
※15 バリアフリー：原義は、住宅建築用語で、障がいのある人が社会生活をしていく上で障壁（バリア）となる段差を取り除くとい

う意味。転じて、障がいのある人の社会参加を困難にしている社会的・経済的・心理的なすべての障壁を除去するという意味で用

いられる。 
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主な取組 

（１）障がい福祉サービスの充実 

・各種障がい福祉サービスへの対応を行うため、役場窓口での相談支援と合わせて、飯伊圏域障がい者

総合支援センターによる相談支援により、障がいのある人の相談支援体制を強化し、適切なサービス

が受けられるよう支援します。 

・障がいのある人の重度化・高齢化、また介助者の高齢化等を見据え、在宅での生活が困難となった時

等の対応も含めた様々な居住支援機能を付加し、障がいのある人の生活を地域全体で支える「地域生

活支援拠点等整備事業」を南信州圏域全体で事業展開しており、地域で安心して暮らし続けられる体

制の整備強化を圏域全体で進めます。 

・障がい者施設等の整備については、村単独では限りがあるため、広域的に施設の有効利用が行えるよ

う、南信州広域連合地域自立支援協議会等を通じ、飯田下伊那の関係市町村や障がい福祉サービス事

業者、雇用・教育・医療関係者ならびに県との連携を図ります。 

（２）生活支援の推進 

・公共施設、福祉施設、住宅のバリアフリー化を推進し、障がいのある人の在宅での生活を支援します。 

・福祉医療費の給付や更生医療給付補助、日常生活用具や補装具の適正な給付等、生活に欠かせない支

援を充実します。 

（３）自立と社会参加 

・障がいのある人が地域で自立して生活し、社会参加ができるよう、長野県社会福祉協議会をはじめと

した関係機関と連携し、援助や訓練等を通し、自立に向けた支援を行います。 

・天龍村社会就労センターにおいては、施設の老朽化や、利用者の高齢化と減少等の問題にについて対

応しながら、障がいのある人等への継続的な就労機会を提供していけるよう、施設機能を存続し支援

をしていきます。 
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第２章 だれもが健康でしあわせに暮らす社会の実現 

３ 
共に助け合い、支え合う 
地域福祉の充実 

 

現状と課題 

●人口減少や少子高齢化、家族・地域社会の変化などにより、地域の中で悩みを抱えたまま孤立してい

る人や、「8050 問題※16」「ダブルケア※17」といわれる複数の課題を抱えている世帯、必要な支援が受

けられず困っている人などが存在します。 

●福祉・保健・医療・教育・就労など様々な分野に及ぶ地域の暮らしを見つめ直し、社会福祉の各制度

のすき間を埋め、横につなぎながら、村民・事業者・行政が力を合わせて取り組む地域福祉の推進が

求められています。 

●ひきこもり、自殺対策等の社会問題に対応していくため、様々な困りごとを受け止め、支援に結びつ

けることができる機能が求められており、多職種が連携するとともに、県等の専門機関とも連携した

支援体制の構築をめざしていく必要があります。 

●福祉施設整備においては、施設の老朽化が進んでおり、利用者のニーズに合ったサービスの提供を行

うための改修が必要となっています。 

●本村は、伝統行事や様々な地域活動、交流事業等を通じて地域内の結びつきが強く、顔のみえる関係

の中、何気ない近所の助け合い、支え合いが行われています。しかし、超高齢の地域社会となる中、

持続可能な支え合いの仕組みを検討していくことが必要となっています。 

●今後は、天龍村社会福祉協議会、ＮＰＯやボランティア団体等と連携し、様々な地域活動も含めてネ

ットワークを広げ、福祉の輪を広げていく必要があります。 

 

将来の姿＜10年後＞ 

 多種多様な地域生活課題に関する相談体制の強化が図られ、解決に向けた多分野のネットワークが形

成されています。地域では、お互いに助け合いながらだれもが安心した生活を送ることができています。 

 

 

  

 
※16 8050 問題：子どものひきこもりが長期化することなどで、80 歳代の親と 50 歳代の無職の子どもが同居したまま高齢化し、経済

的に困窮・孤立する社会問題。 

※17 ダブルケア：介護と子育てに同時に直面する世帯のこと。 
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主な取組 

（１）利用しやすい福祉サービス環境づくり 

・高齢者や障がいのある人、ひきこもり等様々な悩みを抱えた人の相談に応じ、適切なサービスが受け

られるよう、長野県社会福祉協議会をはじめとした関係機関との連携を図り相談体制を強化します。

また、厳しい経済状況下でも希望を持って生活が送れるような思いやりのある施策を推進します。 

・認知症高齢者の増加等を踏まえ、判断能力が十分ではない高齢者や障がいのある人などの権利を擁護

するため、成年後見制度の理解を高め、制度の利用促進を図ります。 

・福祉施設整備においては、利用者のニーズに合ったサービスを提供できるよう、福祉施設整備計画に

沿った施設整備を進めます。 

（２）地域の支え合い、ボランティア活動の促進 

・天龍村社会福祉協議会、ボランティアやＮＰＯ等と連携し、住民の力により地域で助け合い、活動す

る体制づくりを進めます。 

・地域の住民がそれぞれの体力・能力や希望に応じた、街路や河川の美化活動等を通して、地域社会に

貢献できるよう、幅広いボランティアへの参加を促進します。 
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第２章 だれもが健康でしあわせに暮らす社会の実現 

４ 
健康づくりと 
地域医療体制の充実 

 

現状と課題 

●だれもが生涯健康で過ごしたいと願っており、それを実現するためには「自分の健康は自分で守り、

つくる」を理念に据えた一人ひとりの健康づくりとともに、それを支援する環境づくりを地域全体で

推進するヘルスプロモーション※18の取組が重要です。 

●村民一人ひとりが自らの健康づくりに関心を持ち、実践できるための啓発、支援については定期的な

健康教室などの機会を通じて身近に伝えるほか、ＣＡＴＶなどによる「健康体操」の放映など、広く

活用いただく手法にも取り組んできており、村民がより気軽に日常的な健康づくりをするため事業展

開も望まれています。 

●地域ぐるみの健康づくり体制の確立を図るため、「天龍健康プラン」、「天龍村国民健康保険 保健事業

実施計画（データヘルス計画）及び特定健康診査等実施計画」に基づき、村民に対して健康について

の知識の普及及び健康づくりに取り組む機会の増加を図るとともに、特定健診・特定保健指導や健康

増進事業を通して、心と身体の両面からの保健指導を行っており、今後ともより一層村民の自主的な

健康づくり運動の推進を図っていく必要があります。 

●本村の医療体制については、これまで平岡地区に本村唯一の医療機関である診療所がありましたが、

令和２年（2020 年）から常勤医師不在のため、閉所状態となっています。地域医療の確保は重大な課

題となっており、その対策として、近隣の県立阿南病院からの医師派遣を受け、出張診療を行うとと

もに、県立阿南病院へ受診者の送迎を行うことにより対応を図っていますが、常に村内で医療を受け

られる体制の確保が必要となっています。また、薬についても院外処方が主流となった昨今において、

村内には薬局がないため、村の診療所での受診者の薬の受け渡しに課題があり、あわせて検討する必

要があります。 

●高齢化が進む中、こうした状況に対応した診療体制の確保や、医療機関への通院方法の検討等を進め、

村民が安心して医療機関にかかれる環境を築いていく必要があります。 

 

 

  

 
※18 ヘルスプロモーション：ＷＨＯ（世界保健機関）において「人々が自らの健康をコントロールし、改善することができるように

するプロセスである」と定義されている。豊かな人生をめざす人々の主体性を重視し、各個人が健康のためにより良い行動をとる

ことができるような環境を整えることに重点が置かれている。 
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■特定健診受診率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の姿＜10年後＞ 

 村民がいつまでも健やかに生活し、安心して医療機関に通える体制づくりの整備や生きがいを持って

生活できる環境が整い、村民が元気で笑顔あふれる村となっています。 

 

主な取組 

（１）健康づくりの推進 

・「天龍健康プラン」に基づき、村民一人ひとりが健康で心豊かに生活できるむらづくりを推進します。 

・日ごろから村民一人ひとりが自ら健康に関心を持ち、体を動かすことができるように、これまでも行

ってきた啓発的事業の充実や「健康体操」のようなだれでも気軽に実践できる取組を、さらに工夫し

て実施します。 

・がん検診等の受診率向上に向け、意識高揚や啓発に努め、若い年代からの健康診断の受診を進めると

ともに、村民自らが健康への意識を持って、健康で長生きできるむらづくりを推進します。 

・「天龍村国民健康保険 保健事業実施計画（データヘルス計画）及び特定健康診査等実施計画」に基づ

き、本村にとって効果的・効率的な保健事業の実施を図るとともに、特定健診・特定保健指導事業を

推進します。 
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（２）医療提供体制の充実 

・村の診療所の施設整備や医師の確保に努めると同時に、地域医療の拠点である県立阿南病院や関係機

関との連携強化を図ることにより、県立阿南病院のサテライト※19化や遠隔診療※20についての可能性

を模索するなど、村民が安心して医療を受けられる体制整備を進めます。また、村の診療所の受診者

における薬についての対応や、今後進むと見込まれるＩＣＴの活用など医療の進歩への対応について

検討をします。 

・医療関係者の人材確保を含め、地域全体で必要な医療サービスの提供を検討し、村民が安心して暮ら

せる医療提供体制を充実させます。また、今後の在宅医療の増加を見据え、医師や訪問看護ステーシ

ョン「さくら」、介護関係者等による医療・介護連携を円滑に進め、ism-Link※21を活用した効果的な

情報連携に対応します。さらに、医療・介護連携の役割の一つとして、終末期ケアのあり方の啓発に

努めます。 

（３）保健・医療・福祉の連携強化 

・保健・医療・福祉の各部門が三位一体となり、事業を実施することにより、安心して暮らせるむらづ

くりの推進をします。 

・現在実施している福祉有償運送による外出支援事業及びタクシー券（クォッシー）交付事業を定期的

に検証し、利用者ニーズに沿った制度とすることで、交通弱者に対しきめ細かなサービスの提供とサ

ポート体制を強化します。さらに、近隣町村の医療機関への通院に対する支援方法についての検討を

進めます。 

・福祉医療費の給付により医療費の負担軽減を図ることで、住みよい村の実現を進めます。 

（４）健康や生活を支援するための専門職の充実・強化 

・地域住民の健康や生活にかかわる様々な場面での相談が、今後ますます増えると予想されるため、支

援に携わる保健師等の専門職の育成、人材確保に努めます。 

 

  

 
※19 サテライト：過疎地の医療を確保するため、広域圏の中核病院と連携しサテライト（衛星）型で医療機関を設置することによ

り、初期医療を中心に地域住民の医療ニーズに対応するもの。 

※20 遠隔診療：医師－患者間において、情報通信機器を通して、患者の診察及び診断を行い診断結果の伝達や処方等の診療行為を、

リアルタイムにより行う行為。オンライン診療ともいう。 

※21 ism-Link：飯田下伊那診療情報連携システムの略称。インターネット回線を用いて、患者・利用者の同意に基づき、医療・介護

関係事業者間で医療・介護情報を電子的に共有する「情報連携システム」のこと。 

「健康長寿のむらづくりプロジェクト」 重点 

「健康長寿のむらづくりプロジェクト」 重点 
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第３章 今ある地域資源を活かした産業振興 

１ 
地域の特性を活かした 
農業の振興 

 

現状と課題 

●本村の農業は、典型的な中山間地域農業であり、傾斜地などの条件不利性とともに、有害鳥獣被害の

増加、担い手の減少や高齢化等、厳しい状況に置かれ農家数の減少に拍車をかけています。 

●平成 14 年度（2002 年度）に遊休荒廃農地の解消を第一の目的とし、農林地の機能保全、自然景観の

維持等を担うため、（有）天龍農林業公社を設立しました。平成 25 年度（2013 年度）には、特産品の

加工販売を行う 6 次産業にも力を入れ農業振興をめざし運営してきました。そのような中、令和元年

度（2019 年度）に、加工販売部門を別会社として経営を行いたいとの意欲的な申し出があり、特産品

を活かした 6 次産業に意欲的に取り組むことで、さらなる事業展開や雇用拡大に期待ができること、

（有）天龍農林業公社としては、当初の設立目的に沿った事業に、より一層、重点を置いた活動をで

きるものと判断し、農地荒廃化防止部門と加工販売部門の分社化をしました。加工販売事業を行う合

同会社等と連携を図りながら、地場産業の維持拡大と引き続き農地の維持、荒廃化の防止が求められ

ています。 

●各生産者組合や合同会社等においては、伝統野菜の「ていざなす」や「茶」「ゆず」といった特産品の

生産振興や販路拡大に取り組むことで、天龍らしさを打ち出した商品の加工・販売が行われています。 

●今後とも、中山間地域だからこその自然、景観、気候、風土条件を活かし、将来にわたって魅力ある

農業を継続できるよう支援していくことが必要です。 

 

■農家戸数の推移 
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将来の姿＜10年後＞ 

 （有）天龍農林業公社により農地の維持、荒廃化の防止がされ、伝統野菜「ていざなす」や特産品の

「茶」「ゆず」は生産者組合・合同会社等がさらなる生産振興と販路拡大に取り組んでいます。また、新

たな地域特産物となる品目の研究と生産振興へ向けた取組が行われています。 

 

主な取組 

（１）後継者等への支援 

・村の農業を担う意欲ある後継者等に対して支援の充実を図ります。特に「ていざなす」「茶」「ゆず」

については、生産振興へ向けて支援します。 

・定年帰郷者等あらゆる後継者の確保及び新たに農業を始める者に対し、関係機関と連携し支援します。 

（２）付加価値の高い農業への支援 

・生産者組合等が取り組む、農産物の栽培、加工、販路拡大の充実に対し支援します。 

・スマート農業の導入について調査・研究し、省力化・効率化した農業を支援します。 

（３）有害鳥獣対策と病害虫防除の推進 

・増加している有害鳥獣被害については、駆除と防護両面の取組を強化するため、計画的な有害鳥獣駆

除による個体数調整及び国や県の補助事業を活用した整備を促進し、中でも猿については、捕獲檻を

被害の多く発生している地区へ設置し、被害の防除に努めます。 

・有害鳥獣駆除従事者の確保及び地区内の見回りを推進します。 

・病害虫についても、農作物や家畜等への被害を最小限にとどめるための情報発信と適切な措置に努め

ます。 

（４）生産基盤・経営基盤の支援 

・農作業に使用する機械等の貸し出しについて、貸す側・借りる側の支援を検討し、農地の維持管理の

推進をします。 

・特産品のお茶を維持するため、生産者や生産者組合及び製茶工場の運営について支援します。 

・畜産農家が安心して経営が継続できるよう、天龍村和牛組合と連携し支援します。 

・農地が被災した際の受益者負担を軽減し、生産基盤としての農地の復旧と農業の継続について支援し

ます。 

・水産業については、村内での消費拡大を図り、生産者のニーズに応じた支援を検討します。 

  

「天龍ブランド確立プロジェクト」 重点 

「天龍ブランド確立プロジェクト」 重点 
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第３章 今ある地域資源を活かした産業振興 

２ 
森林資源の有効活用を 
図る林業の振興 

 

現状と課題 

●本村の森林面積は、令和元年（2019 年）現在 10,206ha で、このうち人工林は 5,044ha を占めていま

す。 

●本村の村有林は、平成 30 年（2018 年）に、森林の多面的な機能が持続的かつ将来にわたって維持で

きるよう経営・管理されていることを認証する森林認証「ＳＧＥＣ」を取得しました。この認証によ

り、消費者の選択的な購買を促進することが可能となり、本認証材のＰＲ及び普及に努めていくこと

が重要となっています。 

●本村の林業の状況を俯瞰すると、他地域と同様、人工林の多くが伐期を超えており、資源を有効活用

すると同時に、循環利用に向けて計画的に再造成していくことが必要となっています。しかし、製材

用素材の需要はあるものの、国産材の流通は激減するとともに、長期にわたる木材価格の低迷から、

所有者による人工林の管理意欲が減退しており、十分に管理が行き届かない森林の増加が懸念されて

います。また、林業従事者の高齢化や後継者不足なども大きな課題となっています。 

●林業を取り巻く様々な課題に対応するため、飯伊森林組合等による森林施業の集約化、低コスト一環

施業による効率的な作業システムの実証、搬出木の運搬補助、林業機械の導入・貸与及び関係機関と

の連携による人材の確保等に取り組んでいます。今後とも森林本来の多面的な機能や生産機能が発揮

されるよう、林道網等の基盤整備や、関係機関との連携による森林整備を推進し、持続可能な森林管

理システムの構築を図っていく必要があります。また、森林経営計画に基づく施業を支援し、人工林

の健全化や優良木材の生産・供給をめざしていく必要があります。 

 

将来の姿＜10年後＞ 

 森林や林業に対する関心や機運が高まり、意欲ある林業者等による森林経営管理が進められ、森林本

来の多面的な機能や生物多様性が維持されています。さらには、天龍産材の地元活用や公共事業の利用

促進、森林の持つ保健休養機能の活用など、様々な森林資源を活かした地域づくりにより、本村の活性

化が図られています。 
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主な取組 

（１）後継者等の育成支援 

・林業を担う意欲ある後継者に対して育成支援策の充実を図ります。また、移住定住施策との連携を強

化し、林業に関心を持つＵＩＪターン希望者や都市部住民・企業との交流事業を促進するなど、だれ

もが林業に関心を持ち親しめるよう、本村の自然や資源を活用した森林・林業体験交流会の開催や研

修の機会を創出します。 

（２）魅力ある林業の振興 

・飯伊森林組合等による計画的な森林施業を支援し、間伐材の利用を含め優良な木材資源の生産に努め

ます。また、林業機械の導入や低コスト施業の実証による効率的・効果的な森林施業を推進するとと

もに、木材搬出にかかる経費への補助等、将来にわたり継続して森林づくりができるための支援の充

実を図ります。 

・林業従事者との意見・情報交換会を継続して開催し、林業従事者の育成等様々な林業の課題に対応し

た振興策を図ります。 

・森林環境譲与税を有効的に活用し村独自の新たな取組を推進するとともに、森林の有する多面的機能

の発揮に向け、適切な間伐や主伐後の再造林を促進し、森林資源の循環利用が確実に進むよう施策の

充実・強化を図ります。また、自然条件に応じて、針広混交林※22化、広葉樹林化及び複層林※23化等を

推進し、山地災害防止機能の向上と多様で健全な森林への誘導を図ります。 

・未利用材の利活用の調査・研究、天龍産材を利用した木工品開発、木質新素材製品への利用促進及び

山菜やキノコなど特用林産物の生産振興等、多様な森林資源を活用した林業の活性化策を図ります。 

・管理がされず放置された竹林（荒廃してみえる竹林）の拡大により植生の衰退や景観に影響を与えて

いる竹林の整備と竹の有効利用を図ります。 

・地理空間情報※24やＩＣＴの活用、高性能林業機械等の導入による「スマート林業」を促進します。 

・村民が木の良さを体感し、また村産材利用の意義や重要性を理解できるよう、村が率先して、公共建

築物等での木材利用に努め、村産材の需要創出を図ります。 

  

 
※22 針広混交林：針葉樹と広葉樹が混じり合った森林。 

※23 複層林：人為によって保育などの管理がされた森林のうち、樹齢や樹高の異なる樹木によって構成された森林。 

※24 地理空間情報：地理空間上の特定の地点又は区域の位置を示す情報（位置情報）と、これに関連付けられた様々な情報のこと。 

「天龍ブランド確立プロジェクト」 重点 

「天龍ブランド確立プロジェクト」 重点 
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（３）生産基盤・経営基盤の強化と有効活用 

・森林所有者に代わり、村が自ら森林を管理するため、経営資源の集積・集約を進めるとともに、意欲

と能力のある林業経営者に森林管理を委託する新たな森林管理システムの構築を図ります。 

・森林の整備や管理をするうえで林道（作業道、作業路を含む）は重要な生産基盤であるため、現地の

状況にあわせ整備を進めます。また、木材流通が広域化する中、生産性の高い森林の路網については、

搬出される木材の大量運搬等に対応できる改良・整備を推進します。 

・既設林道の長寿命化を図るため、トンネルや橋りょう等の計画的・定期的な点検診断・補強等を推進

します。 

・森林整備を通じて得られる二酸化炭素吸収量を認証する制度や取組を積極的に活用します。 

（４）野生鳥獣対策と病害虫防除 

・松くい虫やカシノナガキクイムシ等の病害虫や野生鳥獣による森林被害について、情報提供を行うと

ともに被害状況等に応じた駆除及びまん延を防止するための諸対策に努めます。また、野生鳥獣や病

害虫防除に対応する従事者への支援を行います。 
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第３章 今ある地域資源を活かした産業振興 

３ 
暮らしを支え活力を生む 
商工業の振興 

 

現状と課題 

●本村の商業は、平成 28 年（2016 年）において卸・小売事業所数 20、従業者数 52 人となっており、

平成 21 年（2009 年）と比較してそれぞれ減少傾向となっています。村の中心地域である平岡地区の

商店においても、過疎化の進行とともに店舗数の減少や商店の老朽化に加え、後継者不足が進んでい

ます。現状では、商品が充実し、また安価に購入できる飯田市の大型店舗で日常品を購入する村民が

多く、村内商業の衰退に拍車をかけています。 

●令和元年（2019 年）に実施した第 6 次総合計画策定のためのアンケート調査では、商業に対する村

民の満足度は低く、商業施設を求める声が数多くありました。また、団体ヒアリング調査でも、日常

生活に必要な商店が少なく、買い物弱者対策が必要との意見が多くありました。 

●高齢化が進む中で、商店と利用者の双方が抱える課題を解決する必要があり、定住環境、観光、福祉

など、むらづくりの多面的な観点を踏まえ、商業の活性化を進める必要があります。 

●工業についても、事業所数、従業者数ともに減少していますが、用地の少ない本村において工場誘致

は難しい状況にあります。今後は、既存企業の支援を図るとともに、社会の中で新しい働き方が浸透

していくと予測されるため、こうした動向に対応しテレワーク※25を推進する事業者の受け入れや、シ

ェアオフィス※26等の環境整備による新たな産業の創出に努めていくことが必要です。 

●村外通勤者への負担軽減を図り、村内への定住を促進する取組も継続して必要です。 

●新型コロナウイルス感染症により外出自粛等がなされ、飲食業等に売上の減少等の大きな影響が出て

おり、村でも独自の支援策として事業持続化給付金等の支援を行いました。今後においても感染症対

策を行い、事業を継続して運営できるよう支援が必要です。 

 

  

 
※25 テレワーク：ICT(情報通信技術)を活用した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方。 

※26 シェアオフィス：複数の利用者が、一つの建物や部屋を共有する形態の事務所。 
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■卸・小売事業所数・従業者数の推移         ■製造、建設等第 2 次産業事業所数・従業者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の姿＜10年後＞ 

 買物拠点施設が整備され、日常生活用品の多くが村内で購入することができるようになり、村内での

経済循環が図られ、本拠点を中心に駅前が活性化しています。また、移動販売や宅配が定期的に行われ、

高齢者も安心して生活が送れるようになっています。 

 既存就労の場の維持が図られているとともに、これまでの産業だけでなく、在宅勤務を推進する新た

な雇用の場の確保や、フリーランス※27人材を受け入れる体制が整うなど、就労に関する若者の選択肢の

充実が図られています。さらに、村外通勤者に対する支援の強化等、定住環境が充実しています。 

 

主な取組 

（１）拠点施設の運営・管理 

・本村の商業拠点となる店舗を開店させ、村民にとって買い物のしやすい環境の充実を図ります。また、

移動販売や宅配等、高齢者等買い物弱者のニーズに沿った店舗運営をめざします。あわせて、本拠点

の機能を活かして、駅前の賑わいの創出を図ります。 

・地域の見守りを兼ねた買い物ご用聞き事業を継続します。 

（２）既存商工業の維持等 

・本村の特性を活かした特産品を開発し、生産、加工、販売の流通体制の確保を支援します。 

・プレミアム付き商品券の発行により、地元店舗の活用を推進し商店の維持に努めます。 

・空き店舗を利用する新規参入の支援対策・後継者対策の検討を進めます。 

・商工会と連携し、店舗の改修や空き店舗の活用による、商店街の活性化を図ります。 

・天然資源である砂利の有効活用を地元企業と進めます。 

・新型コロナウイルス感染症等による影響により、地元企業が衰退しないよう支援策を講じます。 

  

 
※27 フリーランス：雇用関係によらない働き方で、自らの専門知識や技能を提供して対価を得る人のこと。 
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（３）新たな産業の創出 

・テレワーク、リモートワーク※28等を推進する事業者の受入体制の整備を進めます。また、オンライン
※29で仕事ができるシェアオフィス等の環境整備を図り、新たな産業・雇用の創出に努めます。 

（４）就労支援の推進 

・定住促進事業による通勤助成事業を継続し、村外通勤者への負担軽減を図ります。 

・地元企業へ移住希望者の就業の斡旋や外国人技能実習生の受け入れを行い、労働者不足を解消します。 

（５）広域単位の企業誘致 

・近隣市町村と連携しながら、広域での企業誘致を推進し、就労の場の確保を図ります。 

 

 

 

 

  

 
※28 リモートワーク：テレワークと明確に区分された定義はないが、事務所から離れた場所で働くという意味であり、テレワークの

ように必ずしも時間を有効活用するかは問わず「遠隔勤務」として使われることが多い。 

※29 オンライン：コンピューターがネットワークやほかのコンピューターと接続している状態。 

「天龍ブランド確立プロジェクト」 重点 
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第３章 今ある地域資源を活かした産業振興 

４ 
多彩な魅力あふれる 
観光の推進 

 

現状と課題 

●本村の観光は、天竜川が刻む山深い渓谷の中で、本物の豊かな自然を体感しながら、温泉やキャンプ

で心身をリフレッシュできるほか、国指定の重要無形民俗文化財である霜月神楽が長きにわたり伝承

されているなど、数多くの歴史文化資源にふれることができます。また、四季折々の花や本村ならで

はの特産品も数多く、これらの資源を活かしたイベントや体験事業も充実してきています。 

●本村にはＪＲ飯田線の駅が５つあり、そのうち３駅が秘境駅に選ばれており、近年では鉄道ファン等

の観光客も増加しています。 

●観光拠点施設の１つである「天龍温泉おきよめの湯」は令和２年（2020 年）にリニューアルオープン

し、利用客は増加傾向にあります。また、総合交流促進施設「ふれあいステーション龍泉閣」は、Ｊ

Ｒ飯田線平岡駅と一体となった珍しい施設で、“地域との共生型”を進める本村の拠点施設となってい

ます。また、「和知野川キャンプ場」は、河川の水質が高く、人気の施設として年間２万～３万人前後

の入込客数で安定しています。 

●今後は、このような観光拠点と、本村の歴史文化や自然をはじめとする豊富な地域資源をネットワー

ク化するとともに、広域的な連携も図り、インバウンド※30も含め多様なニーズに即した情報の発信を

図ることが必要です。 

●観光を取り巻く環境の変化は大きく、かつての“大量消費型”の観光から、心の豊かさを重視した自然

や文化・芸術、健康趣向等の生活のゆとりと質を大切にする小グループや個人旅行へと意識が変化し

てきています。既存の観光施設を拠点とし、本村が持つ観光資源の魅力の把握と、多様化する生活様

式に合わせて選択肢のある受入体制を整備することで、地域と共に観光施策を推進していくことが必

要です。 

 

■主要観光施設の入込客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
※30 インバウンド：訪日外国人旅行のこと。 

資料：観光地利用者統計調査 
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将来の姿＜10年後＞ 

 本村の魅力を活かした観光により、シーズンごとに県内外や外国より体験型観光旅行者が訪れていま

す。地域全体で観光旅行者をもてなす環境ができ、関係人口が増え体験型観光が村の基幹産業のひとつ

になっています。 

 

主な取組 

（１）既存観光拠点施設の有効活用 

・「ふれあいステーション龍泉閣」「天龍温泉おきよめの湯」等の既存の観光拠点施設の利活用を図るた

めに、観光協会、商工会、おきよめ観光協議会等、地域と連携して、多様化する観光トレンドを捉え

受入体制を整備します。特に、リニア中央新幹線・三遠南信自動車道の開通を見据え整備を進めます。 

・老朽化が進む施設の改修を計画的かつ効果的に進めます。 

（２）観光拠点施設と周辺環境の整備 

・周辺観光地と連携し、周遊型の観光を南信州観光公社とともに推進します。 

・リニア中央新幹線での観光客を JR 飯田線へ誘導し、本村に呼び込む施策を進めます。 

・分散している観光拠点をつなぎ合わせ、点から線へ、線からさらに面へと観光環境の整備を進めます。 

・自動車等での旅行者のニーズに応えられる施設、特産品販売等の施設整備をはじめ、小グループや個

人観光旅行者に対応するための良好な景観が得られる場所を観光資源として整備します。 

（３）天龍村特有の観光資源の充実 

・都市部との生活の違いを山村の観光資源と捉え、地域の理解を得る中で民泊の受け入れや宿泊施設を

利用しての受入体制の整備を進め、都市住民との交流促進を図ります。 

・農林業体験や伝統文化・豊かな自然等、地域独自の観光資源を活用し、体験型観光等を推進します。 

（４）ＩＣＴ活用による誘客促進 

・情報発信に努め、本村のイメージアップを図ることはもとより、観光の国際化が進む中、多言語によ

る案内看板やホームページを作成し、海外からのお客様の誘客を行います。 

・観光施設におけるインターネット環境の整備を推進し、通信格差を無くします。また、ホームページ

と各種ＳＮＳの内容を常時リンクさせ、どのメディアでも村の最新情報が確認できる環境整備を図り

ます。 

 

  

「つながり、ひろがる交流プロジェクト」 重点 

「天龍ブランド確立プロジェクト」 重点 
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第４章 村の活力を支える基盤の形成 

１ 
自然と調和した 
有効な土地利用の推進 

 

現状と課題 

●本村の総面積 10,944ha の土地利用状況は、山林が 93.3％を占め、田・畑が 1.4％、宅地が 0.4％、そ

の他が 3.8％と、山林以外の土地利用は極めて少ない状況です（平成 30 年（2018 年）時点）。村の中

央を流れる天竜川と各支流からなる深いＶ字渓谷による急傾斜地が大半であることから、土地利用上

の障害となっています。 

●林地については、近年僅かながら経済的な回復の兆しがあるものの、長引く国産材価格の低迷により、

長い間手の入らない放置林が増加しています。また、農地については、中山間地域農業であり、条件

不利、鳥獣被害の増加担い手の減少や高齢化等厳しい状況に置かれて、耕作放棄に拍車をかけていま

す。農林地は村の景観を形成するとともに、水源涵養※31等多面的機能を持ち、自然災害から地域を守

るために大きな役割を果たしています。農林地の持つ機能を将来にわたり維持していくため、放置さ

れた山林、耕作放棄された農地に対する早急な対策が必要です。 

●地籍調査の推進は、防災や被災後の迅速な復旧・復興のほか、民間開発事業・インフラ整備の円滑化、

土地取引等に大きく貢献するものであり、今後とも計画的に事業を推進し、早期完了に努め、その成

果を多様な分野で活用していく必要があります。 

 

将来の姿＜10年後＞ 

 優良な土地が守られ美しい景観が残っています。新たな生産へとつながる土地の改善や改良が図られ

るとともに、平坦地が少ない中で、有効な土地利用がなされ、農山村の調和が保たれています。 

 

 

  

 
※31 水源涵養：森林の土壌が降水を貯留し、河川へ流れ込む水量を緩和するとともに、雨水が森林土壌を通過することで水質の浄化

が行われること。 
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主な取組 

（１）地域住民及び新たな後継者による農地の維持管理 

・多面的機能を有する農地、水路等を農業者と非農業者が共同で保全・向上する活動への支援策の強化

を推進します。 

・過疎化が進むことによる農業集落の機能の低下を防ぐため、地域住民や（有）天龍農林業公社により、

農地や農業施設、農村環境を守り発展させていく有効な事業を展開できるよう、関係機関と連携して

推進します。 

・日本型直接支払制度の活用により、農地利用状況の確認と管理、利用体制の確立、遊休施設等の活用

及び労働力を補う機械化等の環境整備を図り、農地の維持管理を進めます。 

・多様な農業（無農薬・有機栽培等）への支援を検討し、新規就農者の確保をめざします。 

（２）遊休荒廃地の防止 

・（有）天龍農林業公社の支援を継続することで農地荒廃化の防止に努めます。 

・だれもが農地を利用し、貸借しやすくするため、就農者等に対する助成制度の創設を検討し、遊休荒

廃化を防止します。 

（３）多様で健全な森林への誘導 

・森林の持つ多面的機能が将来にわたり維持発揮できるよう、引き続き適切な経営管理を実施します。 

・森林の状況を把握し、森林所有者に代わり村が自ら森林を管理するための経営管理の集積・集約を促

進するとともに、意欲と能力のある林業経営者に森林管理の委託を促進する、新たな森林管理システ

ムの構築を図ります。 

・森林資源の利活用についての調査・検討を行います。 

・伐採・植栽・保育等という林業のサイクルを円滑に循環させていきます。 

・生物多様性に配慮した森林経営を促進します。 

（４）定住促進のための土地確保 

・定住希望者のニーズに応えられる宅地の提供に向けて、地主の理解を得ながら荒廃農地の利用を図り

ます。 

（５）地籍調査の推進と調査結果の有効活用 

・地籍調査事業の重要性について住民や土地所有者に周知します。得られた地籍調査結果は、本村の活

力を支える基盤整備や多面的な利活用に努めるとともに、公衆用道路等の公的財産の保全に役立てま

す。また、事業補助金を確保し事業進捗に努めます。 

（６）計画的な土地利用の推進 

・村全体が調和の保たれた発展を成し遂げられるよう、各地域の特性を生かした土地利用について検討

します。 

  

「つながり、ひろがる交流プロジェクト」 重点 

「つながり、ひろがる交流プロジェクト」 重点 
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第４章 村の活力を支える基盤の形成 

２ 
利便性を高める 
道路・交通体系の整備 

 

現状と課題 

●本村の道路・交通体系は、広域幹線道路である国道 418 号がほぼ東西に、主要地方道飯田富山佐久間

線が南北に走り、これらと連絡する一般県道及び村道が整備されています。 

●国道 418 号は、三遠南信自動車道のアクセス道としても位置づけられており、今後近隣市町村とも連

携し、早期整備を促進していくことが必要です。また、整備が予定されているリニア中央新幹線長野

県駅へのアクセス向上に向け、この国道 418 号や主要地方道飯田富山佐久間線をはじめとする多くの

路線の橋りょう架け替え、トンネル化等を含む早期改良整備が求められています。こうした大型プロ

ジェクトによる効果を活かし、さらなる交流の活発化と地域経済の活性化を図るため、南信州地域全

体で連携を図り、地域づくりや道路ネットワークの整備を進める必要があります。 

●高齢化の進む本村では、道路交通網の確保や維持は重要であり、防災対策や舗装路面・路体の老朽化、

橋りょうの老朽化や耐震対策等、安全安心な通行に向けた整備が急務となっています。また、本村特

有の急峻地形や地質の特性等が経費の増大につながり、整備推進の妨げになっています。さらに、施

設の維持修繕コストの低減化についても課題となっています。 

●本村は小規模な集落が離れて立地し、公共交通手段のない地区も点在することから、地区住民の交通

確保のためタクシー券（クォッシー）交付事業や福祉有償運送による外出支援事業等を行っています

が、高齢者が多い本村にとっては、需要に応じた病院までの交通手段の確保が課題となっています。 

●村営バス、飯田市との広域路線バス平岡線を運行していますが、利用者の増加に向けて、観光客を含

めたさらなる利用促進が必要となっています。 

●JR 飯田線は本村と周辺都市を結ぶ最も重要な公共交通機関ではありますが、車社会となる中、利用者

が減少しています。一方で、村内には山奥や渓谷にある「秘境駅」と呼ばれる駅が３か所あり、近年、

鉄道ファンの注目を集めるようになっています。今後、観光面での利用促進を図っていくことが必要

です。 
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将来の姿＜10年後＞ 

 国県道のトンネル開通によるバイパス化や橋りょうの架け替え事業により、災害に強い幹線道路が構

築され、安全安心な交通網の整備が進められています。また、集落間を結ぶ路線でもみどり豊かな天龍

村の風土と調和する計画的な改良や維持補修が実施されるとともに、協働による小規模修繕・沿線美化

活動が行われ、環境にやさしい景観形成が進められています。 

また、飯田市に建設予定のリニア中央新幹線長野県駅開業を見据え、ＪＲ飯田線の利便性が高まり、観

光客による利用も増えています。また、公共交通機関の充実により、高齢者も安心して暮らせる交通体

制が構築されています。 

 

主な取組 

（１）広域幹線道路ネットワークの整備促進 

・既存の同盟会や関係市町村との繋がりを強固にし、三遠南信自動車道・リニア中央新幹線長野県駅へ

のアクセス改善を見据え、要請活動に積極的に取り組みます。 

・国道 418 号や主要地方道飯田富山佐久間線等の幹線道路における橋りょう架け替え、トンネル開設等

を含む改良整備を進めるにあたっては、地域との連携を緊密に行います。 

（２）安全に配慮した道路交通環境の整備 

・国道、県道における防災事業等の導入要請活動と同時に、長期改良工事や災害等による通行止めに対

応できる道路網の整備に取り組みます。 

・危険箇所対策として総合的かつ効率的な判断による道路改良を進め、利用者が常時安心して通行でき

る災害に強い道路整備を進めます。 

・国土強靭化地域計画に沿った防災対策、拡幅改良や、長寿命化修繕計画に基づいた段階的な修繕等を

行い、計画的で総合的なコスト削減を図ります。 

・既存制度の原材料支給事業等を活用するとともに、住民の高齢化に対応する道路維持管理における新

たな方策を模索します。 

・道路整備にあたっては、各地区の要望を基に箇所ごとの緊急度や必要性等を総合的に判断し、地域と

連携し課題解決に向けて取り組みます。 

（３）環境に配慮した道路整備・改良 

・住宅密集地内等の大規模改良が困難な道路では、安全対策に配慮し、高齢化や住環境に対応した整備

を推進します。また、高齢化が進む中、地域内道路の草刈り等の維持管理について、村民と行政の協

働を基本に効果的な方策を検討します。 

・道路の開設時には、地元住民の理解をいただき、地形や周辺景観、自然環境に配慮をした道路整備を

行います。 

  

「持続可能な安心定住プロジェクト」 重点 



90 

 

（４）公共交通機関の利便性向上による利用者確保 

 

・リニア中央新幹線長野県駅開業を見据え、圏域全体で公共交通の利便性の改善に取り組みます。ＪＲ

飯田線の存続、ダイヤ改正については、ＪＲ飯田線活性化期成同盟会と連携しながら取組を行い、リ

ニア中央新幹線長野県駅とのアクセス（二次交通）の整備に向けた活動も引き続き推進します。 

・高齢者・障がい者・学生及び「天龍温泉おきよめの湯」利用者には、村営バスの運賃割引を行い利用

者の確保を図ります。 

・高齢者を中心とした交通弱者の交通網形成に努めるため、タクシー券（クォッシー）交付事業や福祉

有償運送による外出支援事業等の交通体制の強化を図るとともに、医療機関等へのアクセス向上をめ

ざし、村営バスとの連携による交通手段の改善を図ります。 

・高齢運転者を対象とした運転免許証の自主返納に対し支援を行います。 

・村営バスを村民にとって日常的に使いやすい移動手段とするとともに、来訪者にも安心で使いやすい

公共交通システムの構築をめざします。 

・村外からの利用者確保に向けて、観光協会やＪＲ等との連携を図りながら、「天龍温泉おきよめの湯」

への誘客促進等、他の施策との横断的な連携を図ります。 

 

 

  

「持続可能な安心定住プロジェクト」 重点 
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第４章 村の活力を支える基盤の形成 

３ 
地域活性化を図る 
情報通信基盤の整備 

 

現状と課題 

●インターネットや携帯電話などのＩＣＴ（情報通信技術）の飛躍的な進歩と普及は、地域や世界の人々

のコミュニケーションを促進するなど、情報交換の一手段として広く利用されるようになりました。

近年は、ＡＩ（人工知能）、ＩｏＴ、ビッグデータなどに代表されるさらなる技術革新が進展し、人々

の価値観やライフスタイルをはじめ、産業構造や教育、福祉、医療など、様々な分野において私たち

の暮らしに影響を与えるようになってきています。このような高度情報社会の進展に対応して、だれ

もがＩＣＴを快適で安全に利用できる環境づくりが必要となっています。 

●本村では、携帯電話の利用不可能地域の解消に向けた取組を進めるとともに、ＩＣＴ機器を活用しラ

ジオ難視聴対策にも取り組んできました。また、平成 24 年（2012 年）から自主放送によるケーブル

テレビのデジタル化を実施し、品質の向上を図っていますが、設備の老朽化対策が必要となっていま

す。今後は、村民ニーズに応える放送内容の充実とさらなる通信環境の向上に努める必要があります。 

●行政においてもＩＣＴを活用した村民サービスの拡充を図っており、今後、さらにＩＣＴを活用した

電子行政サービスの拡充など新たな対応が必要となっています。また、マイナンバーカードの普及が

進み、各種手続きや日常生活において、さらにマイナンバーの活用が進むことが予想され、膨大な個

人情報の漏洩対策が必要です。 

●コンピュータウイルスのまん延や個人情報の漏洩、インターネット上の誹謗中傷など、ＩＣＴが社会

の隅々まで利用される中でこうした問題への対処を含め、情報セキュリティの確保、情報リテラシー
※32の向上等への取組を強化していく必要があります。 

 

将来の姿＜10年後＞ 

 光ファイバー網が全村に整備され、都市部との通信格差のない環境が築かれています。また、新たな

ケーブルテレビ設備により、充実した自主放送番組が提供されています。子どもから高齢者まで、だれ

もが様々な通信手段、媒体を容易に活用することによって、暮らしの質を向上するサービスを享受する

ことができています。行政においても、ＩＣＴを活用した様々なサービスが開発され、電子自治体が構

築されています。 

 

  

 
※32 情報リテラシー：情報を取り扱う上での理解や判断力、結果や影響範囲を想像する能力、情報を収集・選択・整理・活用し効率

的かつ効果的に目的を達成する能力のことを言う。 
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主な取組 

（１）情報通信サービスの充実 

・光ファイバー回線を全村に整備し、通信環境の村内平準化を図ります。 

・光ファイバー回線の整備にあわせ、新たなケーブルテレビ放送への移行を図るとともに、自主放送の

内容を充実させ、村民が楽しめるバラエティーに富んだ番組の制作に努めます。 

・携帯電話の通信環境について利用可能エリアの拡大を実現し、ラジオから代替可能な環境づくり及び

次世代通信環境への早期対応を図り、環境の改善に努めます。 

（２）行政サービスの情報化の推進 

・庁内におけるＩＣＴ体制を確立し、さらなる事務の効率化を図るとともに、ホームページやＳＮＳを

利用した行政・防災情報等の積極的な発信、インターネットを利用した電子申請など手続きの簡素化

を図り、行政サービスの向上に取り組みます。 

・日々更新されるセキュリティ情報と止むことのないサイバー攻撃※33に対応するため、ソフトウェア及

び機器の更新を定期的に実施します。 

・個人情報の漏洩やセキュリティへの対策を講じるため、国のガイドラインや実務研修を通じて、職員

の知識習得を図ります。特に、マイナンバーカードの普及及びマイナンバーカードを活用した各種手

続きの簡素化に努めると同時に情報漏洩対策を講じます。 

 

 

  

 
※33 サイバー攻撃：インターネットなどのネットワークの特性を利用して、不正に情報を盗んだり、改ざんしたり、標的のシステム

を機能停止させたりする行為のこと。 

「持続可能な安心定住プロジェクト」 重点 
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第５章 

人と自然が 

調和した環境整備 
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第５章 人と自然が調和した環境整備 

１ 
自然環境を保全し 
未来へつなぐむらづくり 

 

現状と課題 

●地球温暖化や気候変動による自然災害の増加、海洋ごみ問題、生態系の破壊など、地球規模で環境問

題が深刻化しています。持続可能な社会の実現に向け、資源の再利用・再資源化や廃棄物の減量を進

める循環型社会の構築や、限りある自然環境を保全し、自然と共生する社会の構築など、次世代に良

好な環境を引き継ぐための取組が求められています。 

●本村の自然環境を誇りと思う人は多く、循環型社会の形成に向けて、村民・事業者・行政の協働の取

組をより一層進めていく必要があります。 

●現在、燃やすごみについては、南信州広域連合で設置した稲葉クリーンセンターが平成 29 年度（2017

年度）から稼働し、処理の効率化が図られています。不燃ごみについても、南信州広域連合で設置し

ている最終処分場等へ搬送しています。いずれのごみについても分別回収により、資源活用に向けた

取組を進めています。 

●ごみの不法投棄等が一部でみられ、自然環境や村の景観を悪化している要因となっています。中でも、

国・県道における不法投棄が多く見受けられ、村内外を問わず、地域として不法投棄は絶対しないと

いう意識啓発が求められています。 

●環境保全・美化活動としては、平成 12 年度（2000 年度）から天龍小学校が中心となり、村内道路沿

線のごみ拾いを行う「天龍ピカピカ大作戦」を実施しているほか、ブッポウソウの営巣状況のＣＡＴ

Ｖ放映を行うなど、環境保全意識の高揚に取り組んでいます。 

●緑豊かな環境は、本村の繁栄を担ってきたかけがえのない宝であり、今後の天龍村を支える財産でも

あります。先人が守ってきた山里の風景の価値を再認識し、天竜川及び各支流の流れや本村ならでは

の景観づくりに向けて、村民の意識高揚を図る必要があります。 

 

■ごみ収集・し尿処理の状況 
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将来の姿＜10年後＞ 

 豊かな自然環境に恵まれ、美しい風景が広がっています。本村の自然により創り出された生活空間は

ゆとりと癒しを有しており、「四季を通じて不法投棄のない、綺麗な山肌で四季折々の景色が美しい環

境」実現のための村民の環境保護意識が高まっています。愛すべき「ふるさと」として思いやりと優し

さが満ちています。 

 

主な取組 

（１）ごみの減量化とリサイクルの推進 

・自然環境に配慮するとともに、稲葉クリーンセンターへのごみの減量化を図るため、ごみ分別の徹底、

資源ごみのリサイクルについて、啓発を推進するとともに、時代にあった仕組みで環境負荷の軽減に

継続して努めます。 

・生ごみの減量化策として生ごみ処理機補助金の拡充を検討し、ごみ減量化を図ります。 

（２）不法投棄の根絶 

・生活環境に有害な影響を与える悪質な不法投棄に対して、パトロール等の取り締まり実施の強化に努

めます。 

・必要に応じて不法投棄防止の看板等を設置し、啓発活動を推進します。 

（３）環境の保全・美化活動 

・村民一人ひとりが環境美化に対して高い意識を持てるように、「天龍ピカピカ大作戦」を推進します。

また、村鳥であるブッポウソウの保護、環境保全の啓発活動を行います。 

・森林づくり県民税の補助制度を活用し、一級河川・準用河川における河畔林の整備に地域と連携して

取り組みます。 

・自然豊かな地域の環境を守るため、南信州広域連合で取り組んでいる「南信州いいむす２１※34」に参

加し、業務の環境改善と、地域の環境保全を推進します。 

（４）自然エネルギーの活用・推進 

・自然エネルギーの有効活用として、太陽光発電設備や薪・ペレットストーブの設置補助事業等を推進

し、豊かな自然と共存できるむらづくりを行います。 

・県企業局と連携し、小水力発電の可能性を模索していきます。 

（５）老朽化施設の解体 

・現在使用していない旧天龍クリーンセンターや旧焼却炉の解体を進めます。 

  

 
※34 南信州いいむす２１：南信州広域連合管内において 21 世紀に展開する環境マネジメントシステム（Environmental 

Management System）のことであり、環境負荷の軽減や環境汚染の予防などに取り組んでいる。英語表記の頭文字から E(い

い)・M(む)・S(す)という。 
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第５章 人と自然が調和した環境整備 

２ 
快適で魅力ある 
住環境の整備 

 

現状と課題 

●人口減少が進む中、空家や廃屋が増加しており、防災、防犯や景観等の面からも対策が必要となって

います。本村では平成 29 年（2017 年）に天龍村空家等対策協議会を設立し、これらの解決策につい

ての協議を進めており、若者等の定住ニーズに応える有効活用と、放置することで安全性が危惧され

る特定空家に関する対策の両面から活動を強化し、適切な管理に取り組んでいくことが求められてい

ます。 

●村営住宅については、入居率が９割を超える状況が続いており、また施設の老朽化が進んでいること

から、改修や修繕が必要となっています。今後、単身の若者等、多様な入居希望に応えられる魅力的

な住宅の整備が必要となっています。 

●水道については、簡易水道の普及率が 91.7％（令和元年度（2019 年度））とほぼ全村に普及していま

す。今後、老朽化時期を迎えた水道施設の計画的な改修を進めるとともに、災害時も含め将来にわた

って安定的な給水を維持・確保できるよう、ＩＣＴを活用した効率的な水道施設の維持・管理の推進

が必要となっています。 

●下水道については、平岡地区を中心に、平成 13 年度（2001 年度）より供用を開始していますが、水

洗化率は 86.8％（令和元年度（2019 年度））となっています。高齢化により高額の住宅改修費が負担

となるケースなどが多く、水洗化が十分に進展しない要因となっています。その他の地域は、浄化槽

整備地域となっていますが、浄化槽整備率は 49.6％（令和元年度（2019 年度））であり、こちらも高

齢者世帯で、新規整備に踏み切れない家庭の増加がみられ、課題となっています。 

 

■水道普及率の推移                ■水洗化人口等の推移 
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将来の姿＜10年後＞ 

 自然豊かな村の特徴を活かした住みよい環境が生み出されています。ＵＩＪターン者や様々な世帯形

態の定住希望者に対応した住宅環境と、安定した水の供給、清潔な環境が維持され、快適で安心して暮

らすことのできる体制が整えられています。 

 

主な取組 

（１）空家の有効活用と特定空家等対策の推進 

・天龍村空家等対策協議会の活動を推進し、空家所有者との連携や解体に関する支援を行います。また、

法に沿った空家の解体・管理・有効活用等、適正な空家対策に努めます。 

・空家や宅地情報を管理し、ＵＩターン者や定住希望者の需要に応える「空き家情報登録制度」の充実

を図ります。 

・定住促進に関する対応について、民間事業者と行政が一体的に取り組む体制整備に努めるとともに、

社会情勢や財政状況等を鑑みながら、定住促進条例による支援を推進します。 

・空家等のリフォームや廃屋の解体促進、特定空家※35等に対する啓発活動等、安心の住環境づくりに取

り組みます。 

（２）地域外の人材受け入れが可能な住居やコミュニティスペース※36の整備 

 

・気軽に交流できるスペースを兼ね備えた住宅を整備します。 

・若者による空家のリノベーション※37・シェアハウスの整備を推進します。 

（３）村営住宅等の整備と有効活用 

・住宅建設においては、用地を村内全域から幅広く検討し、多様な入居希望者に対応できる魅力ある住

宅建設を進めます。 

・老朽化した既存住宅については、安心かつ安定的に利用するための耐震対策や住宅の長寿命化修繕計

画に基づき、計画的な維持整備を行います。 

・宅地分譲や譲渡型住宅の整備に向けた検討を進めます。 

（４）生活排水処理対策の推進 

・生活排水の環境へ与える影響等の啓発を継続して進めながら、下水道及び合併処理浄化槽への加入の

促進を図ります。 

・水洗化率の向上に努めながら、処理施設の維持や長寿命化を進めます。 

  

 
※35 特定空家：空家等対策の推進に関する特別措置法により定義される危険・衛生上の有害・景観を損なう恐れのある家屋等のこ

と。 

※36 コミュニティスペース：地域等の共同体の人々が集まり、主体的な活動を行う場所のこと 

※37 リノベーション：既存の建物に修繕・改造などを施すことにより、その機能を向上し価値を高めること。 

「持続可能な安心定住プロジェクト」 重点 

「持続可能な安心定住プロジェクト」 重点 
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（５）水資源の安定供給 

・常に安心安全な水道水を供給できるよう、安定した水資源を確保します。また、水道施設未普及者世

帯に対する水道施設の整備事業費の補助を行います。 

・老朽化の著しい施設では、計画的な施設の改修を実施します。 

・ＩＣＴの活用により、水道施設の遠隔監視システムの導入を図り、断水等が発生しない仕組みづくり

を進めます。 
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第５章 人と自然が調和した環境整備 

３ 
安全で安心感に包まれた 
生活の確保 

 

現状と課題 

●本村では、平成 30 年度（2018 年度）までで交通死亡事故ゼロが 8,000 日を超えており、今後ともさ

らに交通安全意識の高揚を図り、継続して交通安全の推進に取り組んでいく必要があります。 

●交通事故における高齢者の事故割合は増加傾向にあり、交通安全施設の充実とともに、人優先の交通

安全思想の普及や、高齢者をはじめ各世代に適応した安全教育の推進等を進め、運転者や歩行者のさ

らなる交通安全意識の向上に向けた取組が必要です。 

●本村は、地域内でお互いの顔がみえる関係は形成されており、村民同士の繋がりも深く、犯罪が起こ

りにくい環境にあるものの、社会環境が変化する中、各個人の防犯意識の向上や地域ぐるみでの防犯

対策が必要となっています。特に、高齢者など弱い立場の人を狙った特殊詐欺も全国的に後を絶たず

社会問題となっています。このため、消費生活相談体制や意識啓発の充実を図ることも必要です。 

●全国各地で発生する自然災害による被害などから、災害に対する村民の関心が急速に高まっています。

また、近い将来東海地震・南海トラフ地震の発生も予測され、県内にも多くの活断層が存在する中、

不測の事態に対応するための準備をしておく必要があります。 

●村民の生命・財産を災害から守るため「天龍村地域防災計画」の見直しを行い、災害にかかる予防対

策、応急対策及び復旧対策を推進するとともに、「地区防災マップ」の作成を進め、村民の防災意識の

啓発も図っています。今後、大規模災害を想定しながら、避難所や避難物資の整備、避難路の確保を

はじめ、自主防災組織の機能強化等に取り組む必要があります。 

●世界的まん延が懸念される新型コロナウイルス感染症については、感染拡大対策や村民・事業所など

への経済支援等の事業を展開していますが、今後においても、迅速な村民への周知や公共施設・指定

避難所等での管理体制の強化、学校における授業・行政における申請等のオンライン化等、「新しい生

活様式」に即した手法を村の実情に合わせ実施していく必要があります。 

●消防については、村消防団が２分団で構成され、令和 2 年（2020 年）現在 45 人の団員が加入してお

り、地域の消防活動、火災予防活動を行っていますが、団員数が減少し今後の組織力の低下が見込ま

れることから、団員の確保が重要となっています。今後も災害に迅速かつ的確に対応できるよう、常

備消防である南信州広域連合飯田広域消防本部と連携しながら、消防施設・設備と人材の充実を図り、

体制の強化に取り組むことが必要です。 

●本村は急峻地形のため、多くの治水砂防対策や崩落危険個所対策を、国や県の支援のもと進めてきま

した。こうした中、国直轄の地すべり対策事業が着手され、平岡地区、中井侍地区において、令和元

年度（2019 年度）より約 20 年にわたり大規模な事業が実施されることとなりました。他方で、長野

県による地すべり対策事業も福島地区で実施されています。このような大型事業との連携を図りつつ、

引き続き、治山・治水事業を進め、土砂災害の防止・軽減を図っていく必要があります。 
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将来の姿＜10年後＞ 

 非常時の情報通信体制の整備や地すべり対策事業等により、安全に暮らすことのできる環境の構築が

進められています。 

 また、だれもが安全で安心して暮らせるよう、村民一人ひとりの交通安全や防犯、防災への知識と意

識が向上するとともに、村民、行政、各種関係団体が連携し、災害時などに効果的に機能する危機管理

体制が強化されています。 

 

主な取組 

（１）交通安全対策の充実 

・交通安全に対する啓発を行い、交通マナーの向上への意識の醸成を図り、「交通死亡事故ゼロ」の記録

更新に取り組みます。 

・高齢運転者による交通事故が多発していることから、自動車への安全装置の設置を支援し、交通事故

の防止と事故発生時の被害を軽減する取組を進めます。 

（２）地域防犯活動の推進 

・警察や県、関係機関等との連携により、保育所や小中学校での防犯教育を推進し、防犯指導員会や天

龍こども見守り隊、地域ボランティアの防犯活動の促進により犯罪の発生防止に努めます。 

・特殊詐欺等の防止に関する講習会の開催や広報媒体を活用した情報提供を随時行い、防犯に向けた啓

発活動を促進します。 

（３）防災対策の推進 

・大規模な自然災害等に加え、新たな危機事象（弾道ミサイル、テロ、感染症等）の発生に備え、村民、

行政、各種関係団体と連携を図り、より効果的に機能する危機管理体制の強化に努めます。 

・訓練などを通じ、「自分の命は自分で守る」という防災意識の啓発などを行い、自主防災組織の活性化

を促します。 

・適時適切な避難情報の発令や確実な情報伝達、必要な避難先の確保などの充実を図り、逃げ遅れによ

る被害を出さない「逃げ遅れゼロ」対策を推進します。 

・避難所の備蓄品等を充実させ、安全性の確保を図ります。 

・災害発生時にスムーズな安否確認を行える体制づくりを促進します。 

  

「持続可能な安心定住プロジェクト」 重点 
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（４）災害時要援護者対策の推進 

・地域の民生委員や福祉施設関係をはじめ関係機関等と相互連携し、災害時要援護者※38（要配慮者）の

避難行動を支援します。 

・防災施設の充実やヘリポートの改修等、緊急時対策を実施します。 

（５）消防設備の整備と組織の強化 

・地域の実情を鑑み、計画的に消防水利や小型動力ポンプ等の整備更新を行います。 

・地域消防の要となる消防団員の加入促進を図るとともに、今後も消防協力員等の支援者を確保し、訓

練、演習等の実施によるさらなる消防団の強化や自主防災組織の育成を図ります。 

・災害出動における対応力の向上のため、広域消防や地域との連携を深め、防火意識の高揚を促進しま

す。 

・救急隊が現場に到着するまでの時間に必要な救急の応急手当等を行う「救命サポート隊」を役場庁舎

内に設置し村民の安心・安全の確保を図ります。 

（６）地すべり・砂防・治山・治水対策の推進 

・国直轄の地すべり対策指定区域等において、事業が円滑に実施されるよう、地域をはじめ関係機関と

連携します。 

・人家や道路、鉄道への影響が大きく、危険度の高い箇所について、優先的に砂防・治山・治水対策事

業が行われるよう、国・県へ継続的に要望します。 

・土砂災害防止法による危険区域等について、関係機関と連携しながら危険箇所の把握と情報の共有、

対策の強化を図ります。 

・地すべり対策事業による地下水の利活用を検討していきます。 

  

 
※38 災害時要援護者：高齢者や障がいのある人、子どもや妊産婦、言葉のわからない外国人等、災害時に何らかの手助けが必要な人

のこと。 

「持続可能な安心定住プロジェクト」 重点 
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第６章 共に輝く協働のむらづくり 

１ 新たな家族を迎える移住・定住の推進 
 

現状と課題 

●人口減少、少子高齢化が進む中、地域社会の活力を維持・発展させていくためには、年少人口及び生

産年齢人口の確保は急務であり、移住・定住対策の推進を図ることが必要となっています。また、近

年の都市住民の地方への関わりの多様化を踏まえると、「定住人口」でも「交流人口」でもない、地域

や地域の人々と多様に関わる「関係人口」に着目した取組や、二地域居住を促進していくことなども

検討し、地域活力の維持・向上に結びつけていく必要があります。 

●本村では、「地域おこし協力隊制度」「集落支援員制度」を導入し、地域外の人材を積極的に誘致して

おり、その後の移住や新たな家族の誕生がみられるなど、若者の人口増加に成果がもたらされていま

す。一方で、隊員の定着率の向上が課題となっており、活動のミスマッチの解消や、支援体制の確立

を図っていく必要があります。 

●都市部の大学生や社会人によるボランティア活動の受け入れを行っており、地域活動や祭などの協力

者の創出が図られるとともに、本村の良さが伝わり、関係人口の増加にもつながっています。 

●Ｉターン者の確保をめざした様々な取組が進められつつあるものの、若者のＵターンの促進策は十分

ではなく、積極的な情報発信や様々なサポートを検討していく必要があります。 

●児童・生徒の減少に対応し、山村留学の導入に向けた検討が進められており、本村の環境を活かした

特色ある教育を充実・発展させながら、家族ぐるみの移住・定住（家族留学）を促進し、人口増加を

めざしていくことが求められています。 

●今後とも、移住・定住の促進に向け、様々な人材の交流や活動支援を継続するとともに、就業場所、

生活の場の確保、受け入れ体制の整備、結婚対策等を推進し、天龍ファンを増やしながら、若者がい

きいきと暮らせる環境の充実に取り組む必要があります。 
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将来の姿＜10年後＞ 

 定住した地域おこし協力隊等が村の地域活動の次世代を担い、新たな地域おこし協力隊等を積極的に

支援することで、新たな移住希望者が増加しつつあります。また、大学生や社会人による交流によって、

これまでにないノウハウや知見が生まれ、新たな発想で地域課題の解消と活気づくりが行われています。 

 ＵＩＪターン者や様々な世帯形態の定住希望者に応じた住環境が整えられています。 

 新型コロナウイルス感染症拡大による社会構造の変化により、オンラインで身近に交流することが習

慣化されつつあります。オンラインとリアル（現実世界）が融合し、地域交流が場所を選ばず頻繁かつ

緊密に行われています。 

 

主な取組 

（１）関係人口の増加とＵＩＪターンの推進 

・村や地域との多様なかかわり方を構築します。 

～キーワードは関係人口、二地域居住、定住～ 

 ①多様なかかわり方で地域活動などに参加できるよう、天龍村ならではのプログラムを実施し、中長

期的に村とつながりが持てるようなファンづくりを行います。 

 ②新型コロナウイルス感染症拡大による社会構造の変化によって、オンラインツールがより身近にな

り、さらにリニア中央新幹線・三遠南信自動車道の開通により、都市部とのアクセスが改善される

ことから、オンラインとリアル（現実世界）を融合させながら、より都市部との活発な交流を進め

ていきます。 

・地域おこし協力隊・集落支援員制度を積極的に活用し、地域外の人材の受け入れを行います。 

・村を離れた若者に対する情報発信・情報提供や、再び村での暮らしを望む方へのサポートを進め、村

外へ出た人へのＵターン促進を図ります。 

・定住人口増と介護人材等確保のため、ひとり親家庭の移住定住及び外国人労働者の雇用を推進する施

策を検討します。 

（２）定住者への支援 

・社会情勢や財政状況、現行の定住促進事業の推進状況等を加味しながら、効果的な支援方法を検討し、

ニーズにあった定住促進事業を定期的に見直し実施します。 

・地域内外に関わらず、交流できる場づくりを行い、移住者の不安や悩みの解消や、移住者と地元出身

者のつながりづくりができる機会を創出します。 

・ＵＩＪターン者を受け入れることができる住環境を整備します。 

 

  

「つながり、ひろがる交流プロジェクト」 重点 

「つながり、ひろがる交流プロジェクト」 重点 
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（３）結婚対策の推進 

・未婚者のニーズ把握に努め、異性との出会いの場の提供や、相談・紹介等の結婚対策事業を進めます。 

・村内だけの活動にとどまらず、近隣市町村と連携する中で広域的に出会いの場を広げ、さらなる機会

提供や個人及び各種団体が行う結婚活動に対する財政的支援を行います。 

（４）山村留学の推進 

・教育学習に力を入れた地域としての特徴を活かし定住人口と交流人口の増加を促進します。 

・夏休み・春休み等の大型連休時に期間限定の山村留学受け入れを学校や地域と連携します。 

・家族留学受け入れのための住環境整備を行います。 

  

「子ども・子育て応援プロジェクト」 重点 

「つながり、ひろがる交流プロジェクト」 重点 
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第６章 共に輝く協働のむらづくり 

２ 持続可能な協働※39のむらづくり 
 

現状と課題 

●本村では、従来より各地区の自治会によって、集落の環境保全や生涯学習、伝統文化の継承など幅広

い分野で、それぞれの特色を活かした活動が展開され、地域の活性化が図られてきました。 

●現在は、村内の各地区とも高齢化の急速な進行と若者の流出により、地区（集落）としての機能が失

われつつあり、地域コミュニティの再生も厳しい状況にあります。また、活性化に必要なリーダー的

存在も不足しており、人材育成にも苦慮している状況があります。 

●地域コミュニティの課題解決に向け、行政と村民が対等・協力の関係で地域づくりを行う「地区担当

制度」の導入をはじめ、「いきいき活動支援金」によるコミュニティ活動支援、外部等の新たな担い手

を受け入れる「地域おこし協力隊制度」「集落支援員制度」の活用等により、地域の活性化につなげる

べく様々な施策を行っています。また、長野・愛知県境の５町村でつくる県境開発協議会に参加し、

県境を越えた連携で共通課題に対処する取組を進めています。 

●引き続き、持続可能な地域コミュニティの構築に向け、様々な課題を解決できる方策を協働で考えな

がら自治の活性化を図り、地域でお互いに支え合い助け合う地域共生のコミュニティの形成に努めて

いく必要があります。 

 

将来の姿＜10年後＞ 

 行政と地域間の連携が図られ、村民による発案で地区のリーダーや地域おこし協力隊員等を中心に既

存の施設、産業、歴史等を活用しながら、新たな住民、村外からの支援者を交えての地域活動が行われ

ています。 

 地域住民が主体となり、集落の維持、活性化への取組が行われるとともに、集落単体での取組から、

集落の垣根を超えた地域間活動が行われることで、地域活動の維持・活性化が行われています。また、

関係人口が増加し、地域外の人材による地域活動への協力が進むことで、地域活動の維持・活性化が行

われています。 

 また、県境地域との交流により地域活性化が図られています。 

 

  

 
※39 協働：村民と行政が対等な立場に立ち、それぞれが果たすべき責任と役割を自覚しながら、共通の目標や課題解決に向け、互い

に協力しあって取り組むこと。 
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主な取組 

（１）住民との協働型むらづくりの推進 

・村民と行政の互いの立場を尊重し、地域で支え合うための体制づくりに努め、むらづくりを推進しま

す。 

・地域のことは地域が自ら決めて実行するという、地域の自主的・主体的な活動に対し、いきいき活動

支援金、地区内自営整備材料費支給事業補助金等による支援を行います。また、地域と民間事業者と

の協働による活動支援も行います。 

・若い世代がむらづくりに積極的に参加し、主体的な取組が促進されるよう、それぞれの地域に働きか

けるとともに若者主体の活動支援を行います。 

（２）活動支援体制の継続 

・「地区担当制度」や「地域おこし協力隊制度」「集落支援員制度」等、現在行っている支援制度を継続

するとともに、地域のリーダーとなりうる存在の確保に努めます。 

（３）集落の維持・再編に向けた取組の推進 

・集落の維持・再編については、地区住民の意向を尊重し、話し合いを充分に重ね、その方向性やあり

方について検討していきます。 

（４）県境域との交流促進 

・リニア中央新幹線開通や三遠南信自動車道の全線開通の契機を活かし、県境域開発協議会による各種

事業を継続し、地域間交流を図りながら、地域に人を呼び込み活性化できる施策を推進します。 

 

  

「持続可能な安心定住プロジェクト」 重点 
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第６章 共に輝く協働のむらづくり 

３ 
みんなが共に支え合える 
社会づくり 

 

現状と課題 

●人口減少を背景に、性別を問わず多くの方の社会参画が今後ますます求められる一方で、家庭におけ

る固定的な性別による役割分担意識※40の改革も重要といえます。 

●大人たちが、共に家事・育児等の家庭生活における責任を果たしながら、職場においても貢献してい

くことができる社会の実現に向けて意識改革を進めることが重要です。 

●身近な生活の場となっている地域社会においては、慣習・しきたりなどの中に男女の不平などがみら

れ、多様な生き方の選択や能力発揮の妨げにもつながることから、様々な機会を捉えた意識改革の啓

発が必要です。 

●一人ひとりが、やりがいや充実感を持ちながら働き、家庭や地域生活などにおいても、子育て期、中

高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方を選択・実現する「ワーク・ライフ・バランス※

41」の充実が求められます。 

 

  

 
※40 役割分担意識：男性は仕事、女性は家庭といった性別を理由として役割を固定して考えること。 

※41 ワーク・ライフ・バランス：個人が仕事上の責任を果たしつつ、結婚や育児をはじめとする家族形成のほか、介護やキャリア

形成、地域活動への参加等、個人や多様なライフスタイルの家族がライフステージに応じた希望を実現できるようにすること。 
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将来の姿＜10年後＞ 

 高齢化や人口減少が進む中、女性をはじめとする多様な人材の活用により、社会全体の活性化につな

がっています。また、多様な生き方が尊重され、多くの人が職場、地域、家庭等のあらゆる分野で活躍

できる社会になっています。 

 

主な取組 

（１）社会参画者の拡大 

・住民意識も多様化する中で、新たな価値観に対応できるよう、労働供給の確保だけでなく、様々な方

針決定の場においてもだれもが参画できる社会環境づくりを進めます。 

（２）均等な機会と待遇の確保 

・均等な機会と待遇の確保を図るため、男女雇用機会均等法※42及び関係法令等、制度の周知、趣旨の普

及に努め、固定的性別役割分担意識の解消に努めます。 

・企業・事業所や関係機関との連携により、ライフステージ※43に応じた多様で柔軟な働き方ができる職

場環境の整備を推進します。 

（３）職業生活と家庭・地域生活の両立支援 

・労働基準法や、男女雇用機会均等法に従い、健康で豊かな生活に向けた長時間労働の抑制等働き方改

革や、多様化する生活様式に応じた育児・介護休暇等の普及を推進することで、家庭を支える一人ひ

とりが、仕事と家庭生活を両立できる生活が送れるよう支援します。 

 

  

 
※42 男女雇用機会均等法：雇用の分野での男女の均等な機会・待遇の確保、女性労働者の職業能力の開発・向上、再就職の援助、職

業生活と家庭生活の調和を図ること等により女性労働者の福祉を増進させること。 

※43 ライフステージ：人の一生を年齢や人生の節目ごとに分けた、それぞれの段階。少年期・青年期・壮年期・老年期など。 
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第６章 共に輝く協働のむらづくり 

４ 効率的な行政運営の推進 
 

現状と課題 

●生活様式の変化や価値観の多様化を背景に、村民の行政に対する要望や期待感はますます増大してお

り、様々な行政ニーズや、時代とともに生じる新たな行政課題に積極的に対応していくことが求めら

れています。 

●人口減少、少子高齢化が進むとともに、多様化・複雑化する行政需要に応えていくため、事務の合理

化・簡素化・効率化、それに伴う職員配置等の徹底した見直しや職員の資質向上を図り、行政改革を

一層の推進が必要となっています。 

●時代のニーズに合わせた村民・地域・民間団体・行政等の意識改革を図り、役割分担を明確にしなが

ら、村民の希望に寄り添った、協働のむらづくりを継続して推進していくことが必要です。 

●広域行政については、道路整備をはじめ生活環境、老人福祉、広域消防等の事業に加え、定住自立圏

構想による取組を行ってきました。今後も、リニア中央新幹線開業後を見据え、南信州地域が一丸と

なって地域の課題に取り組みながら、村民への広域的なサービス提供を行う必要があります。 

●人口減少対策については、南信州全体にとって深刻な課題であり、地域全体で連携した取組が必要で

す。 

 

将来の姿＜10年後＞ 

 「職員定員適正化計画」に基づき、課の統廃合等機構改革による適正な組織体制が整備されていると

ともに、「人事評価制度」において職員一人ひとりの能力や実績を適正に把握することで、公務の効率的

な運営と職員としての資質向上が図られ、評価に基づいた人事行政が進められています。また、「職員研

修」により、知識を習得した職員が、村民の多様なニーズへの対応に積極的に取り組み、近隣市町村等

との広域的な連携による質の高いサービスが提供されています。 
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主な取組 

（１）行政改革の推進 

・業務の有効性と効率の確保、法令の遵守（コンプライアンス）の徹底を図り、効果的で効率的な行政

運営を一層推進します。 

・各種団体や関係機関との連携や補助金のあり方等について、これまでの成果の検証を行い、施策の目

標を定め、課題や課題解決のための活動方法等を明確化し、効果的かつ効率的な支援事業の展開を図

ります。 

・マイナンバーカードの本格的な運用を見据え、村民への利便性の向上を図るため、カードの取得や普

及を推進するとともに、各種手続きの簡素化を進めます。 

（２）組織の適正化と職員の資質向上 

・新たに策定した「職員定員適正化計画」により、行政需要を見極めながら組織・機構改革を推進し、

適正な定員管理に努めます。 

・「人事評価制度」の円滑な運用により、職員の業務に対する業績や遂行能力を把握し、適正な部署への

配置を図ります。 

・社会情勢の変化を的確に把握し、村民に寄り添った対応ができる職員の育成に努めるとともに、継続

して職員研修を実施し、知識の習得や質の高い行政サービスを図ります。 

（３）南信州地域との連携強化 

・多様化する村民のニーズに応えるため、近隣市町村との連携や協力により共同事業等の処理を推進し、

一層の効率化を図りながら、質の高い行政サービスを提供します。 

・定住自立圏構想の取組については、時代の変化に合わせ発展的に展開できるよう努めます。 

・人口減少対策・地域医療体制の確保については、南信州地域全体で、包括的かつ継続的に取り組みま

す。 
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第６章 共に輝く協働のむらづくり 

５ 健全な財政運営の推進 
 

現状と課題 

●本村の財政は極めて厳しい状況にあった中、公債費の繰上償還をはじめ、積極的な国・県補助の獲得

による事業実施などの健全化に向けた取組の成果により、健全な財政状況へ近づいてきました。しか

しながら、生産年齢人口の減少が続く中、自主財源である村税の減少とともに、地方交付税の減額も

見込まれ、厳しい財政状況が続いていくと予想されます。 

●多様化する村民ニーズに応えるため、また、老朽化した公共施設の維持管理、更新に係る経費の増大

による財政の硬直化が懸念され、財政基盤の強化が必要です。 

●今後とも、経費の削減・効率化、限られた財源の重点的かつ効率的な配分、さらなる自主財源の確保

に努め、将来に備え持続可能な財政基盤を確立する必要があります。 

 

将来の姿＜10年後＞ 

 引き続き健全な財政を維持するため、事業の優先順位、実施方法、受益者負担等のあり方を再度見直

し、経常経費の削減や安定的な財源の確保が図られ、将来を見据えた持続可能な財政基盤が確立されて

います。 

 

主な取組 

（１）財政基盤の構築 

・国・県の補助制度の活用や村債の適正規模での有効活用を図るとともに、自主財源の確保と必要性・

緊急性等を踏まえ効率的な行財政運営を進めます。 

・ふるさと納税制度を活用し、寄付金の使途や返礼品を充実させることにより、自主財源の確保に努め

ます。 

・受益者負担金、村税、使用料及び手数料等の適正化に努めます。 

・自主財源の根幹となる村税の安定確保と納税の公平性の観点から、滞納整理を強化します。 

・特定空家等の村内課税客体に対する適正かつ公平な課税に努めます。 

（２）バランスのとれた財政運営の推進 

・長期的かつ計画的で安定した財政運営を図るため、投資効果の上がる事業の取捨選択を推進します。 

・公共施設等総合管理計画に基づき、施設の長寿命化や更新を計画的に実施し、予算の平準化と抑制を

図ります。 

・将来にわたり、村民のニーズに的確に対応した施策や、防災対策、定住者及び関係人口の増加による

活力ある地域を構築できる施策を展開し、村民に安心を与えることのできる、健全で持続可能な安定

した財政運営を図ります。  
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第４部 

資料編 
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各種事業報告状況 

１ 地勢・人口 

● 地目別土地面積の推移                               （ 単 位：ha） 

地 目 
平成 26 年 

（2014 年） 
平成 27 年 

（2015 年） 
平成 28 年 

（2016 年） 
平成 29 年 

（2017 年） 
平成 30 年 

（2018 年） 
令和元年 

（2018 年） 
令和２年 

（2020 年） 

田 43.6 40.4 40.0 40.0 40.0 40.0 39.9 

畑 107.0 110.4 110.4 110.4 110.4 110.4 110.3 

宅地 47.5 47.8 48.0 47.9 47.7 47.6 47.6 

池沼 132.8 132.3 132.3 132.3 132.3 132.3 132.3 

山林 10,363.0 10,340.5 10,335.1 10,334.6 10,334.6 10,423.3 10,423.5 

原野 64.1 63.7 63.6 63.6 63.6 63.6 63.6 

雑種地 58.7 60.8 62.2 62.3 62.4 62.5 62.5 

その他 139.3 148.1 152.4 152.9 153.0 64.3 64.3 

合計 10,956.0 10,944.0 10,944.0 10,944.0 10,944.0 10,944.0 10,944.0 

  資料：土地に関する概要調査報告書（各年１月２日現在） 

 

● 人口及び世帯の推移 

調査年月日 
世帯数 

（戸） 

人口（人） 
１世帯平均人

員（人） 

人口密度 

１ｋ㎡当たり

（人） 
総数 男 女 

昭和 60.10.1 
（1985 年） 1,045 3,051 1,453 1,598 2.92 28.0 

平成 2.10.1 
（1990 年） 1,003 2,822 1,339 1,483 2.81 25.9 

平成 7.10.1 
（1995 年） 943 2,445 1,149 1,296 2.59 22.3 

平成 12.10.1 
（2000 年） 899 2,239 1,051 1,188 2.49 20.4 

平成 17.10.1 
（2005 年） 830 2,002 924 1,078 2.41 18.3 

平成 22.10.1 
（2010 年） 737 1,657 764 893 2.25 15.1 

平成 27.10.1 
（2015 年） 651 1,365 634 731 2.10 12.5 

令和 2.10.1 
（2020 年） 677 1,216 576 640 1.80 11.1 

資料：国勢調査、令和２年は住民基本台帳及び外国人登録人口 

※人口密度は、昭和 60 年は 108.90ｋ㎡、平成２年は 108.79ｋ㎡（Ｓ63.10.1 国土地理院発表）、平成７年～17 年は 109.53ｋ㎡（国勢調

査）、平成 22 年は 109.56ｋ㎡（国勢調査）、平成 27 年は 109.44ｋ㎡（国勢調査）、令和２年は 109.44ｋ㎡  



119 

 

● 年齢階級別人口 

男（人） 

年齢 

女（人） 

平成 12 年 
（2000 年） 

平成 17 年 
（2005 年） 

平成 22 年 
（2010 年） 

平成 27 年 
（2015 年） 

令和２年 
（2020 年） 

令和２年 
（2020 年） 

平成 27 年 
（2015 年） 

平成 22 年 
（2010 年） 

平成 17 年 
（2005 年） 

平成 12 年 
（2000 年） 

1,051 924 764 634 576 合計 640 731 893 1,078 1,188 

15 11 21 17 22 90～ 84 72 53 42 34 

22 34 31 33 46 85～89 73 87 87 69 55 

60 59 62 70 63 80～84 85 92 117 114 90 

91 84 88 79 59 75～79 66 93 110 134 125 

101 108 92 64 75 70～74 58 64 99 121 140 

116 94 67 71 60 65～69 56 64 69 109 128 

104 70 79 64 35 60～64 32 57 69 72 113 

74 81 69 14 34 55～59 23 10 57 73 77 

88 77 34 36 32 50～54 18 35 39 56 73 

73 35 36 32 26 45～49 20 22 26 43 62 

34 39 31 31 21 40～44 18 23 23 31 43 

39 37 26 24 21 35～39 14 18 20 26 30 

39 40 19 14 14 30～34 16 14 15 33 33 

43 29 27 24 15 25～29 17 11 21 25 30 

26 31 12 17 15 20～24 10 17 18 28 31 

44 35 22 14 8 15～19 19 9 16 34 40 

40 22 24 11 12 10～14 10 7 16 20 41 

17 23 11 12 6 5～9 12 23 25 17 25 

25 15 13 7 12 0～4 9 13 13 31 18 

資料：国勢調査、令和２年は住民基本台帳及び外国人登録人口（10 月１日現在） 
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２ 産業・経済 

● 産業別就業人口の推移 

 

平成２年 
（1990 年） 

平成７年 
（1995 年） 

平成 12 年
（2000 年） 

平成 17 年
（2005 年） 

平成 22 年
（2010 年） 

平成 27 年
（2015 年） 

実数
（人） 

構成比
（％） 

実数
（人） 

構成比
（％） 

実数
（人） 

構成比
（％） 

実数
（人） 

構成比
（％） 

実数
（人） 

構成比
（％） 

実数
（人） 

構成比
（％） 

第１次産業 202 14.1  161 12.7  138 12.5  135 14.5  94 13.3  115 18.8  

 

農業 175 12.2  140 11.0  128 11.6  123 13.2  80 11.3  103 16.8  

林業・狩猟業 27 1.9  20 1.6  10 0.9  12 1.3  13 1.8  11 1.8  

漁業 - - 1 0.1  0 0.0  0 0.0  1 0.1  1 0.2  

第２次産業 681 47.4  579 45.8  471 42.7  354 38.1  224 31.7  165 26.9  

 

鉱業 50 3.5  44 3.5  36 3.3  10 1.1  8 1.1  3 0.5  

建設業 296 20.6  287 22.7  230 20.9  159 17.1  104 14.7  76 12.4  

製造業 335 23.3  248 19.6  205 18.6  185 19.9  112 15.8  86 14.0  

第３次産業 553 38.5  524 41.5  494 44.8  440 47.4  387 54.7  332 54.2  

 

電気・ガス・熱供給・

水道業 
46 3.2  37 2.9  27 2.4  12 1.3  4 0.6  9 1.5  

運輸・通信業 50 3.5  40 3.2  36 3.3  17 1.8  21 3.0  9 1.5  

卸売・小売業 150 10.4  123 9.8  114 10.3  72 7.8  56 7.9  40 6.5  

飲食店，宿泊業           0.0  39 4.2  32 4.5  31 5.1  

金融・保険業 5 0.3  4 0.3  5 0.5  6 0.6  7 1.0  2 0.3  

不動産業 1 0.1  - - 1 0.1  3 0.3  1 0.1  1 0.2  

医療，福祉           0.0  108 11.6  125 17.7  114 18.6  

教育，学習支援業           0.0  36 3.9  29 4.1  22 3.6  

複合サービス事業           0.0  34 3.7  10 1.4  9 1.5  

学術研究，専門・技術

サービス業 
          0.0    0.0  9 1.3  7 1.1  

生活関連サービス業，

娯楽業 
          0.0    0.0  28 4.0  19 3.1  

サービス業（他に分類

されないもの） 
244 17.0  262 20.7  248 22.5  67 7.2  21 3.0  22 3.6  

公務（他に分類されな

いもの） 
57 4.0  58 4.6  63 5.7  46 5.0  44 6.2  47 7.7  

分類不能の産業 - - - - 1 0.1  0 0.0  2 0.3  1 0.2  

合 計 1,436 100.0  1,264 100.0  1,103 100.0  929 100.0  707 100.0  613 100.0  

資料：国勢調査 

※平成 12 年以前の調査では第３次産業の一部で調査項目がなかったため数値の記載がない項目があります。 

  

産業区分 

年 
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● 卸・小売事業所数・従業者数の推移 

年 
事業所数 
（事業所） 

従業者数 
（人） 

平成 21 年 
（2009 年） 28 66 

平成 24 年 
（2012 年） 22 47 

平成 26 年 
（2014 年） 21 44 

平成 28 年 
（2016 年） 20 52 

資料：経済センサス 

 

● 製造、建設等第 2 次産業事業所数・従業者数の推移 

年 
事業所数 
（事業所） 

従業者数 
（人） 

平成 21 年 
（2009 年） 40 188 

平成 24 年 
（2012 年） 28 154 

平成 26 年 
（2014 年） 32 139 

平成 28 年 
（2016 年） 22 135 

資料：経済センサス 

 

● 農家数と農家人口 

年 
総数

（戸） 

専兼別農家数 
（戸） 

農家率
（％） 

農家人口 
（人） 

専業 
兼業 

農業主 兼業主 総数 男 女 

平成７年 
（1995 年） 214 58 26 130 22.7 674 328 346 

平成 12 年 
（2000 年） 191 

集計なし 

21.2 589 285 304 

平成 17 年 
（2005 年） 179 21.6 491 242 249 

平成 22 年 
（2010 年） 170 65 105 23.1 144 79 65 

平成 27 年 
（2015 年） 146 41 105 22.4 52 29 23 

資料：農林業センサス 

※農家人口の調査対象が、平成 17 年調査までは農家世帯人口でしたが、平成 22 年調査より、対象人口が農業従事者数に変更になった

ため大きな変動となっています。 
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● 経営耕地面積別農家数                                                           （ 単 位 ： 戸 ） 

年 
30a 
未満 

30～49 50～99 
100～
149 

150～
199 

200～
249 

250～
299 

300 
以上 

例外 
規定 

自給的 
農家 

計 

平成７年 
（1995 年） 3 54 34 - 1 1 1 - 1 119 214 

平成 12 年 
（2000 年） - 47 24 1 - - 1 - 2 116 191 

平成 17 年 
（2005 年） - 47 24 - 2 - - - 3 103 179 

平成 22 年 
（2010 年） 2 42 19 - 2 - - - - 105 170 

平成 27 年 
（2015 年） 1 20 18 - 1 1 - - - 105 146 

資料：農林業センサス 

 

● 森 林 の 態 様                                                      （ 単 位：ha） 

年 総数 国有林 民有林 

 

公有林 私有林 
人工林 天然林 

針葉樹 広葉樹 針葉樹 広葉樹 

平成７年 
（1995 年） 10,187 33 10,154 537 9,617 4,978 5 348 4,619 

平成 12 年 
（2000 年） 10,162 8 10,154 540 9,614 5,036 6 338 4,575 

平成 17 年 
（2005 年） 10,220 23 10,197 548 9,649 5,032 21 329 4,564 

平成 22 年 
（2010 年） 10,233 23 10,210 606 9,604 4,985 42 328 4,577 

平成 27 年 
（2015 年） 10,206 なし 10,206 617 9,589 5,005 41 323 4,583 

令和 2 年 
（2020 年） 10,207 なし 10,207 617 9,590 5,004 41 324 4,614 

資料：長野県民有林の現況 
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● 経 営 耕 地 の 種 類 別 面 積                                            （ 単 位 ： ha） 

年 総面積 田 
樹園地 畑 

果樹園 茶園 桑園 その他 普通畑 牧草地 無作付置 

平成７年 
（1995 年） 71 29 16 5 1 0 19 - 1 

平成 12 年 
（2000 年） 57 23 15 19 

平成 17 年 
（2005 年） 51 18 11 22 

平成 22 年 
（2010 年） 40 16 12 11 

平成 27 年 
（2015 年） 29 10 5 15 

資料：農林業センサス 

※平成 12 年調査より樹園地・畑の詳細区分調査が廃止となっています。 

 

● 主 要 観 光 施 設 の 入込客 数               （ 単 位 ： 万 人 ）  

年 和知野川キャンプ場 天龍温泉おきよめの湯 
ふれあいステーション 

龍泉閣 

平成 27 年 
（2015 年） 2.69 3.03 2.82 

平成 28 年 
（2016 年） 2.10 4.18 2.97 

平成 29 年 
（2017 年） 2.21 4.41 2.89 

平成 30 年 
（2018 年） 2.24 4.29 2.89 

令和元年 
（2019 年） 2.20 4.47 2.54 

資料：観光地利用者統計調査 
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３ 福祉・保健衛生 

● 保 育 所 入 所 児 童 数の推 移       （ 単 位 ： 人 ）  

 

資料：福祉行政報告例（４月１日現在） 

※新野保育園に、広域入所として向方・大河内・梨畑地区の園児を 

委託入所しています。 

 

● 年 齢 別 保 育 所 入 所児童 数 の 推 移                      （ 単 位：人 ） 

年 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

平成 27 年 
（2015 年） 4 1 5 1 3 14 

平成 28 年 
（2016 年） 0 4 4 5 1 14 

平成 29 年 
（2017 年） 2 2 5 4 6 19 

平成 30 年 
（2018 年） 2 3 4 4 4 17 

令和元年 
（2019 年） 2 3 2 4 4 15 

令和２年 
（2020 年） 1 4 3 2 4 14 

資料：厚生労働省報告例による社会福祉統計(各年４月） 

  

年 天龍保育所 新野保育園 

平成 23 年 
（2011 年） 22 3 

平成 24 年 
（2012 年） 13 2 

平成 25 年 
（2013 年） 18 1 

平成 26 年 
（2014 年） 12 0 

平成 27 年 
（2015 年） 14 0 

平成 28 年 
（2016 年） 14 0 

平成 29 年 
（2017 年） 19 0 

平成 30 年 
（2018 年） 17 0 

令和元年 
（2019 年） 15 0 

令和２年 
（2020 年） 14 0 
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● 国 保 被 保 険 者 の 推移  

年 
総数 

国保加入者 
（年平均） 加入率 後期高齢者 

世帯数
（戸） 

人口 
（人） 

世帯数
（戸） 

被保険者
（人） 

世帯数
（％） 

被保険者
（％） 

被保険者
（人） 

平成 27 年 
（2015 年） 792 1,478 266 383 33.6 25.9 577 

平成 28 年 
（2016 年） 761 1,409 252 361 33.1 25.6 562 

平成 29 年 
（2017 年） 750 1,380 228 322 30.4 23.3 553 

平成 30 年 
（2018 年） 734 1,327 216 302 29.4 22.8 537 

令和元年 
（2019 年） 712 1,275 211 295 29.6 23.1 525 

令和２年 
（2020 年） 687 1,235 194 268 28.2 21.7 509 

資料：国保は国保年報、後期高齢者は長野県後期高齢者医療広域連合統計情報（各年３月末日現在） 

 

● 介 護 保 険 認 定 者 数 の 推 移                                          （ 単 位 ： 人 ） 

年 被保険者数 
介護度 

要支援 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 計 

平成 28 年 
（2016 年） 765 9 37 19 21 21 18 125 

平成 29 年 
（2017 年） 754 12 45 17 21 23 17 135 

平成 30 年 
（2018 年） 738 7 42 22 22 22 15 130 

令和元年 
（2019 年） 713 9 44 22 21 21 18 135 

令和２年 
（2020 年） 708 16 28 33 24 20 14 135 

資料：介護保険実績（各年４月１日現在） 
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● 特 定 健 診 受 診 率 の推移         （ 単 位 ： ％ ）  

年 特定健診受診率 

平成 28 年 
（2016 年） 39.1 

平成 29 年 
（2017 年） 41.3 

平成 30 年 
（2018 年） 31.6 

令和元年 
（2019 年） 37.1 

資料：村資料 

 

 

４ 生活環境 

● ご み 収 集 ・ し 尿 処理状 況  

年 
ごみ 
（t） 

し尿 
（kl） 

平成 28 年 
（2016 年） 235 282 

平成 29 年 
（2017 年） 255 285 

平成 30 年 
（2018 年） 239 353 

令和元年 
（2019 年） 234 366 

資料：一般廃棄物処理事業実態調査 

 

● 水 洗 化 人 口 の 推 移  

年 

人口 
水洗化率 

（％） 総人口 
（人） 

公共下水道 
（人） 

浄化槽 
（人） 

し尿処理 
（人） 

平成 28 年 
（2016 年） 1,401 872 253 276 80.3 

平成 29 年 
（2017 年） 1,359 846 277 236 82.6 

平成 30 年 
（2018 年） 1,299 818 282 199 84.7 

令和元年 
（2019 年） 1,215 797 258 160 86.8 

資料：一般廃棄物処理事業実態調査 
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● 水 道 普 及 率 の 推 移  

年 

人口 
普及率（％） 行政区域

（人） 
給水 

（人） 

平成 28 年 
（2016 年） 1,380 1,256 91.0 

平成 29 年 
（2017 年） 1,327 1,138 85.8 

平成 30 年 
（2018 年） 1,275 1,174 92.0 

令和元年 
（2019 年） 1,235 1,133 91.7 

資料：公共施設状況調査（４月１日現在） 

 

● 農 ・ 林 道 の 状 況         （ 単 位 ： ｍ ）  

年 農道 林道 

平成 27 年 
（2015 年） 8,904 73,322 

平成 28 年 
（2016 年） 8,904 73,322 

平成 29 年 
（2017 年） 8,904 73,322 

平成 30 年 
（2018 年） 8,904 73,322 

令和元年 
（2019 年） 8,904 73,322 

令和２年 
（2020 年） 8,904 73,322 

資料：公共施設状況調査（４月１日現在） 

 

● 村 道 の 状 況  

年 
実延長 
（ｍ） 

改良済延長 
（ｍ） 

改良率 
（％） 

舗装済延長 
（ｍ） 

舗装率 
（％） 

平成 27 年 
（2015 年） 131,000 51,302 39.2 102,067 77.9 

平成 28 年 
（2016 年） 131,001 51,399 39.2 102,068 77.9 

平成 29 年 
（2017 年） 130,998 52,090 39.8 102,066 77.9 

平成 30 年 
（2018 年） 131,311 53,016 40.4 102,319 77.9 

令和元年 
（2019 年） 131,274 53,413 40.7 102,281 77.9 

令和２年 
（2020 年） 131,394 53,591 40.8 102,665 78.1 

資料：市町村道路状況調査（４月１日現在） 
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● 消 防 団 組 織 と 消 防施設 の 現 況  

組織 
団員数 
（人） 

ポンプ自動車
（台） 

小型ポンプ付積載車 消防水利 

普通車 
（台） 

軽自動車 
（台） 

消火栓 
（基） 

防火水槽 
（基） 

本部 14(6) - - - - - 

第１分団 20 1 1 2 67 37 

第２分団 11 - - 6 83 28 

計 45(6) 1 1 8 150 65 

資料：村資料（令和２年４月１日現在） 

※団員数のうち（ ）は女性団員数で内数 

 

 

５ 教育・文化 

● 学 級 数 ・ 児 童 数 ・生徒 数  

年 

天龍小学校 天龍中学校 

学級数 
（学級） 

児童数（人） 学級数 
（学級） 

生徒数（人） 

計 男 女 計 男 女 

平成 27 年 
（2015 年） 6 25 12 13 3 16 4 12 

平成 28 年 
（2016 年） 6 21 9 12 3 15 5 10 

平成 29 年 
（2017 年） 5 21 11 10 3 14 3 11 

平成 30 年 
（2018 年） 4 19 8 11 3 13 5 8 

令和元年 
（2019 年） 3 20 10 10 3 11 3 8 

令和２年 
（2020 年） 3 18 9 9 3 15 6 9 

資料：学校基本調査 

 

  



129 

 

● 文 化 財  

指定 
区分 種 別 名 称 指定年月日 所在地 

国 

重要無形民俗文化財 

天龍村の霜月神楽 昭和53年5月22日  

 坂部の冬まつり  坂部地区 

 向方のお潔め祭り  向方地区 

 大河内池大神社例祭  大河内地区 

選択無形民俗文化財 

大河内シカオイ行事 昭和59年12月14日 大河内地区 

下伊那のかけ踊り 平成11年12月3日 坂部・向方・大河内地区 

県 選択無形民俗文化財 南信州の柚餅子 平成12年3月15日  

村 

有形民俗文化財 

無形民俗文化財 
中井侍の三十三観音と百万遍 平成24年10月10日 中井侍地区 

有形民俗文化財 

記念物（天然） 

お万様の墓 
お万様の藤 

昭和42年2月1日 大河内地区 

有形文化財 

鶯巣神社の湯立ての釜 平成24年10月10日 鶯巣地区 

長松寺本堂の大間と天井絵 
並びに釈迦涅槃図 

平成24年10月10日 向方地区 

自慶院の半鐘 平成24年10月10日 長野地区 

梨畑の一石三十三観音 平成24年10月10日 梨畑地区 

鰐口 平成24年10月10日 坂部地区 

無形民俗文化財 

満嶋神社の秋例祭 昭和42年2月1日 満島地区 

中井侍の秋例祭 平成24年10月10日 中井侍地区 

坂部の小祭 平成24年10月10日 坂部地区 

記念物（史跡） 

折立長老の碑 昭和7年12月27日 折立地区 

樫淵（旧満島港） 平成24年10月10日 田村地区 

満島番所跡 昭和22年4月10日 南地区・長野地区 

満島城跡 昭和7年12月28日 東原地区 

記念物（天然） 観音様の大榧 昭和15年11月30日 南中地区 

記念物（景勝地） 

十方峡 平成24年10月10日 原地区 

浄心滝 平成24年10月10日 満島地区～鶯巣地区 
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６ 行・財政 

● 特 別 会 計 決 算 額 の推移                         （ 単 位：千 円 ）  

 国民健康保険 村営水道 村営下水道 介護保険 後期高齢者医療保険 
 歳入総額 歳出総額 歳入総額 歳出総額 歳入総額 歳出総額 歳入総額 歳出総額 歳入総額 歳出総額 

平成 28 年 
（2016 年） 180,120 176,883 84,851 83,692 56,682 55,992 259,326 257,253 29,413 28,750 

平成 29 年 
（2017 年） 190,643 181,754 78,109 76,826 51,470 50,718 275,323 272,144 29,449 28,917 

平成 30 年 
（2018 年） 158,352 152,431 68,727 67,976 52,850 52,202 272,102 270,079 29,449 28,850 

令和元年 
（2019 年） 152,077 145,780 64,010 62,722 50,389 49,903 267,514 265,816 30,858 30,121 

資料：各年度決算書 

 

● 一 般 会 計 決 算 額 の推移（ 歳 入）                    （ 単 位：千 円 ）  

 歳 入 

歳入総額 村税 地方交付税 国県支出金 地方債 その他 

平成 28 年 
（2016 年） 2,131,494 229,019 1,164,022 84,078 241,138 413,237 

平成 29 年 
（2017 年） 2,159,713 221,551 1,169,204 66,785 238,690 463,483 

平成 30 年 
（2018 年） 2,141,126 214,878 1,141,535 52,689 269,872 462,152 

令和元年 
（2019 年） 2,638,909 215,532 1,149,651 54,964 683,683 535,079 

資料：各年度決算書 

 

● 一 般 会 計 決 算 額 の推移（ 歳 出）                    （ 単 位：千 円 ）  
 

歳 出 

歳出 
総額 議会費 総務費 民生費 衛生費 

農林水 
産業費 商工費 土木費 消防費 教育費 

災害 
復旧費 

公債費 その他 

平成 28 年 
（2016 年） 2,079,729 25,917 620,337 360,200 93,519 162,839 124,935 295,130 53,037 115,274 6,326 222,133 82 

平成 29 年 
（2017 年） 2,107,155 34,395 555,945 324,982 67,805 183,110 145,089 313,387 50,404 125,206 15,738 291,012 82 

平成 30 年 
（2018 年） 2,088,424 35,112 531,460 303,155 49,955 192,398 98,856 325,025 62,619 126,875 47,054 314,839 1,076 

令和元年 
（2019 年） 2,513,126 35,055 483,445 323,403 58,826 170,013 266,641 260,749 393,219 138,554 77,311 305,836 74 

資料：各年度決算書 

  

区分 

年 

区分 

年 

区分 

年 
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第６次天龍村総合計画策定経過概要 
 

日 程 事由等 

令和元年度（2019 年度） 

10 月 31 日 
第１回天龍村総合計画策定委員会 

 策定基本方針、策定体制、スケジュール等の検討 

12 月 24 日～ 

１月 16 日 

村民アンケート・村外アンケート調査の実施 

 村民 中学生以上の村民を対象に 1,100 人に回答を求める 

 村外 東京天龍会等、村縁者を対象に 214 人に回答を求める 

12 月～ 

２月 

団体等ヒアリング調査の実施 

 本村のむらづくりに関わる 38 の団体・機関、個人に対し、むらづく

りにおける問題点・課題、その克服に向けた提言等の意見を求める。

回答用紙による郵送形式と直接面談による２種類の方法で実施 

２月 21 日 
トップインタビュー（村長） 

 基本構想策定にあたっての村長の基本方針を聴取 

令和２年度（2020 年度） 

４月 13 日～ 

23 日 

令和２年度村長と職員との懇談会 

 第６次天龍村総合計画、天龍村まち・ひと・しごと創生総合戦略策

定にあたって 

 職員からの提案等 

６月 30 日 専門部会（住民）第１回～第４回（10 月 30 日） 

６月 30 日 専門部会（総務）第１回～第５回（10 月 28 日） 

７月１日 専門部会（教育）第１回～第５回（10 月 28 日） 

７月１日 専門部会（振興）第１回～第５回（10 月 28 日） 

７月１日 専門部会（建設）第１回～第３回（10 月 28 日） 

７月５日～ 

７月 22 日 

地区懇談会の開催 

 村内を 10 か所に分け、村民と懇談 

９月 10 日 
第２回天龍村総合計画策定委員会 

 基本構想素案、基本計画素案の検討 
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日 程 事由等 

10 月６日～ 

８日 

村長ヒアリング 

 基本計画素案の検討 

11 月９日 
第３回天龍村総合計画策定委員会 

 基本構想素案、基本計画素案の検討 

11 月 26 日～ 

12 日３日 
議会への協議 

12 月 16 日 

第１回天龍村総合計画策定審議会 

 第６次天龍村総合計画について諮問 

 基本構想案、基本計画案の説明等 

12 月 18 日～ 

１月７日 
村民意見公募（パブリックコメント）の実施 

１月 22 日 
第２回天龍村総合計画策定審議会 

 基本構想案、基本計画案の検討等 

２月５日 
第３回天龍村総合計画策定審議会 

 第６次天龍村総合計画答申案の検討 

２月 10 日 天龍村総合計画策定審議会より答申 

２月 17 日 

第４回天龍村総合計画策定委員会 

 総合計画策定審議会の答申を受け、第６次天龍村総合計画原案の内

部確定 

３月 19 日 
令和３年第１回天龍村議会定例会において、第６次天龍村総合計画を

議決 
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天龍村総合計画策定審議会設置規則 
 

平成１２年４月１日天龍村規則第１５号 

（設置） 

第１条 天龍村が個性にあふれ豊富な山村資源を活かしながら調和のとれた村に発展していくための

長期的な基本構想と基本計画の樹立に関して村長の諮問に答えるため、天龍村総合計画策定審議会

（以下「審議会」という。）を設置する。 

（審議事項） 

第２条 審議会は村長の諮問に応じ、次の各号について審議する。 

(１) 基本構想に関すること。 

(２) 基本計画に関すること。 

(３) 前各号に掲げるほか村長が特に必要と認めた事項に関すること。 

（組織） 

第３条 審議会は委員20名以内で組織する。 

２ 委員は次の各号に掲げるものについて村長が任命する。 

(１) 村議会の議員 ２名 

(２) 村教育委員会の委員 １名 

(３) 村農業委員会の委員 １名 

(４) 村の区域内の公共的団体の役員及び職員 ７名 

(５) 学識経験を有するもの ４名 

(６) 村職員 ５名 

（会長） 

第４条 審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（任期） 

第５条 委員の任期は、第２条各号の規定に基づく計画策定期間までとする。 

（会議） 

第６条 審議会は会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は出席委員の過半数で決し、可否同数のときは会長の決するところによる。 

（委員の報酬等） 

第７条 審議会委員の報酬及び費用弁償の支給については特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用

弁償に関する条例（昭和42年条例第９号）を準用し、同条例別表「その他の非常勤職員」相当額を支

給する。 

（その他） 

第８条 この規則に定めるもののほか、審議会に関し必要な事項は、村長が別に定める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

 

  



134 

 

天龍村総合計画策定委員会設置規程 
 

（設置） 

第１条 天龍村総合計画（以下「計画」という。）策定について必要な事項を協議するため、天龍村総

合計画策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（協議事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を協議する。 

(１) 計画策定についての方針、基本構想、基本計画、実施計画に関する事項 

(２) その他計画策定についての重要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって組織する。 

２ 委員長は村長を、副委員長は副村長及び教育長をもって充て、委員は課長及び係長職にある者並び

に村長が特に必要と認める者のうちから村長が任命する。 

３ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、その職務を代理

する。 

（会議） 

第４条 委員会は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

（専門部会） 

第５条 委員会は、必要に応じ専門部会を置くことができる。 

（庶務） 

第６条 委員会の庶務は、総務課企画財政係が担当する。 

（補則） 

第７条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この規程は、平成12年３月１日から施行する。 

附 則（平成17年７月１日訓令第１号） 

この規程は、平成17年７月11日から施行する。 

附 則（平成19年３月26日訓令第１号抄） 

（施行期日） 

１ この訓令は、平成19年４月１日から施行する。 
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天龍村総合計画諮問 
 

2 総企財第 109 号 

令和 2 年（2020 年）12 月 16 日 

 

 

 天龍村総合計画策定審議会 

 

    会 長 大平 正長  様 

 

 

天龍村長 永嶺 誠一   

 

 

 

第６次天龍村総合計画について （諮問） 

 

 

このことについて、天龍村総合計画策定審議会設置規則に基づき、貴審議会の 

意見を求めます。 
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天龍村総合計画答申 
 

令和 3 年（2021 年）２月 10 日 

 

 

天龍村長 永 嶺 誠 一  殿 

 

 

                        天 龍 村 総 合 計 画 策 定 審 議 会 

                       会 長  大 平 正 長  

 

 

第６次天龍村総合計画について （答申） 

 

 令和 2 年（2020 年）12 月 16 日付２総企財第 109 号にて諮問のありました第 6 次天龍村総合計画に

ついて、慎重に審議を重ねた結果、下記のとおり答申します。 

  

記 

 

１  農林業をはじめとする産業の振興、商店街の活性化等商工業の発展を図るとともに、過疎高齢化

が進む本村の状況を踏まえ、定住人口確保に対する取組みを一層推進し、持続可能で活力あるむら

づくりに取り組まれたい。 

 

２  本計画の推進にあたっては、策定の趣旨及び内容を広く村民に周知し、村民の理解と協力を得な

がら、一体となって総合的かつ効率的に推進されたい。 

 

なお、計画策定にあたり、審議過程において出された意見等（別紙）については、十分配慮された

い。 
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天龍村総合計画策定審議会委員名簿 
 

役   職 氏    名 規則 

(1)村議会の議員 2 名   

村議会議員(議長） 大平 正長 第 3 条第 2 項 1 号 

村議会議員(副議長） 村松 小司郎 第 3 条第 2 項 1 号 

(2)教育委員会の委員 1 名   

教育委員 平松 和子 第 3 条第 2 項２号 

(3)農業委員会の委員 1 名   

農業委員会 佐々木 裕子 第 3 条第 2 項３号 

(4)村の区域内公共的団体の役員及び職員 7 名   

飯伊森林組合 南部支所長 伊東 和彦 第 3 条第 2 項４号 

商工会副会長 熊谷 秀文 第 3 条第 2 項４号 

老人クラブ連合会会長 金田 正 第 3 条第 2 項４号 

婦人会副会長 小木曽 靖子 第 3 条第 2 項４号 

日赤奉仕団委員長 平松 喜子 第 3 条第 2 項４号 

建設業協力会会長 福士 和成 第 3 条第 2 項４号 

観光協会長 松下 清治 第 3 条第 2 項４号 

(5)学識経験を有するもの 4 名   

一般（公募） 鎌倉 貞男 第 3 条第 2 項５号 

一般（公募） 盛 正賢 第 3 条第 2 項５号 

一般（公募） 恩澤 利弘 第 3 条第 2 項５号 

一般（公募）   第 3 条第 2 項５号 

(6)村職員 5 名   

副村長 小林 公人 第 3 条第 2 項６号 

教育長 竹田 順次 第 3 条第 2 項６号 

住民課長 鈴木 浩孝 第 3 条第 2 項６号 

地域振興課長 後藤 浩二 第 3 条第 2 項６号 

建設課長 野竹 英二 第 3 条第 2 項６号 
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天龍村総合計画策定委員会 専門部会 名簿 
 

部会の名称 委員氏名 

総務部会 

（19 名） 

議会議員           大平 正長 

議会議員           村松小司郎 

消防副団長          上野 洋平 

日赤奉仕団委員長       平松 喜子 

住民代表（区長）       山崎 英琢 

住民代表（区長）       村松 正健 

住民代表（若者）       鈴木 竜彦 

住民代表（若者）       仲間 優貴 

住民代表（若者）       宮澤くるみ 

住民代表（若者）       熊谷いずみ 

総務課長           大平 卓治 

税務会計課長（会計管理者）  花田 清一 

議会事務局長         橘   謙治 

南支所主査          影原 重喜 

総務情報係長         藤澤 壮士 

企画財政係長         玉井 直江 

移住定住推進係長       内藤 孝雄 

税務係長           松澤 一生 

総務情報係          坂田 一万 

  

住民部会 

（14 名） 

議会議員           秦 治三夫 

民生児童委員会長       金田  隆 

県立阿南病院院長       田中 雅人 

天龍村社会福祉協議会事務局長 森  祐二 

養護老人ホーム天龍荘所長   宮澤 秀樹 

特別養護老人ホーム天龍荘所長 濱島 徳嗣 

住民課長           鈴木 浩孝 

包括支援センター所長     清水 保秀 

住民福祉係長         斎藤 正宏 

健康支援係長         影原  房 

社会就労センター所長     宮澤 栄朗 

保育所長           宮澤真由美 

社会福祉士          新田 泰祐 

保健師            吉野あづ美 
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部会の名称 委員氏名 

振興部会 

（15 名） 

議会議員           村松 克一 

議会議員           後藤 知久 

飯伊森林組合 南部支所長   伊東 和彦 

みなみ信州農協 地域担当理事 大平 政廣 

天龍農林業公社 副社長    熊谷 弘幸 

農業委員会長         宮澤 敏仁 

商工会長           福士 和成 

観光協会長          松下 清治 

龍泉閣支配人         三浦 晴季 

地域振興課長         後藤 浩二 

天龍温泉所長         秦  博実 

林務係長           渡久山直樹 

農務国調係長         橋爪 貴 

商工観光係          柳澤 慶介 

買物弱者対策準備室      勝又 宏樹 

 

建設部会 

（６名） 

議会議員           板倉 幸正 

村建設業協力会長       福士 和成 

建設課長           野竹 英二 

環境水道係長         中島 俊博 

建設係長           宮下 正和 

農務国調係          服部 誠司 

 

教育部会 

（11 名） 

議会議員           熊谷美沙子 

議会議員           今村 久雄 

教育長職務代理        遠山 善治 

教育委員           平松 和子 

社会教育委員長        宮澤 弘明 

公民館長           鎌倉 貞男 

天龍小学校長         宮島 豊 

天龍中学校長         塩澤 孝仁 

教育長            竹田 順次 

教育係長           大平 崇史 

教育係            瀧澤 翔 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～ 一隅を照らす ひと・むら・ミライ ～ 

「小さくとも、だれもがいきいきと輝き続ける村」 

第６次天龍村総合計画 
基 本 構 想 令和３年度（2021 年度）～令和 12 年度（2030 年度） 

前期基本計画 令和３年度（2021 年度）～令和 ７ 年度（2025 年度） 

 

令和３年（2021 年）３月 

 

■発 行 

長野県 天龍村 

〒399-1201 

長野県下伊那郡天龍村平岡 878 番地 

TEL 0260-32-2001 

FAX 0260-32-2525 

E メール gyosei@vill-tenryu.jp 

ホームページ http://www.vill-tenryu.jp/ 



 

 

  



 

 

 


